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わ

る

企

て

に

艶

t

て

は

自

信

わ

ろ

者

は

ぬ

隊

や

排

・

し

て

際

ず

可

き

で

は

め

る

ま

い

か

・

英

の

図

家

の

品

位

さ

闘

民

の

意

朱

と

の

湾

に

、

進

ん

で

学

中

の

二

ね

る

投

ず

ろ

事

は

大

い

に

怠

義

相

聞

き

も

の

で

あ

る

O

(

二

、

一
一
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二

九

)

作
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チ
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(

一

)

懸

賞

嘗

選

諸

案

の

溌

表

国

際

聯

躍

曾

館

の

世

界

的

懸

賞

募

集

の

結

果

が

、

最

近

畿

表

さ

れ

た

、

併

し

驚

〈

守
へ

き

二

ぎ

に

は

多

く

の

膳

募

案

中

唯

一

の

適

切

な

る

賓

施

案

の

な

か

っ

た

事

で

あ

る

、

各

国

か

ら

集

ま

っ

た

臆

募

案

は

貨

に

三

百

七

十

七

通

あ

っ

た

が

、

遂

に

最

良

案

注

し

て

の

第

一

案

を

決

定

す

る

こ

さ

な

し

仁

、

二

十

七

遜

の

港

按

中

第

一

等

賞

経

ざ

し

て

九

案

.

選

外

佳

作

ざ

し

て

一

線

案

九

通

.

第

二

級

業

九

逼

を

選

出

さ

れ

た

の

で

あ

る

、

そ

こ

で

ぜ

う

し

て

適

切

な

る

一

等

案

を

確

適

に

選

定

す

る

こ

ご

が

出

来

な

か

っ

た

か

甚

だ

遺

憾

ご

さ

れ

て

ゐ

る

.

僚

件

が

不

備

で

ゐ

っ

た

か

.

は

た

叉

臆

募

者

の

誤

解

が

ゐ

っ

た

か

、

い

づ

れ

に

し

て

も

設

計

案

の

根

本

的

出

立

貼

に

大

な

る

疑

勤

が

ゐ

っ

た

に

相

違

な

い

。

き

て

此

選

出

せ

ら

れ

た

る

第

一

紐

賞

九

遁

は

一

高

二

千

法

の

賞

金

を

典

へ

ら

れ

、

佳

作

第

一

誠

案

は

各

三

千

入

百

法

.

住

作

第

二

級

案

は

二

千

五

百

法

を

典

へ

ら

れ

た

。

(
ニ

)

懸

賞

方

法

に

就

い

て

国

際

聯

盟

曾

館

の

懸

賞

審

査

曾

の

瑳

表

に

よ

る

芝

合

計

三

百

七

十

七

過

の

審

査

に

は

一

千

枚

か

ら

の

園

面

を

丁

寧

に

検

閲

し

、

且

其

敷

地

に

於

り

る

卒

面

計

重

信

研

究

し

其

建

築

的

並

び

に

美

術

的

債

値

空

審

議

し

館

内

の

連

絡

.

館

外

の

交

通

、

並

び

に

建

物

の

配

列

.

外

形

の

整

備

、

構

造

ご

業

調

和

並

に

A

W

理

的

建

築

設

備

に

就

い

て

充

分

な

る

審

査

を

遂

げ

た

の

で

あ

る

が

、

膳

募

者

の

大

部

分

は

膳

募

規

定

に

よ

る

諸

僚

件

に

合

致

し

な

い

も

の

が

多

か

っ

た

ら

し

い

。

さ

も

か

く

従

来

の

こ

一

一

一

一

員

へ

つ

ぜ

〈

V
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ス ｾ ｾト ゲ ート 建築家

例

を

破

っ

て

第

一

等

案

を

決

定

し

得

な

か

っ

た

こ

ご

は

む

し

ろ

国

際

的

此

種

の

競

技

仁

於

て

審

査

曾

の

決

定

的

意

見

の

一

致

営

得

る

こ

さ

が

困

難

で

あ

っ

た

に

相

違

な

い

。

即

も

各

闘

委

員

一

同

の

満

足

を

決

定

的

に

把

握

す

る

に

足

る

意

匠

が

な

か

っ

た

ご

い

ふ

事

に

な

る

。

後

来

の

ク

ラ

シ

ッ

ク

式

で

も

・

悌

蘭

西

式

で

も

伊

太

利

式

で

も

・

各

国

ω
満

足

営

得

る

事

は

困

難

だ

、

近

世

式

ざ

帯

す

る

濁

逸

源

、

ス

ク

ヱ

デ

シ

波

又

は

和

蘭

源

も

一

方

に

偏

す

る

の

維

な

き

に

非

子

、

畢

克

コ

ス

毛

ポ

ソ

タ

ン

的

意

匠

を

得

る

の

困

難

に

出

合

し

た

詳

で

ゐ

ら

う

o

そ

ミ

で

英

闘

の

一

記

者

は

「

若

し

今

回

ω
様

に

決

定

的

良

案

ヤ

得

ら

れ

な

か

っ

た

ま

し

た

ら

‘

数

多

の

歳

月

を

費

し

た

る

幾

多

ω
努

力

ご

努

力

は

結

局

保

駄

に

終

っ

た

事

に

な

っ

て

甚

だ

遺

憾

で

あ

る

。

む

し

み

、

懸

賞

募

集

方

法

を

二

次

じ

な

し

第

一

次

に

於

て

は

ス

ケ

ッ

チ

的

意

匠

案

そ

募

集

し

其

入

選

圏

内

に

入

れ

る

も

の

を

し

て

第

二

次

的

決

定

案

を

膳

参

せ

し

り

る

方

法

が

よ

い

で

は

な

レ

か

」

ざ

い

ふ

て

ゐ

る

o

そ

れ

か

ら

比

皮

の

入

選

集

を

見

て

も

解

る

模

に

英

国

や

東

詳

方

面

か

ら

の

有

力

案

が

な

か

っ

た

事

は

注

意

に

値

す

る

。

入

選

案

の

多

t

は

プ

1

y

及

チ

ユ

1

ト

ン

民

族

か

ら

出

来

上

っ

て

居

る

事

で

ゐ

る

o

又

米

閣

は

閥

際

聯

盟

に

入

っ

て

居

ら

ぬ

閥

係

か

ら

脹

募

し

て

居

ら

ぬ

誇

で

ゐ

る

o

(

三

)

第

一

等

賞

組

の

嘗

選

案

に

就

い

て

此

度

の

人

選

案

は

英

卒

面

的

計

義

仁

於

て

三

種

ω
別

が

わ

る

事

・ぜ

注

意

し

た

い

。

園

際

聯

盟

の

大

曾

議

室

の

建

物

ご

其

各

事

務

室

群

の

建

物

さ

を

剣

然

さ

二

分

せ

る

も

の

ご

之

れ

を

一

杭

せ

る

も

の

さ

其

何

れ

に

も

属

せ

ぎ

る

も

の

さ

で

あ
a

る

o

大

舎

議

室

に

従

帰

せ

る

も

の

は

数

委

員

舎

室

ご

小

倉

議

室

さ

画

書

室

等

法

W

ゐ

る

が

、

こ

れ

に

各

事

務

室

群

を

通

常

な

る

特

配

に

配

列

す

る

・

』

ず

し

が

最

も

重

要

な

る

酷

で

あ

っ

た

。

臆

募

集

は

殆

ん

ぜ

大

曾

議

室

を

有

す

る

建

物

を

最

も

重

要

視

し

て

宏

大

な

る

規

模

さ

結

構

ざ

を

保

た

し

め

て

各

事

務

室

群

を

そ

れ

に

調

照

せ

し

め

て

相

互

の

威

容

砂

整

へ

る

事

に

努

力

し

て

ゐ

る

。

叉

其

相

互

関

係

を

(

=

二

頁

へ

っ

ぽ

く

)



l
 

国

持宙開

L4hFhz泌総鍛

S3吉凶

L

つ
6

J

溺

l

川町百日
1uMJ

i

百ぷ一〔

ｾ＠
ｈ
骨
丈
己名

ｾ
ｯＨｉｬＱ

ｾてや
る

ｭ
>
，
 



"" :r. 

ヰ

，<ミ

於

t1 

る

τ2 

ヅ

'‘L  

チ

4〆

司

シ'

プコCi ｾ 芦 Ｚｊ ＺＱＧＺ 令ＮｾＮＧＺ .. :  ￞ｾ＠ ... '  ｾＮ＠ "-; -*" 

-
第一級 ｾ ｯ Ｎ＠ 338 

ｸｾ セヅ市処築家 ＷＭＡｾ ヤー ｺｾ セ ゾ 氏及スピ Ｔ デ ｊ レ民集

五



ｴ＾ｦＱ叶 Ｎｾ ｾねｾ＾Ｈ，ｬ明 ＾Ｎ ｾ＠ 'Iiド ;;， m、
11く

一 . . - - 、.ι ♂ e  

.-

、F 伽 e町一.-

山一一…
崎

、

‘

 

ー
、

‘

，

i

lー

、

I  

.-‘ 
4  

‘・ b.  
丸、ノ句、 ， 

-_ 

- Ｓ ｾ さ き ｐ じｾ，

，".vx.円I V仁A V

{  ＡＭ ｺＮ ｲ｡ｯ イぜ目、・唱え￡悶ｾ A ，，>( t ' ・日、

-.. ＮＺＮｾＮＱ＠ r じ、，- ，.. ｾ＠

(  -

100 IIl dr . ・、 I d l l i!. (IIJ f l '， ・ ・

選 外佳作 第一級 N o. 327 

巴 里 建築 家 ポアロ ー .:¥;及 プ ールギ t 氏案

運E斗佳作 第一 ;汲 No. 251

巴 里 建 築 家 ヒア ー ル 氏 及 ギ テ Y チ氏集



主選外佳作第一級 N o. 251 巴里 建 築 家 h ーエル氏 及 ギ デクチ民 案

選外 佳 作 第 一 級 N o. 327 句巴塁 建築家 永・ アロー氏及プー ル キすＡｾ 案

ｾ＠ H' 骨 ，.( ＡＮＮよ名ｾ叫 ｮ Ｉ， て や品 ｭ ). 

1平



選外 佳 作 第一級 N 0. 372 正 面 図

同 ぷｬＭｾｾホ ｊν 品市建築家ウＭｩ ｬＩアＮａす ｊνｾＧＩν 民家

叫

V

エ

ヰ

J

刊

に

於

げ

る

ヨ

Y

A

チ

N

V

コ

ν

入



'、

ャ ー 守 い . ， 日

。' ‘ 伊.. Ｇｾ＠ :巳 ，

ョ ヘ〆

.J' "  1 "ー ル .

ｾ＠

A  

P  

J 噌

0  

・ ｾＭＢ .. ....，.;，"  _ '  

/1' 

，

.

，

時

，

‘
晶
冷

"

 

‘

白

4

、

・

a  

・"

選: 7 ' ¥佳作第一 級1 ' ¥0 . 102  i'¥C 

ー弔

，>! 府l

問 ア ム ス テ ル ダ ム 市 建 築 家 ウイｾユ デ ベ ルド民衆

tlli '咋 1 己名士号' " 11 >> てや o m }) i -Fミ



l  

同 ljS- 面 園

崎

V

エ

ヰ

バ

に

於

げ

5

7

Y

A

チ

ジ

ヨ

y

一
一ハ

Y



選 外 佳 作 第 一 級 Nυo 142 巴 里 建 築 家 デ 6 ν イヌ氏案( 配景画)

同 正 面 闘

，;， ｈ 叶ｾｾ毛ｾｾ 1'() n  ). o( ｾ、 ［［Ｍ， m i¥ 11 I  



潟 、 甲 『 丹 念 刈 沼

c・ ω ∞。瀦 ハ 掛 陣 州 問 線 組 川

U N V ザ

M

可 山 可 守 、 マ ト 吋 苛 ラ l u υ 、・ U

可 〉 、 で み モ w w e H d

櫛 ( 田 神 圏 )

穴山
、ｾＭｪ｜ｾ

可
凶恒ご

ｚ
ｦ 事

Ｚτ
工与

ｈ
ｉＨＡ

!I
 

!I 



ー.

匂

崎噂も 4 ・凶字句・・噂 ＮＧｾ鴨きれ ー ・ ー -

ｴＺ Ｎｾｾｩ ， ＼ ＮＮ 時蜘制高明れＪＮ Ｚｴ ＮＮ ＮＮｾ ， 判 明 ター叫 叫、、
州
リ

エ

ネ

バ

に

於

げ

る

コ

ザ
J

A

チ

ジ

ヨ

V

J

， 

" ・

ノ、ーヨユ/ ・プ ヘ ル ペ ル ゲ氏 案 正 面 圃建築家久 l、:;.> ｾ＠ "  Iν ムiIiNυ ， 380 第二級選外佳作

p qJLココ;:i LL; ;にじF 土ミ

- C問71111111土竺古口

一一一， :  r一-寸1 :_司司.島時上一

; : 「「「R j  

，1  t， i lい立Lζ山二

;;τrコ7コ7コ-j

:! 7J! ?長:

ーと ｬｌ ｾι 由ー ｬｃ
@  

0. 00.'5 )  n

u

-

-

l

:

 

l

:

 

C

二

。

&

円

-

-

B

ρ

し

一

-

‘

:

:

 

!

:

 

h

.

‘

i

E

S

-

-

s

y

r

-
-

-

S

・

M

・
，

a

』

S

，

『
-

円

山

一

山

川

・

x

一

一

!

-

a

R

{

、
2

ド

副

・

•

. 

‘

i

:

 

汁

‘

，

，

、

-

-

-

v

e

=

 

い

1
F

・
、

，
『

-

J

H

‘
‘
 .• 
‘
司

t

-

-

G

一
一

m

二

E

Q

U

一

一

。
v

一-

a

E

・

・

『

岨

面

• 
卒r. i]  



か ｈ 寸 主 己 主ｾ ｴＨｬ ＱＱ λ て唱、 ｾ m ':¥ 
11 iヨ

選? i 佳作第二級. Yo. I  i O ローサ y ヌ 市 主h築 家 ヲペリ エー ル 民 テ ペ ナ :Y!)I 民家

選外佳 作 第 二 級 No. 181 巴里及タ エ 4・パ 市 建 築 家 ヲム ペ ，川 、氏、 Fレヂエン ドル 氏 及 カ モ ν 少チ民案



タ

エ

・
平

戸

に

於

げ

る

τ2 

ン

""-

チ

b

v

ヨ

〆

ｾ外 ＱＱ Ｚ 作 第二級 Nυ 330  7・ラッセル in 五l l : 築家 " - Y ド 1) ｾクス民 ｩＱ えエ ・ デ ・ リ ーン 民集 ( 配景闘)

五

同 烏 . liII 



選 外 佳 作 第 二 級 No. 264 ローマ 市 立n築家 ピアセ Y チ= 氏、ラピ サル ヂt追 及 可 ク Y ニ氏集{ 配景国 )

周 J烏 隊 闘

。，

ニz

キ

バ

に

於

げ

る

コ

y  

'" 
チ

ジ

ヨ

ミ〆

ー，、



叫

γ

エ

ネ

パ

に

於

げ

る

ヨ

Y

A

4

J

J

V

H

 
0 /  

No.  152 

建 築 家 メ ーヤ一氏 、及

選 外 佳 作 第 二 級

ペ ー か i !i ウ イ 干 ウ ヱ ル 氏 案

計三 ドl

面 国

二

七



寺

f  

ザ

エ

ヰ

バ

に

於

げ

る

ヨ

y

ベ

チ

ジ

ヨ

d

J

i望 外 佳 作 第二級 No. 376 λ トY クホル ム 建築家 ゲ ス 担 ブ ピ Jν チ、リ Y ドグレ= 氏案

i

、

.

，

九

山

1

H
や

.
J
f

J
d

n

t

'

r

t

J

g

.

‘

 

.

、

-守

P

B

4

喝

、

リ
ー
'
イ

'
、

温
守

'

1

二

入

同 烏 敵 国



;

i

'

t
F

F

・

-e
旬

。

，.

6

.

.

.

.

 

，

e--

供

奮

起

B

E

a

a温

蛮

習

量

、

固

剛

割

'

E

B

E

B

E

E

-

-

E

E

E

、

四

回

目

詞

E

a

E

M

S

E

E

E

E

E

E

E

、

国

制

崩

開

園

E

E
闘

m
E

E

E

E眠

、E

R

輔

自

嗣

臥

断

阻

園

田

剛

魁

岡

国

副

田

噌

a
m断

固

'h
明

町、

ι

鳴
じ
町
、
、
・
旬
、
‘
‘

町
、

i

如、も・‘

B  

a  

タ

エ

ヰ

パ

に

於

げ

る

つ

)

J

A

4

J

V

V

ヨ

y

関iM 

， 

二

九



選 外 佳 作 第二級 Nυ. 306
町 長 国

，'i .. ，ゃ I c

議tw

-
同 ラ ・ヘー イエ市 建 築 家 ルート マ y 氏 及 亨ー ダ氏索

手 前 園

タ
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前

後

に

配

列

せ

る

も

り

さ

.

本

館

の

周

園

を

包

囲

せ

し

め

た

る

も

の

芝

あ

る

。
一

一

八

抗

二

七

三

披

三

三

二

競

三

入

七

抗

四

三

一

挽

ご

は

分

劃

的

卒

面

闘

を

保

っ

て

居

る

も

の

で

.

一

一

七

抗

さ

二

九

入

披

ご

は

一

括

的

卒

面

計

査

で

あ

る

o

一

四

三

披

ご

三

二

八

披

さ

は

英

中

間

的

作

品

で

あ

る

由

来

国

際

聯

盟

の

主

旨

か

ら

論

今

れ

ば

.

其

括

一

的

統

一

的

卒

面

計

査

が

最

も

此

建

物

を

具

象

す

る

も

の

で

あ

っ

て

大

曾

議

堂

三

事

務

諸

室

の

建

物

さ

を

分

離

す

る

こ

芭

は

根

本

的

じ

面

白

か

ら

ぬ

事

柄

で

あ

る

o

此

の

見

地

か

ら

見

る

さ

第

二

七

三

披

案

の

如

き

は

全

然

ニ

ッ

の

大

建

物

を

狭

院

な

る

廊

下

で

連

絡

し

て

居

る

貼

に

大

な

る

快

動

が

ゐ

る

ご

考

へ

ら

る

o

又

一

一

七

械

案

さ

ニ

九

入

競

案

さ

は

此

の

見

地

か

ら

観

て

理

想

的

な

も

の

で

あ

る

o

第

一

一

七

時

抗

案

は

伊

太

利

建

築

家

三

氏

ω
合

作

で

ゐ

っ

て

美

事

な

理

想

案

で

ゐ

る

が

美

術

源

の

影

響

が

現

は

れ

て

ゐ

る

o

大

集

舎

堂

は

大

国

塔

を

釜

立

せ

し

め

周

囲

に

囲

柱

を

併

列

せ

し

め

て

外

観

り

威

容

そ

整

へ

て

ゐ

る

o

卒

面

園

も

頗

る

合

理

的

で

且

つ

妊

観

で

ゐ

る

丈

に

、

聯

盟

の

有

す

る

資

金

で

は

充

分

で

あ

り

得

な

い

憾

が

な

い

で

も

な

い

。

第

二

九

八

披

案

は

濁

逸

風

の

簡

潔

雄

大

の

設

計

で

ゐ

っ

て

周

囲

に

百

四

十

個

の

角

柱

タ

併

列

し

て

あ

る

が

渇

め

に

統

一

的

外

観

の

批

大

な

る

こ

さ

群

を

抜

ν
て

ゐ

る

が

、

国

際

聯

盟

曾

館

ご

し

て

は

あ

ま

り

仁

粗

豪

な

蕗

が

あ

り

過

ぎ

る

嫌

が

な

レ

で

も

な

レ

。

第

}

一

入

競

案

は

近

世

瑞

典

式

の

良

案

で

あ

h

J

頗

る

ア

ト

-

フ

ク

チ

1

プ

な

外

容

を

保

っ

て

ゐ

る

.

大

集

曾

堂

の

高

い

ア

マ

グ

1

ド

仁

陸

屋

根

持

エ

-
t

f

バ

に

於

け

ろ

っ

Y

A

チ

ジ

ヨ

y

の

威

厳

的

品

位

が

ゐ

b

事

務

舎

館

は

六

築

に

分

れ

τ
湖

岸

仁

夫

々

直

角

的

配

列

を

な

し

て

頗

る

興

味

ゐ

る

計

査

で

あ

る

o

第

一

四

三

抗

案

は

偽

幽

建

築

家

の

傑

作

で

ゐ

っ

て

大

集

舎

堂
・

こ

一事

務

諸

館

さ

の

聞

に

一

大

玄

関

乞

設

り

て

上

に

偉

大

な

る

階

屋

を

重

ね

て

居

る

が

業

苦

心

丈

の

効

果

は

現

は

れ

て

居

ら

ぬ

様

で

あ

る

o

第

二

七

三

披

案

も

悌

人

の

作

で

二

十

世

紀

乞

代

表

す

る

か

の

様

な

傑

作

で

ゐ

・

り

充

分

な

る

品

位

さ

聯

盟

曾

館

ど

し

て

の

統

一

的

気

分

が

立

振

に

具

象

さ

れ

て

ゐ

る

り

れ

J

ど

も

正

面

玄

関

に

物

足

ら

泊

所

が

あ

り

、

品

川

館

の

外

観

は

世

界

の

人

々

の

集

ま

る

曾

舘

ご

し

て

は

甚

ゼ

盤

な

所

が

な

い

で

も

な

い

。

第

三

二

入

坑

案

は

之

ち

亦

悌

人

の

作

で

ゐ

る

が

停

統

的

な

美

術

振

裂

で

あ

っ

て

前

の

作

品

よ

り

も

雅

麗

で

あ

り

、

頗

る

優

れ

て

居

る

o

第

三

入

七

競

案

も

同

様

な

品

位

ゐ

る

作

品

で

あ

っ

て

悌

風

建

築

家

ご

瑞

西

建

築

家

さ

の

合

作

で

ゐ

る

o

掠

て

も

国

際

聯

盟

曾

館

ご

い

V

へ

ば

其

外

観

的

結

構

に

は

或

コ

ス

そ

ポ

9

タ

ン

的

風

姿

が

め

つ

τ
欲

し

い

蕗

で

あ

る

が

第

四

コ

二

披

案

の

如

き

は

む

し

ろ

純

然

た

る

伊

太

利

式

設

計

案

の

傑

作

で

ゐ

っ

て

他

ω
案

ぜ

」

掛

照

し

て

見

る

さ

最

も

興

味

h

z

惹

〈

様

で

あ

る

。

第

三

三

二

腕

案

は

濁

逸

近

世

式

の

意

匠

で

コ

ン

ポ

デ

ジ

ョ

ン

の

巧

み

さ

事

務

室

群

を

二

分

し

て

本

館

ざ

三

謝

の

配

列

を

な

す

慮

頗

る

興

味

ゐ

る

意

匠

で

あ

る

o

以

上

は

英

誌

の

記

事

を

盛

考

ご

し

て

紹

介

せ

る

も

の

で

、

甚

r
組

義

で

は

ゐ

る

が

、

今

回

の

懸

賞

案

の

結

果

の

批

剣

ご

し

て

大

い

に

奉

考

淫

な

る

さ

思

ふ

の

で

説

明

品

方

々

書

い

て

見

た

ω
で

ゐ

h

ま

す

0

(

完

)



日

本

イ

Y

M伊

1

ナ

h
v

ヨ

ナ

土

建

築

展

覧

官

官

日

本

イ

ン

タ

ー

ナ

シ

ョ

ナ

ル

建

築

展

覧

曾

あ

ら

ゆ

る

デ

サ

4

ン

は

毛

グ

シ

化

し

て

来

る

。

中

に

も

建

築

は

そ

の

集

成

的

な

黙

で

、

大

き

な

結

で

、

質

生

活

に

必

要

な

鞘

で

1

1
最

も

議

論

が

多

い

、

嘗

形

式

か

ら

の

解

放

や

叫

ん

で

立

っ

た

分

離

振

の

主

演

が

セ

セ

ッ

シ

ョ

ン

式

さ

い

ふ

一

種

の

ス

タ

イ

ル

に

な

っ

て

来

た

今

日

新

ら

し

く

反

抗

の

抜

を

袋

げ

た

も

の

が

過

般

大

阪

三

越

呉

服

庄

で

そ

の

作

品

展

園

児

曾

令

聞

い

た

『

日

本

イ

ン

タ

ー

ナ

シ

ナ

ル

』

の

一

誠

で

あ

る

。

あ

ら

ゆ

る

建

築

の

J

ア

サ

イ

ン

や

遁

し

て

読

ま

れ

る

そ

の

主

爆

は

l

l
現

代

建

築

の

材

料

が

・

3

コ

ン

ク

l

p

ト

三

、

硝

子

さ

で

あ

る

と

l

l

e
建

築

は

婆

術

に

あ

ら

守

し

て

寅

際

的

な

も

の

だ

と

の

現

代

心

理

か

ら

曲

縁

的

な

あ

ら

ゆ

る

装

飾

ミ

祭

肱

ぞ

極

端

に

嫌

っ

た

こ

芝

、

現

代

以

後

の

生

活

に

遁

修

し

て

し

か

も

後

ら

に

洋

風

に

流

れ

歩

、

日

木

の

気

候

風

土

お

よ

び

日

本

趣

味

に

立

脚

し

た

こ

ミ

|

|

等

で

あ

る

。

ま

た

そ

の

他

の

出

品

に

家

具

や

室

内

調

度

、

壁

守

』

床

ま

の

配

色

か

ら

婦

人

の

衣

裳

の

色

調

ま

で

す

ぺ

て

毛

ダ

ン

・

J

T

サ

4

ン

の

尖

端

を

見

せ

て

ゐ

に

。

(

大

き

潟

説

明

異

〈

1

)

交

叉

鮎

の

信

競

所

(

2

)

(

3

)

 

住

宅

(

引

)

美

術

展

覧

曾

場



大

正

よ

り

ノ

昭

和

の

建

築

枇

，，ｾ＠

建

築

さ

云

ふ

言

葉

を

聞

い

て

す

「

頭

じ

或

る

積

の

建

物

を

聯

想

す

る

ぜ

い

ふ

こ

さ

は

誰

で

も

や

る

こ

ご

で

あ

る

が

.

ぞ

の

建

物

の

柿

類

が

時

さ

所

さ

人

芝

に

よ

っ

て

異

っ

て

来

る

の

は

己

む

を

得

な

レ

。

或

る

者

は

一
様

れ

の

住

み

心

地

の

よ

い

w

住

宅

を

想

ひ

、

叉

或

る

者

は

家

賃

ば

か

り

殖

え

る

や

う

な

好

利

姐

の

借

家

を

想

像

す

る

だ

ら

う

し

、

叉

日

本

の

風

土

仁

遁

す

る

t

L

て

庇

の

出

花

マ

ッ

チ

箱

然

た

る

住

宅

を

想

像

す

る

，

』

さ

も

あ

ら

う

し

、

宏

鮭

な

る

ど

Y

ヂ

ン

グ

を

第

一

に

思

ひ

出

す

人

も

あ

ら

う

し

‘

日

光

の

東

照

宮

見

た

い

な

華

麗

な

も

白

を

思

ひ

浮

べ

る

人

も

ゐ

ら

う

o

各

そ

の

人

の

蓮

境

じ

よ

っ

て

異

っ

た

も

の

が

頭

に

出

て

来

る

こ

さ

は

嘗

b

前

で

そ

れ

が

人

聞

の

特

長

で

な

り

れ

ば

な

ら

ぬ

o

割

払

は

幸

か

不

幸

か

東

京

の

下

町

の

異

中

で

貧

弱

な

所

謂

日

本

建

築

を

建

て

込

細

h

v

煙

を

立

て

冶

居

た

家

に

産

れ

中

年

か

ら

ふ

ら

/

¥

ざ

建

築

に

よ

っ

て

飯

を

食

ム

ペ

〈

除

義

な

く

さ

れ

た

も

の

で

ゐ

る

。

丁

度

子

供

の

時

分

に

中

々

着

た

い

さ

思

つ

で

も

洋

服

が

着

ら

れ

な

レ

た

め

、

何

ご

か

し

て

洋

服

ー
を

着

て

見

た

い

さ

云

ふ

考

へ

か

ら

洋

服

崇

拝

の

観

念

が

胸

に

こ

び

b

着

い

た

結

果

で

あ

ら

う

.

先

づ

洋

服

(

そ

の

嘗

時

は

詰

襟

で

も

立

訟

な

洋

搬

さ

思

っ

て

居

た

)

が

着

ら

れ

る

皐

校

へ

飛

び

込

ん

で

得

意

に

な

っ

て

大

正

よ

り

昭

和

の

信

組

摂

と

一

位

合

、守

、ー

曾

曾

八

良区

木

幸

次

員

過

し

た

結

朱

が

今

日

の

見

す

ぼ

ら

し

い

洋

服

細

民

然

た

る

建

築

家

ご

云

へ

ば

云

ひ

得

る

や

う

な

有

機

じ

な

っ

た

も

の

で

、

所

謂

日

本

建

築

さ

云

ふ

立

振

な

歴

史

あ

る

も

の

が

、

明

治

大

正

昭

和

さ

な

る

に

従

っ

て

異

国

文

化

の

影

響

で

次

第

に

毘

劣

の

す

る

も

の

さ

な

っ

て

行

〈

の

を

見

τ
、

之

を

改

善

し

進

歩

さ

す

ぺ

き

音

'
任

が

あ

る

様

な

も

の

で

ゐ

る

が

、

其

後

も

洋

脳

崇

拝

の

念

が

抜

り

な

い

ば

か

・

り

で

な

〈

、

一

般

社

舎

が

そ

う

云

ふ

風

に

動

い

て

居

る

様

に

見

え

る

の

さ

、

所

調

日

本

建

築

な

ん

か

相

手

に

し

て

居

た

所

で

賓

際

其

日

英

日

を

無

事

仁

遺

る

事

が

保

誼

出

来

さ

う

に

も

な

い

の

で

物

質

的

文

明

の

先

血

持

者

さ

考

へ

た

い

欧

米

の

模

放

か

ら

同

化

の

階

梯

に

そ

の

日

を

・透

h

y

つ

冶

あ

る

現

航

だ

o

以

下

記

す

さ

こ

ろ

は

大

部

分

欧

米

式

ω
建

築

に

闘

す

る

も

の

ご

な

る

で

あ

ら

う

さ

云

ふ

こ

ず

』

を

前

置

し

て

置

き

た

い

ご

思

ふ

o

。

悲

の

子

供

の

時

に

め

っ

h

ハ

西

洋

建

築

は

.

西

洋

式

の

ス

ク

l

y

で

出

来

上

っ

た

も

ω
が

大

部

品

刀

で

日

本

人

の

設

計

に

成

っ

た

も

の

は

極

め

て

稀

な

様

に

思

は

れ

た

か

ら

.

洋

服

が

今

日

の

楼

に

一

般

的

に

普

及

し

た



大

正

よ

り

昭

和

の

建

築

と

枇

曾

の

さ

間

模

に

洋

式

建

築

が

日

本

式

建

築

を

座

倒

す

る

迄

に

普

及

し

た

経

路

を

は

っ

き

b

ざ

血

見

え

て

居

る

o

そ

れ

は

自

分

の

家

が

つ

ま

ら

ぬ

日

本

式

の

建

築

を

建

て

〉

居

花

関

係

で

、

遊

ん

で

暮

し

た

少

年

時

代

に

で

も

洋

服

を

崇

拝

し

た

位

だ

も

の

洋

式

の

建

築

な

ん

か

を

見

れ

ば

全

〈

驚

い

て

仕

舞

っ

た

も

の

だ

っ

柁

こ

さ

も

大

い

に

記

憶

を

新

し

く

す

る

に

役

立

っ

て

ゐ

る

o

明

治

時

代

の

末

期

に

於

て

到

る

底

に

故

辰

野

博

士

の

残

さ

れ

た

赤

煉

克

に

白

筋

の

建

物

(

構

造

が

堅

牢

で

仕

事

の

仕

上

げ

が

完

全

な

こ

さ

空

前

絶

後

ご

云

っ

て

も

過

言

で

は

あ

る

ま

い

)

を

見

て

居

た

所

へ

三

越

呉

服

庖

や

海

上

ピ

Y

の

や

う

な

耐

火

耐

震

的

構

造

の

盤

っ

た

も

の

が

出

来

た

時

仁

は

(

東

京

酵

、

第

一

生

命

等

も

故

辰

野

博

士

に

よ

っ

て

計

董

さ

れ

た

耐

火

耐

震

的

の

も

の

に

属

す

る

こ

さ

は

勿

論

)

西

洋

建

築

界

の

前

途

誠

に

洋

々

た

る

戚

が

し

た

も

の

で

、

そ

の

普

及

の

速

か

な

ら

ん

こ

さ

を

切

に

望

ん

だ

も

の

r
。

ざ

い

ふ

の

は

何

も

枇

曾

の

錦

ご

か

建

築

界

の

議

に

さ

か

い

ふ

威

張

っ

た

考

か

ら

で

は

な

く

、

そ

う

な

れ

ば

自

分

の

様

な

も

の

で

も

一

つ

位

は

あ

ん

な

も

の

を

建

て

き

し

て

も

ら

へ

る

か

も

知

れ

ぬ

ざ

い

ふ

子

供

ら

し

い

希

望

か

ら

で

あ

っ

た

の

r
。

大

E

時

代

に

な

っ

て

自

升

も

建

築

技

術

者

ご

か

云

は

れ

て

見

れ

ば

そ

う

云

ふ

気

も

す

る

撲

な

も

の

に

な

っ

て

か

ら

、

建

築

は

事

術

な

り

さ

云

ふ

一言

葉

に

煽

動

さ

れ

た

震

か

外

観

の

美

化

ざ

い

ふ

こ

さ

が

、

丁

度

商

質

上

手

な

化

粧

品

屋

が

宣

博

さ

云

ふ

武

器

を

利

用

し

出

し

て

婦

人

の

小

遣

鑓

を

絞

っ

て

美

化

に

貢

献

し

た

こ

さ

さ

相

前

後

し

て

.

著

し

〈

悲

の

頭

を

脅

威

し

柁

o

そ

れ

も

そ

の

筈

r
、

ぜ

ん

な

の

が

外

観

ω
美

か

さ

云

っ

て

も

見

嘗

が

つ

か

今

.

ま

さ

か

女

の

顔

か

ら

建

築

美

を

尤

も

ら

し

〈

割

b

出

す

誇

に

ち

行

か

争

、

束

髪

で

も

日

本

髪

で

も

美

し

い

さ

思

へ

ば

美

し

い

ヘ

醜

レ

ご

思

へ

ば

醜

に

も

見

え

る

位

の

考

し

か

浮

ん

で

来

な

い

し

、

一

人

の

女

を

捕

四

へ

て

束

髪

、

銀

杏

返

し

‘

九

髭

、

七

三

.

耳

隠

(

七

三

耳

隠

は

ま

ピ

出

現

し

な

か

っ

た

)

さ

結

ひ

換

へ

さ

せ

て

批

剣

す

る

除

絡

も

な

か

っ

た

の

だ

か

ら

.

ν

ネ

ザ

ン

ス

‘

ヌ

ー

ボ

ー

、

セ

セ

ヅ

ジ

ヨ

シ

さ

云

っ

た

っ

て

何

故

に

何

式

が

よ

い

か

な

ぜ

冶

云

ム

見

嘗

な

ん

て

持

ち

合

は

せ

が

な

か

D

た

の

だ

。

経

慣

の

原

則

で

需

要

多

〈

供

給

少

き

も

の

は

高

債

な

b

を

振

廻

し

て

珍

ら

し

き

形

の

建

物

は

美

な

り

な

ん

て

云

っ

た

っ

て

‘

元

を

た

し

V

せ

ば

外

国

の

異

似

で

は

ぜ

れ

も

こ

れ

も

五

十

歩

百

歩

の

薄

な

ん

だ

が

ム

ー

か

ら

考

へ

れ

ば

寧

ろ

哀

れ

な

様

な

御

話

で

、

「

こ

れ

は

我

輩

が

製

闘

し

た

る

が

故

に

我

輩

の

様

式

に

し

て

古

今

濁

歩

の

入

木

式

だ

他

の

追

従

を

許

き

子

、

決

し

て

外

図

式

に

あ

ら

ホ

ヱ

ヒ

ン

ト

は

問

題

外

)

我

輩

の

製

固

な

る

が

故

じ

此

の

建

物

は

我

輩

の

作

品

な

b

」

さ

云

っ

て

済

ま

す

様

な

勇

気

が

欲

し

か

っ

た

o

所

が

銭

筋

コ

シ

グ

9

1

干

の

流

行

、

昼

前

の

景

気

到

来

.

マ

ッ

チ

箱

建

築

可

な

り

、

新

人

歎

迎

若

輩

高

能

な

ん

て

夢

の

や

う

な

時

代

が

来

た

御

蔭

で

在

が

少

し

宛

努

力

を

負

櫓

す

る

光

柴

を

得

た

建

物

が

散

在

し

出

し

た

の

は

億

倖

さ

云

へ

ば

傍

停

、

常

然

さ

自

惚

れ

ば

賞

然

か

も

知

れ

な

い

こ

さ

に

な

っ

て

し

ま

っ

た

o

そ

ん

な

風

だ

か

ら

文

化

住

宅

は

流

行

す

る

、

餓

筋

バ

ラ

ッ

ク

は

散

在

す

る

、

事

術

的

手

腕

ω
あ

る

御

方

は

大

い

に

自

己

ω
作

品

を

建

築

す

る

機

舎

を

得

た

の

は

誠

に

時

む

に

足

ら

な

い

こ

ご

に

な

っ

た

の

で

あ

る

o

い

つ

の

間

に

や

ら

大

正

が

昭

和

ご

な

り

現

在

に

及

ん

だ

の

で

ゐ

る

が

、

此

の

間

に

少

し

も

鐙

化

の

な

い

古

色

蒼

然

た

る

も

の

は

哀

れ

洋

服

細

民

の

性

居

で

あ

る

o

勿

論

ラ

ン

プ

か

電

燈

さ

な

り

‘

竃

が

克

斯

コ

ン

ロ

ご

な

り

井

戸

が

水

道

さ

な

る

位

の

援

越

は

免

れ

な

か

っ

た

が

、

日

本

杉

が

米

杉

日

本

松

が

米

松

三

云

ふ

舶

来

品

に

艶

っ

た

の

も

欧

米

文

化

の

賜

さ

考

へ

る

よ

り

外

な

い

で

あ

ら

う

か

。

つ

ま

b

我

々

の

仕

事

ご

い

ふ

も

の

は

出

で

、

働

く

聞

は

世

界

の

建

築

が

ぎ

う

の

・

』

う

の

さ

極

め

て

新

し

い

偉

大

な

建

築

に

で



も

住

ん

で

居

る

様

な

気

持

で

居

て

、

蹄

っ

て

安

息

す

る

聞

は

米

松

の

黒

や

ん

だ

脂

だ

ら

り

の

も

の

を

見

て

悲

哀

を

戚

じ

な

が

ら

紺

屋

の

白

袴

な

ん

て

負

り

惜

み

を

云

ふ

て

居

る

に

過

ぎ

な

い

、

寧

ろ

滑

稽

じ

み

て

居

る

生

活

を

還

っ

て

居

る

の

で

あ

る

o

我

国

は

温

帯

さ

云

ふ

天

恵

的

.ソ

1

シ

に

位

し

て

居

る

た

め

か

鳥

の

寵

の

如

き

も

の

で

立

拐

な

棲

家

ご

な

っ

て

居

る

二

さ

が

、

巣

し

て

天

恵

を

享

り

て

居

る

さ

云

っ

て

よ

い

こ

さ

で

あ

る

さ

は

考

へ

ら

れ

な

い

。

物

事

の

中

途

牢

端

さ

云

ム

事

が

一

番

始

末

が

悪

い

や

う

に

視

帯

ご

云

ふ

中

途

竿

端

が

始

末

の

悪

い

原

因

ざ

な

っ

て

居

る

か

も

知

れ

な

い

o

裏

日

本

嘗

り

の

「

か

じ

」

よ

り

も

樺

太

逸

の

「

か

に

」

の

方

が

安

〈

食

へ

る

さ

云

ふ

時

代

に

は

も

う

よ

い

加

減

に

鳥

能

は

や

め

て

人

聞

の

棲

家

に

し

た

い

も

の

だ

o

在

は

頭

が

惑

い

た

め

か

叉

性

行

無

味

乾

燥

な

錦

か

は

知

ι
ぬ

が

、

夏

暑

〈

て

冬

寒

い

事

程

ν
や

ら

し

い

も

・

の

は

な

い

さ

思

っ

て

生

活

し

て

ゐ

る

o

そ

の

苦

を

忘

れ

る

程

の

面

白

い

事

が

な

い

か

ら

か

も

知

れ

ぬ

が

、

面

白

い

さ

云

ふ

事

が

永

績

す

る

も

の

で

な

い

代

り

に

暑

さ

寒

さ

さ

云

ふ

も

の

は

絶

割

に

永

績

す

る

限

り

耐

え

難

か

る

ー
へ

き

も

の

さ

思

っ

て

居

る

の

で

あ

る

。

夏

に

な

っ

τ
鳥

能

そ

の

も

の

、

援

に

如

何

に

開

放

し

て

も

夜

に

入

っ

て

室

内

の

瀧

度

が

低

下

す

る

率

は

誠

に

稀

で

あ

る

(

市

街

地

に

於

て

」

こ

芝

も

測

定

し

た

い

¥

巌

寒

如

何

に

催

浪

手

段

を

講

じ

て

も

鳥

寵

で

は

到

底

室

内

の

温

度

が

鼻

ら

ぬ

こ

ご

を

も

知

っ

た

。

日

本

人

が

日

本

式

の

鳥

龍

で

知

ら

?

/

¥

の

聞

に

寒

若

の

苦

に

よ

っ

て

得

る

も

の

は

自

然

の

脅

威

に

聾

す

る

忍

耐

力

さ

卑

屈

な

る

精

紳

マ

4

h

外

は

な

い

様

で

、

忍

耐

力

誠

に

結

構

r
が

稿

極

的

な

も

の

冶

ゃ

う

で

卑

屈

さ

き

て

は

金

〈

消

極

そ

の

も

の

で

あ

る

o

是

で

は

如

何

に

威

張

っ

た

ご

て

自

然

の

天

恵

な

き

た

め

か

人

間

の

棲

家

に

住

ん

で

ゐ

る

大

部

分

の

異

園

人

に

は

劣

る

さ

も

優

る

筈

が

な

い

V

で

は

な

い

か

。

洋

服

崇

拝

‘

大

正

よ

リ

昭

和

の

臨

時

築

と

恥

合

外

園

建

築

の

焼

直

模

倣

で

あ

る

事

が

既

に

我

々

の

得

意

の

絶

頂

で

な

り

れ

ば

な

ら

ぬ

課

だ

ら

う

o

こ

う

し

て

育

も

上

っ

た

人

間

で

あ

る

ざ

す

れ

ば

(

悲

が

育

っ

た

の

で

一

般

を

云

ふ

の

で

は

な

レ

)

如

何

に

考

へ

て

設

計

し

た

っ

て

鳥

簡

を

美

化

す

る

位

が

闘

の

山

で

人

間

の

棲

家

な

ん

て

出

来

る

筈

が

な

い

も

の

で

.

外

見

丈

り

は

ぎ

う

や

ら

器

用

な

模

倣

を

以

て

飾

る

事

位

は

建

築

家

だ

も

の

出

来

な

い

筈

は

な

か

ら

う

が

内

容

の

充

賓

に

至

つ

て

は

勿

論

殆

ん

ぎ

見

嘗

が

つ

か

な

い

の

が

嘗

り

前

で

寒

心

の

至

に

堪

え

ぬ

課

な

の

で

る

る

o

所

が

建

築

家

ば

か

h

が

鳥

寵

に

棲

む

謬

で

は

な

レ

の

で

‘

所

謂

依

頼

者

に

属

す

る

枇

曾

人

の

方

も

す

る

事

な

す

事

勿

論

内

容

空

虚

の

外

見

ば

か

り

で

‘

宣

侍

さ

風

呂

敷

の

う

ま

い

事

‘

本

家

本

元

の

先

進

国

を

進

じ

凌

駕

し

て

既

に

堂

に

入

っ

た

も

の

で

あ

る

o

試

に

外

国

の

商

業

的

の

康

告

さ

日

本

の

庚

告

さ

を

比

較

し

て

見

給

へ

、

前

者

の

風

呂

敷

は

内

容

の

説

明

を

も

同

時

に

掲

げ

て

ゐ

る

に

反

し

、

後

者

は

風

呂

敷

の

み

を

掲

げ

、

た

ま

に

内

容

を

掲

げ

て

ゐ

れ

ば

叉

内

容

そ

の

も

の

が

風

呂

敷

ざ

な

っ

て

居

る

で

は

な

い

か

o

社

舎

人

が

建

築

家

に

内

容

室

虚

の

鳥

能

的

建

築

を

建

て

る

ぺ

〈

強

ひ

っ

、

ゐ

る

の

が

、

建

築

家

が

枇

曾

人

の

要

求

に

符

合

さ

す

ぺ

〈

烏

寵

的

建

築

を

建

て

っ

、

あ

る

の

か

考

へ

て

見

て

も

わ

か

ら

な

い

の

が

現

般

で

は

あ

る

ま

い

か

。

割

払

は

鳥

簡

の

改

良

に

就

3

甚

r多

〈

の

理

怨

案

を

懐

い

て

居

る

も

の

で

あ

る

が

、

理

想

は

理

想

で

金

な

し

で

は

賞

現

せ

ぬ

こ

芭

は

承

知

し

て

居

る

o

祉

曾

人

は

枇

舎

人

で

内

容

の

充

質

は

百

る

承

知

で

あ

る

が

、

や

は

b

金

な

し

で

は

賞

現

せ

ぬ

さ

云

ふ

だ

ら

う

o

百

も

承

知

が

一

も

賞

現

せ

ぬ

さ

云

ふ

事

は

、

御

互

に

風

呂

致

に

重

き

を

置

い

て

内

容

を

軽

ん

十

る

か

ら

で

、

風

呂

敷

を

倉

重

し

た

〈

は

な

い

が

世

界

の

大

勢

上

己

む

を

得

な

い

さ

云

ム

事

に

蹄

着

せ

し

め

て

ゐ

る

の

で

は

ゐ

る

ま

い

ー

か

。

五



大

正

よ

り

昭

和

の

建

築

と

駐

舎

明

治

が

大

正

‘

大

正

が

昭

和

ざ

な

っ

て

も

依

然

ご

し

て

風

呂

敷

曾

重

で

は

や

が

て

は

そ

の

破

れ

る

時

が

束

ね

ば

な

ら

ぬ

誇

で

、

も

う

よ

い

加

減

に

風

呂

敷

を

縮

め

て

も

内

容

を

充

賓

l

ゃ

う

ぜ

」

云

ふ

時

が

来

て

も

よ

さ

旨

う

で

、

そ

れ

が

昭

和

の

新

世

相

芝

な

る

こ

さ

も

遠

t

は

あ

る

ま

い

い

や

も

う

そ

ろ

/

¥

初

ま

っ

た

さ

考

へ

る

の

が

志

の

建

築

さ

赴

曾

観

で

あ

る

の

で

あ

る

o

鳥

箆

に

住

ん

で

ゐ

る

建

築

家

の

捻

出

す

る

作

品

は

依

然

ざ

し

て

鳥

舗

に

過

ぎ

な

い
、

鳥

簡

に

住

ん

で

ゐ

る

依

頼

者

に

頼

ま

れ

て

造

る

も

の

は

烏

寵

に

て

充

分

で

な

り

れ

ば

な

ら

ぬ

さ

云

ふ

課

村

い

か

ら

、

如

何

に

し

て

人

聞

の

横

家

を

遺

る

か

さ

云

ふ

事

が

本

文

の

主

題

さ

思

っ

て

頂

き

た

い

も

の

で

あ

る

。

。

明

治

に

於

て

輸

入

さ

れ

た

洋

風

建

築

は

鳥

簡

に

住

む

人

聞

に

は

、

内

容

の

如

何

を

問

は

も

ヲ

外

見

の

新

し

く

艶

っ

た

所

が

気

に

入

っ

て

他

人

に

見

せ

び

ら

か

す

に

は

充

分

で

あ

っ

た

の

だ

が

、

鳥

能

に

住

む

建

築

家

に

は

死

活

問

題

ざ

し

て

真

剣

に

研

究

さ

れ

或

る

者

は

活

き

或

る

者

は

滅

ぶ

ぺ

き

蓮

命

に

逢

着

し

た

の

は

幸

さ

云

へ

ば

幸

、

不

幸

ε
云

へ

ば

不

幸

の

出

来

事

で

な

り

れ

ば

な

ら

ぬ

o

幸

な

る

建

築

家

は

洋

風

建

築

の

進

歩

費

達

を

促

し

、

不

幸

な

る

建

築

家

は

和

風

建

築

の

苦

節

を

守

っ

て

共

に

今

日

に

至

っ

て

ゐ

る

の

で

あ

る

が

、

幸

な

る

建

築

家

ざ

い

っ

て

も

そ

の

大

部

分

が

和

風

の

鳥

寵

に

住

ん

で

居

て

、

そ

の

本

が

外

見

的

で

内

容

が

や

は

り

不

幸

の

部

類

に

屈

す

る

こ

さ

が

，

建

築

を

し

て

外

見

的

に

完

成

し

て

内

面

的

に

未

成

に

安

守

し

め

る

原

因

さ

な

る

か

の

慌

で

ゐ

る

o

洋

風

建

築

の

外

観

は

何

等

赴

曾

人

の

干

渉

を

受

〈

ぺ

き

理

由

な

き

も

の

か

長

足

の

進

歩

を

し

た

も

の

さ

し

か

思

へ

な

い

o

或

る

者

は

近

頃

の

ム

，、

外

観

は

模

倣

ご

云

ひ

叉

或

る

者

は

創

造

さ

も

云

っ

て

居

る

が

兎

ま

れ

角

ま

れ

議

論

に

花

が

咲

く

こ

さ

は

進

歩

に

蓮

ひ

な

い

が

、

内

容

に

於

て

は

風

呂

敷

的

批

曾

思

想

さ

の

調

和

が

う

ま

〈

行

か

ぬ

た

め

ざ

鳥

範

的

技

術

の

進

歩

に

よ

っ

て

甚

だ

し

き

候

陥

を

曝

露

す

る

に

至

っ

た

も

の

と

い

っ

て

も

よ

い

の

で

あ

る

o

現

代

の

思

想

は

何

さ

云

っ

て

も

風

呂

敷

的

宣

侍

さ

内

容

の

悪

化

ご

云

ふ

こ

ど

が

大

部

分

の

傾

向

で

、

何

で

も

奇

を

好

み

新

を

探

b

奮

を

捨

て

る

こ

さ

が

流

行

す

る

こ

さ

は

御

互

に

考

へ

ね

ば

な

ら

ぬ

こ

さ

で

あ

る

が

こ

の

傾

向

に

逆

行

す

る

者

は

景

気

が

悪

く

て

‘

こ

の

傾

向

に

乗

令

る

者

が

景

気

が

良

い

様

で

は

.

そ

の

景

気

が

不

安

な

も

の

さ

し

か

思

へ

な

い

の

で

ゐ

る

o

明

治

に

於

て

は

我

国

濁

特

の

質

貰

剛

健

に

し

て

節

操

ゐ

る

気

風

に

よ

っ

て

造

ら

れ

だ

戴

多

の

堅

賓

な

る

建

物

が

あ

っ

た

o

外

観

も

多

少

は

複

雑

に

流

れ

た

や

う

だ

が

精

錬

さ

れ

た

る

事

に

於

て

た

し

か

に

相

嘗

の

も

の

さ

思

っ

て

居

る

が

、

そ

れ

よ

り

も

構

造

材

料

を

吟

味

せ

る

貼

、

適

材

e
g

適

所

に

使

用

し

た

貼

‘

工

事

の

着

賞

に

し

て

丁

寧

な

貼

に

於

て

傑

出

し

て

居

た

様

に

思

は

れ

る

o

然

る

に

そ

の

特

長

が

大

正

時

代

に

於

て

世

界

思

想

の

悪

化

に

よ

b

殆

ん

ピ

顧

み

ら

れ

な

〈

な

っ

て

し

ま

っ

て

、

現

代

で

は

人

気

取

的

外

観

‘

揃

着

的

構

造

法

に

襲

b

つ

〉

あ

る

こ

ど

は

何

ざ

し

て

も

看

過

す

る

こ

さ

の

で

き

ぬ

傾

向

で

ゐ

っ

て

、

や

が

て

来

る

べ

き

反

動

時

代

を

附

示

し

て

山

雨

来

ら

ん

ざ

し

て

風

棲

に

満

つ

る

形

で

は

ゐ

る

ま

い

か

o

前

置

は

此

の

位

に

し

て

愈

、

本

物

語

の

主

要

部

大

正

よ

り

昭

和

へ

の

建

築

さ

枇

曾

を

如

質

に

示

し

て

居

る

、

O

市

に

起

っ

た

奇

怪

な

る

事

件

ざ

鳥

範

的

建

築

の

悲

哀

に

つ

き

傍

越

す

る

4

さ

に

し

ゃ

う

o



。

此

の

怪

奇

事

件

を

産

ん

だ

場

所

は

O

市

の

中

心

に

程

近

き

N

町

の

一

プ

ロ

ッ

タ

で

此

の

渦

中

に

あ

る

人

々

は

次

の

圃

に

示

す

様

な

も

の

で

ゐ

・
ゐ

。

一

隅

田

一

一

物

見

搭

の

如

き

も

の

ゐ

る

一

・

一

原

因

寓

一

タ

バ

コ

底

↑

理

髪

庄

一

。

一

不

可

解

な

る

家

湯

浅

建

築

一

大

貫

一

カ

フ

エ

ー

一

一

一

一

漫

賀

組

事

務

所

・

一

洋

品

庖

一

「

ミ

ド

リ

」

一

私

が

本

件

の

渦

中

に

飛

び

込

ん

だ

の

は

、

此

の

プ

ロ

ッ

ク

に

三

人

の

親

し

い

友

達

が

住

ん

で

ゐ

花

開

係

で

、

折

々

遊

び

に

行

っ

た

か

ら

で

あ

る

三

人

の

中

の

一

人

が

同

窓

の

湯

浅

で

‘

彼

濁

特

の

技

術

に

加

ム

る

に

偉

大

な

る

ん

格

ω
閃

で

一

部

の

襲

っ

た

人

々

の

聞

に

堅

い

信

用

を

得

て

竪

賓

に

建

築

事

務

所

を

経

替

し

て

居

る

も

の

で

あ

る

o

他

の

二

人

は

建

築

屋

仲

間

の

友

達

で

.

割

払

さ

気

質

が

し

っ

〈

り

合

ふ

の

で

時

々

意

見

の

交

換

に

出

掛

り

て

居

る

の

で

あ

る

o

一

人

は

浅

賀

組

の

支

配

人

格

で

分

別

盛

の

四

十

位

の

山

口

さ

云

ふ

男

で

、

他

の

一

人

は

原

田

の

家

に

同

居

し

て

ゐ

る

永

井

ご

ν

ム

二

十

四

五

に

な

る

濁

身

者

で

、

原

因

の

家

に

居

る

娘

が

大

鐘

親

切

に

L

て

呉

れ

る

の

を

喜

ん

で

居

々

も

の

で

あ

る

。

此

の

.

7

冒

吋
ノ

ク

ビ

三

人

も

友

達

が

ゐ

る

の

だ

か

白

・

何

か

事

が

ゐ

る

芯

花

は

三

人

の

意

見

を

聞

く

の

が

築

で

よ

く

遊

び

に

行

っ

た

も

の

だ

。

・

と

う

な

る

さ

三

軒

ば

か

b

で

な

〈

プ

ロ

ツ

グ

内

の

家

は

大

抵

足

を

入

れ

る

チ

ヤ

リ

J

広

が

出

来

る

も

の

で

‘

石

閥

タ

バ

コ

屋

は

別

に

看

板

娘

が

居

る

誇

で

石

閥

大

正

よ

リ

昭

和

の

建

築

と

枇

舎

も

な

い

が

、

在

が

前

を

通

る

度

毎

に

何

も

買

は

な

〈

て

も

愛

婿

あ

る

妻

君

が

「

毎

度

難

有

う

と

ぎ

や

ま

す

」

さ

賞

に

丁

寧

に

宣

侍

的

の

敬

意

営

表

す

る

の

で

.

つ

い

買

ひ

た

〈

な

る

の

が

人

情

で

時

々

朝

日

を

買

っ

て

居

る

中

に

.

一

寸

手

に

這

入

ら

な

い

V

胡

蝶

を

毎

月

一

箱

宛

取

っ

て

も

ら

ふ

約

束

を

し

た

後

御

馴

染

に

な

っ

て

ゐ

る

の

で

あ

る

o

そ

の

隣

・

り

の

隅

田

ご

い

ふ

散

髪

屋

は

始

め

の

中

は

あ

ま

り

交

渉

が

な

か

っ

た

が

、

或

時

ふ

さ

散

髪

営

し

た

時

主

人

の

い

ム

事

が

気

に

入

っ

て

A

ー

で

は

立

仮

な

御

得

意

様

ざ

な

っ

て

ゐ

る

り

で

ゐ

る

o

斯

う

レ

ふ

の

が

商

買

上

手

ご

い

ふ

の

で

あ

ら

う

o

在

の

頭

は

つ

む

じ

が

右

の

方

へ

一

寸

ば

か

b

曲

つ

て

ゐ

る

ば

か

り

で

な

〈

右

牢

分

ざ

左

竿

分

の

形

が

甚

だ

襲

っ

て

居

1

.

お

ま

り

じ

こ

め

か

み

の

所

が

大

分

張

り

出

し

て

居

る

か

ら

散

髪

屋

の

職

人

仁

云

は

せ

る

さ

角

刈

ざ

し

て

は

誠

に

形

の

さ

り

に

〈

い

厄

介

な

代

物

だ

き

う

で

の

る

0

.

賞

際

棋

を

ク

ヤ

ツ

キ

で

刈

っ

て

ゐ

る

聞

は

自

分

に

は

鏡

じ

霧

っ

た

顔

付

が

最

も

美

し

い

釣

合

が

ご

れ

た

も

の

、

様

に

思

は

れ

る

の

が

‘

銀

を

使

っ

て

出

来

上

っ

て

し

ま

う

さ

全

〈

卒

凡

な

も

の

ご

な

っ

て

折

角

の

男

前

も

蓋

無

し

に

さ

れ

る

様

な

気

が

す

る

の

で

ゐ

る

o

よ

(

考

へ

て

見

る

さ

こ

め

か

み

の

所

の

毛

を

鋭

み

さ

る

こ

さ

を

少

〈

し

て

角

を

立

て

る

程

よ

〈

な

る

様

に

思

っ

て

ゐ

る

の

で

あ

る

が

、

男

前

を

上

げ

た

ず

」

て

別

に

女

に

野

心

が

あ

る

の

で

思

し

注

文

す

る

の

が

面

倒

だ

か

ら

職

人

の

な

す

が

偉

に

し

て

居

る

の

で

あ

る

が

、

隅

田

の

.主

人

は

在

が

始

め

て

行

っ

た

時

に

壷

聞

で

閑

散

で

あ

っ

た

か

ら

か

も

知

れ

ぬ

が

、

頭

の

刈

方

ざ

い

ふ

も

の

は

中

々

む

づ

か

し

い

も

の

で

、

刈

b

方

仁

よ

っ

て

全

く

人

相

が

艶

る

も

の

だ

か

ら

.

御

客

様

の

方

で

も

多

少

御

研

究

に

な

っ

て

色

々

御

注

文

下

さ

る

様

な

人

に

合

ふ

事

を

待

っ

て

ゐ

る

が

中

々

注

文

示

、

る

人

が

な

〈

、

散

髪

屋

な

ん

か

に

事

術

な

ん

か

わ

か

る

も

の

か

さ

云

ム

‘

様

に

思

は

れ

る

の

が

心

外

だ

ぜ

い

ふ

や

う

な

面

白

川

事

を

云

っ

た

も

の

七



大

正

よ

リ

昭

和

の

建

築

と

社

合

だ

。

在

拡

こ

の

言

葉

を

聞

い

V

て

か

ら

何

さ

な

〈

隅

田

ざ

い

ふ

男

が

好

き

に

な

っ

て

そ

れ

か

ら

十

っ

さ

別

h

に

行

〈

様

じ

な

っ

て

か

ら

御

蔭

で

男

前

の

方

も

よ

〈

な

っ

た

や

う

な

気

が

し

た

の

で

あ

る

o

カ

フ

エ

ー

「

ミ

ド

リ

」

は

湯

浅

が

在

の

貧

弱

な

る

サ

ラ

リ

ー

仁

同

情

す

る

つ

も

り

か

.

訪

ね

る

時

よ

〈

踊

っ

て

く

れ

る

の

で

御

馴

染

ご

な

っ

て

ゐ

る

気

持

の

よ

い

庖

で

あ

っ

た

o

斯

様

に

顔

馴

染

の

多

い

所

で

起

っ

た

奇

怪

な

る

盗

難

事

件

は

在

を

し

て

渦

中

む

人

た

ら

し

め

途

に

偶

然

の

動

機

か

ら

そ

の

真

相

を

掴

み

得

る

迄

に

深

入

り

き

し

た

の

で

あ

る

o

在

が

湯

浅

さ

知

り

合

に

な

っ

た

の

は

彼

が

東

京

の

某

専

門

皐

枝

に

在

歯

学

中

ω
時

か

ら

で

、

所

調

交

際

し

て

損

は

な

い

友

達

だ

っ

た

か

ら

で

ゐ

る

O

ざ

い

ふ

の

は

彼

は

一

寸

襲

っ

た

佐

賀

の

持

主

で

級

友

の

不

良

品

川

子

さ

で

も

云

ム

様

な

者

共

が

群

集

心

理

を

利

用

し

て

畢

生

ざ

し

て

は

よ

か

ら

ぬ

事

を

計

重

し

て

も

一

度

も

加

は

っ

た

事

も

な

げ

れ

ば

加

へ

ら

る

ぺ

き

も

の

で

も

な

か

っ

た

の

で

あ

る

o

彼

は

誠

に

孝

一

臓

な

性

格

の

持

主

で

よ

か

ら

ぬ

分

子

に

も

決

し

て

反

戚

を

輿

へ

る

程

の

頑

固

で

も

な

り

れ

ば

話

を

す

れ

ば

何

で

も

口

先

だ

り

で

う

ま

〈

調

子

を

合

せ

る

こ

さ

に

妙

を

得

て

ゐ

る

の

で

あ

る

o

r
も

ら

か

さ

云

へ

ば

重

苦

し

い

戚

が

す

る

方

r

が

時

ざ

し

て

は

人

の

機

先

を

制

す

る

だ

り

の

敏

捷

さ

を

以

て

不

良

分

子

を

煙

に

港

く

事

が

、

知

ら

十

知

ら

十

の

間

仁

同

級

中

に

電

3

を

な

し

て

成

績

優

秀

精

剛

幡

勤

の

好

記

録

営

残

し

て

卒

業

す

る

こ

ご

が

出

来

た

の

で

あ

っ

記

。

彼

は

卒

業

す

る

さ

直

ち

に

官

嵐

の

技

術

官

ご

し

て

就

職

し

無

事

に

十

有

除

年

の

官

界

生

活

を

終

へ

て

.

彼

の

性

格

が

然

ら

し

む

る

も

の

か

別

段

之

さ

い

ふ

赴

曾

上

の

聯

絡

ご

か

地

盤

さ

か

は

無

〈

て

も

・

何

年

遊

ん

で

居

て

も

卒

気

に

や

っ

て

行

り

る

基

礎

を

固

め

て

後

樹

立

開

業

し

た

の

で

あ

っ

た

o

故

仁

彼

の

経

営

方

針

ざ

云

ふ

も

の

は

金

〈

時

代

さ

逆

行

し

.

共

に

談

じ

得

る

性

格

の

依

頼

者

に

頼

ま

れ

た

設

計

な

ら

ロ

)i. 

川

で

も

よ

ろ

し

い

か

は

り

仁

、

風

呂

敷

的

経

普

は

絶

費

仁

せ

ん

さ

豪

語

し

て

ゐ

る

の

で

あ

る

が

、

彼

縄

特

の

宜

侍

方

法

が

真

面

目

に

し

て

カ

強

い

や

b

方

な

の

さ

、

家

の

中

に

入

聞

を

楽

し

〈

落

付

か

せ

る

様

な

設

備

を

す

る

妙

さ

で

.

漸

く

鳥

範

的

建

築

に

飽

き

柁

健

賞

な

る

人

々

の

た

め

に

持

嘱

さ

れ

る

や

う

に

な

っ

た

の

で

あ

る

o

湯

浅

が

斯

様

に

時

代

さ

合

は

な

い

や

h

方

を

し

て

ゐ

る

に

も

拘

ら

守

開

業

僅

が

一

二

年

の

聞

に

め

き

f

k

h

さ

得

意

を

埼

張

し

て

今

で

は

な

の

サ

-

7

9

1

の

数

倍

ご

云

ふ

賃

収

を

上

げ

て

ゐ

る

の

は

不

思

議

さ

云

へ

ば

不

思

議

だ

が

、

誰

で

も

彼

の

人

間

ら

し

い

v

異

情

を

知

る

に

及

ん

で

は

嘗

然

過

ぎ

る

程

賞

然

の

事

さ

し

か

思

へ

な

い

の

で

ゐ

る

o

此

の

人

間

ら

し

い

異

情

ざ

い

ふ

こ

さ

に

就

て

面

白

い

話

が

ゐ

る

o

そ

れ

は

湯

浅

が

開

業

す

る

時

で

ゐ

っ

た

o

永

年

役

所

見

た

い

な

官

僚

的

な

所

で

生

活

し

た

者

が

念

轄

直

下

商

貰

を

す

る

こ

ご

に

な

る

さ

誰

し

も

快

監

さ

し

て

持

っ

て

ゐ

て

邪

魔

に

な

る

の

は

官

僚

的

の

臭

味

で

な

り

れ

ば

な

ら

ぬ

の

で

.

湯

浅

自

身

も

此

の

事

に

は

随

分

頭

を

憎

し

た

も

の

ら

し

く

在

に

色

々

相

談

を

持

ち

込

ん

だ

の

で

ゐ

る

o

「

僕

も

長

ら

く

役

所

で

働

h

v

た

が

愈

時

が

来

た

か

ら

や

め

る

つ

も

b

r

よ

」「

ぞ

う

か

ね

も

う

や

め

て

も

い

冶

な

君

見

た

よ

な

底

力

が

あ

る

人

が

第

一

役

所

な

ん

か

に

居

た

の

が

間

違

っ

て

ゐ

る

よ

.

第

一

役

所

な

ん

て

云

ふ

も

の

は

え

ら

〈

な

る

も

の

は

自

然

に

偉

ぐ

な

る

や

う

に

出

来

.
1

居

て

偉

く

な

れ

な

い

者

は

如

何

に

出

来

た

っ

て

一

向

認

め

る

こ

さ

を

許

さ

な

い

慮

ぢ

ゃ

な

い

が

o

政

治

家

で

な

け

れ

ば

面

白

〈

な

レ

ざ

こ

ろ

ら

し

い

ね

」「

そ

の

逼

b

僕

だ

っ

て

最

高

の

串

授

を

出

て

ゐ

れ

ば

も

う

少

し

物

に

な

っ

て

ゐ

る

響

だ

が

ね

」



「

何

だ

そ

の

物

ざ

い

ふ

の

は

、

偉

い

御

役

人

様

の

こ

ど

r
ら

う

o

駄

目

だ

よ

、

そ

の

時

如

何

に

偉

〈

っ

た

っ

t

や

め

て

し

ま

へ

ば

何

で

も

な

い

V

の

ぢ

ゃ

な

い

か

o

僕

は

近

頃

の

御

役

人

は

国

民

が

己

む

を

得

予

税

金

を

出

し

て

偉

〈

し

て

や

っ

て

居

る

の

を

忘

れ

て

き

・

自

分

が

偉

〈

な

っ

て

ゐ

る

つ

も

り

で

居

る

の

が

不

思

議

に

思

っ

て

居

る

ん

r
ょ

。

尤

も

君

等

は

例

外

だ

が

ね

。

一

例

を

皐

げ

れ

ば

さ

.

現

場

で

精

負

人

が

何

を

頼

ん

だ

っ

て

少

し

も

云

ふ

事

を

聞

か

な

レ

で

、

何

で

も

反

劃

し

て

か

冶

る

で

は

な

い

か

。

此

の

見

本

は

い

か

Y

で

す

ご

云

へ

ば

.

い

り

な

い

か

ら

別

の

念

持

っ

て

来

ャ

、

マ

」

燕

る

o

こ

れ

を

検

査

し

て

下

さ

い

さ

云

へ

ば

、

今

出

来

な

い

か

ら

問

日

に

し

ろ

な

ん

て

勝

手

に

延

ば

し

た

揚

句

に

つ

ま

ら

な

い

t

事

に

属

理

窟

を

つ

り

て

貴

重

な

時

聞

を

宰

費

さ

し

た

後

ゃ

っ

さ

合

格

さ

来

る

o

ま

だ

笑

は

せ

る

ニ

ご

は

自

分

が

怠

り

て

工

事

が

進

A

r

の

を

知

ら

な

い

で

出

来

て

し

ま

っ

た

後

か

ら

の

そ

の

そ

廻

っ

て

燕

τ
此

慮

が

い

1

り

な

い

彼

慮

が

レ

り

な

レ

ざ

勝

手

気

位

に

ぶ

ち

壊

さ

し

て

前

よ

，

b

却

っ

て

悪

ハ

ー

も

の

を

造

ら

せ

て

喜

ん

で

居

る

で

は

な

い

か

。

請

負

λ

な

ん

て

て

ん

で

一回

か

ら

馬

鹿

に

し

て

人

間

扱

ひ

に

し

な

い

か

ら

、

除

程

偉

い

の

か

さ

思

へ

ば

古

臭

レ

理

屈

を

こ

ね

て

威

張

っ

て

居

τ
蔭

で

笑

は

れ

で

も

よ

い

気

に

な

っ

て

居

る

で

は

な

い

か

」

.

「

随

分

ひ

ぜ

い

事

を

言

ふ

ね

.

成

程

君

の

云

ム

こ

ご

に

も

理

屈

は

ゐ

る

が

国

民

さ

請

負

人

ご

を

結

び

付

り

る

の

が

根

本

的

の

関

連

さ

。

第

一

こ

の

頃

の

諦

負

人

で

異

面

白

仁

家

を

建

て

る

も

の

が

る

る

か

レ

。

頼

み

も

ぜ

ぬ

に

勝

手

に

競

宰

し

て

無

理

を

し

て

迄

工

事

を

落

札

し

て

か

ら

そ

の

無

理

を

回

復

す

る

た

め

仁

は

あ

ら

ゆ

る

方

法

を

ご

っ

て

居

る

で

は

な

い

ー

か

。

第

一

現

場

に

働

〈

も

の

な

ん

か

良

ν
も

の

を

遺

る

な

ん

て

顕

は

薬

じ

し

た

く

も

な

い

I

ょ

。

如

何

に

す

れ

ば

諌

定

よ

b

儲

か

っ

て

月

給

が

い

〈

ら

昇

る

か

ざ

い

ふ

こ

さ

よ

り

外

に

考

へ

る

こ

ご

が

な

い

ん

だ

よ

o

r

大

正

よ

り

昭

和

の

畳

間

績

と

枇

合

か

ら

言

ふ・

事

な

す

こ

ご

正

直

ω
ご

こ

ろ

備

の

搭

へ

事

ば

か

b

で

信

用

し

柁

ら

飛

ん

で

も

な

い

事

に

な

る

ん

だ

よ

」

「

成

る

蒋

そ

う

か

ね

己

む

を

得

な

い

な

。

こ

れ

も

時

代

思

想

の

反

映

か

働

〈

者

は

身

鵠

を

動

か

す

ば

か

b

で

な

〈

狐

狼

の

や

う

な

心

持

を

持

っ

て

居

な

げ

れ

ば

な

ら

な

い

な

ん

て

紳

士

ら

し

〈

し

た

〈

も

出

来

な

い

ん

だ

ね

o

除

程

の

人

格

齢

程

の

才

能

が

な

げ

れ

ば

勤

ま

ら

な

い

V

ね

」

「

そ

う

な

ん

だ

人

格

才

幹

の

優

れ

た

る

者

に

限

b

善

慮

し

待

ゐ

隷

で

、

き

う

云

ム

人

が

居

ゐ

ざ

少

く

さ

も

時

間

の

空

費

ざ

い

ふ

事

が

無

く

な

る

よ

o

ぞ

ん

な

つ

ま

ら

空

事

を

云

っ

て

採

め

る

や

う

な

現

場

右

や

云

ふ

奴

も

デ

ク

な

ら

一
玄

は

れ

る

奴

も

情

ダ

ク

さ

云

ふ

静

さ

、

院

が

利

く

投

入

が

居

ち

さ

へ

す

れ

ば

一

方

で

も

諦

ら

め

て

議

定

に

活

き

も

の

を

建

つ

ぺ

〈

金

カ

を

注

ν
で

大

い

に

時

間

の

空

費

が

省

り

る

よ

o

こ

れ

で

こ

そ

園

民

の

希

望

に

副

へ

る

脅

で

‘

何

を

す

る

に

も

人

な

る

哉

さ

。

そ

れ

だ

か

ら

僕

も

愈

樹

立

し

て

見

れ

ば

最

も

重

大

な

問

題

は

人

を

得

る

じ

る

る

さ

Q

こ

の

た

め

に

わ

ぎ

わ

ざ

や

っ

て

来

た

ん

だ

よ

o

僕

は

別

に

仕

事

が

な

い

か

ら

さ

云

っ

て

少

し

も

困

る

こ

さ

も

な

い

し

.

あ

る

か

さ

云

っ

て

や

た

ら

に

手

ぞ

蹟

げ

る

こ

さ

も

い

や

な

ん

だ

。

自

分

の

出

来

る

だ

り

の

事

を

や

っ

て

手

が

廻

ら

な

り

れ

ば

御

断

・

り

す

る

迄

的

こ

さ

さ

o

そ

れ

だ

か

ら

仕

事

の

全

部

を

自

分

の

手

で

や

っ

て

決

し

て

使

用

人

の

手

を

煩

は

さ

な

い

つ

も

b

r。

使

用

人

に

任

す

範

囲

ご

い

ふ

も

の

は

何

等

頭

の

い

ら

ぬ

機

械

的

な

仕

事

だ

り

で

よ

い

v

さ

恩

ふ

の

r
。

自

分

が

少

し

も

手

を

か

り

な

い

で

使

用

人

が

や

っ

た

事

を

自

分

の

工

務

所

の

仕

事

ざ

す

る

や

う

な

事

は

金

〈

面

白

〈

な

い

か

ら

な

o

第

一

依

頼

者

に

費

し

て

不

誠

意

極

ま

る

や

h

方

で

は

な

い

か

o

依

頼

者

は

自

分

に

や

っ

て

も

ら

う

事

ご

思

っ

て

頼

む

の

r
ら

う

。

何

そ

れ

で

は

大

き

な

こ

さ

は

出

来

な

い

さ

云

ふ

の

か

ね

。

出

来

な

{

て

ち

構

は

肉

ょ

、

出

来

な

い

事

を

無

理

に

や

っ

τ
依

九



大

正

よ

り

昭

和

の

建

築

と

枇

舎

頼

者

を

ご

ま

か

孔

て

迄

金

儲

は

し

た

〈

な

い

よ

o

そ

れ

だ

か

ら

使

用

人

ざ

し

て

は

或

は

つ

ま

ら

ぬ

か

も

知

れ

な

い

り

れ

ぜ

も

‘

レ

ゃ

な

ら

何

も

伎

は

れ

な

り

れ

ば

よ

ν
で

は

な

レ

か

。

そ

れ

で

も

入

格

を

認

め

充

分

優

遇

す

れ

ば

よ

い

人

は

勿

輪

得

ら

れ

る

筈

だ

か

ら

何

百

人

ご

い

ふ

臆

募

者

か

ら

.

真

面

目

な

人

格

者

で

客

扱

ひ

の

よ

い

男

女

一

人

宛

の

使

用

人

を

怨

ん

だ

の

が

、

高

橋

柴

二

郎

ご

松

本

は

る

子

ざ

云

ふ

の

r
。

ぎ

れ

も

建

築

は

素

人

き

こ

れ

か

ら

仕

込

ん

で

物

に

す

る

つ

も

り

さ

o

。
下

手

に

固

ま

う

て

居

る

も

の

は

却

っ

て

始

末

が

悪

い

か

ら

な

o

什

事

が

忙

し

〈

な

る

時

分

に

は

多

少

役

に

立

つ

様

に

な

る

だ

ゐ

う

ぢ

ゃ

な

い

か

o

そ

れ

で

僕

が

二

の

二

人

に

望

む

ご

こ

ろ

は

仕

事

よ

か

も

等

ろ

客

に

好

成

を

奥

へ

る

こ

f

な

の

r

l
誰

が

来

て

も

誠

意

を

以

て

顧

客

ご

し

て

の

敬

意

乞

梯

ふ

こ

と

さ

へ

や

っ

て

〈

れ

れ

ば

よ

い

さ

思

っ

て

ゐ

る

ん

ザ

い

が

.

こ

れ

が

近

頃

ω
若

い

者

に

は

甚

だ

以

て

附

難

な

こ

ざ

な

の

r
。

君

ゆ

貴

重

な

時

間

を

つ

ま

ら

ぬ

勝

手

な

用

に

つ

ぶ

し

て

御

気

の

毒

だ

が

、

時

々

依

頼

者

の

如

〈

装

っ

て

訪

問

し

て

此

ω
二

人

の

態

度

を

め

b

の

ま

〉

に

僕

仁

報

告

し

て

呉

れ

な

い

か

o

僕

は

そ

れ

に

よ

っ

て

色

々

注

意

し

て

見

る

つ

も

り

だ

か

ら

」

「

よ

ろ

し

い

御

安

い

御

用

だ

女

A

居

る

こ

さ

r
か

ら

手

を

換

へ

品

タ

換

へ

人

物

試

験

を

し

て

や

ら

う

o

僕

は

こ

八

な

事

じ

は

大

h

t

仁

趣

味

が

あ

る

ん

だ

よ

o

時

仁

女

は

ざ

う

だ

上

等

か

‘

川

、

あ

そ

れ

で

は

高

障

繰

合

せ

や

る

か

ね

。

悪

い

数

育

は

せ

ん

か

ら

安

心

し

給

へ

o

君

の

や

う

な

技

何

人

格

共

申

し

分

の

な

い

人

r
か

ら

安

心

し

て

や

っ

て

行

り

る

さ

思

ふ

が

、

何

し

ろ

事

務

所

ば

や

b

で

数

が

多

く

て

仕

事

が

少

い

さ

云

ふ

現

猷

ザ

リい

か

ら

確

か

な

成

算

が

あ

る

の

か

ね

。

何

か

釘

カ

者

で

も

捕

へ

た

の

か

」

河

御

承

知

の

通

り

駐

曾

的

連

絡

な

ん

て

何

も

な

い

よ

o

外

の

人

の

や

る

仁

妻

君

の

御

蔭

さ

か

親

戚

の

後

援

ざ

か

云

ふ

も

の

は

ゐ

る

の

で

な

し

、

問

。

其

の

鈷

は

誠

に

心

細

い

ん

だ

q

け

れ

r
も

別

に

仕

事

が

な

ぐ

て

も

食

へ

る

ん

だ

か

ら

嘗

に

な

ら

な

い

連

絡

な

ん

が

却

っ

て

芯

い

方

が

よ

い

さ

思

ふ

よ

o

昔

ω
武

士

の

云

ひ

草

ぢ

ゃ

な

い

が

成

功

の

暁

蔭

口

を

云

は

れ

る

の

も

男

ら

じ

f

な

い

か

ら

ね

」

「

や

ア

そ

れ

は

甚

心

細

い

ね

。

此

頃

の

事

務

所

は

ぜ

う

だ

君

は

知

ら

な

い

の

か

‘

か

ら

く

り

を

o

競

争

に

競

宰

を

重

ね

て

ご

ご

さ

ら

設

計

粋

を

底

下

す

る

し

.

柁

ま

に

設

計

す

れ

ば

小

便

を

さ

れ

る

し

さ

Q

叉

依

頼

者

も

ひ

r
い

ん

だ

o

甲

の

事

務

所

に

設

計

さ

せ

て

中

止

さ

か

何

さ

か

云

っ

て

只

で

闘

面

を

取

b

上

げ

て

そ

の

賞

蔭

で

利

用

し

て

居

る

ん

ぢ

ゃ

な

い

か

」
「

僕

は

そ

ん

な

人

聞

は

相

手

に

せ

ん

よ

‘

世

の

中

は

そ

ん

な

者

ば

か

b

で

も

な

い

か

ら

ね

」

「

そ

う

か

ぞ

れ

は

よ

ν
ざ

し

て

君

じ

忠

告

を

す

る

が

ね

o

此

ω
頃

の

や

う

に

設

計

料

を

値

切

ら

れ

る

さ

云

っ

た

っ

て

、

何

々

は

f

こ

で

買

へ

さ

か

‘

，
こ

れ

は

あ

の

舎

祉

の

品

で

な

〈

て

は

い

り

な

い

さ

か

指

定

し

て

.
1

口

銭

佐

取

っ

て

設

計

料

の

補

充

に

し

て

ゐ

る

の

は

飴

争

外

見

が

よ

〈

な

い

や

に

「

金

〈

だ

市

安

心

し

給

へ

僕

は

そ

ん

な

事

迄

し

て

金

儲

は

せ

ん

で

も

よ

い

の

だ

よ

o

高

が

二

人

限

り

の

使

用

人

ざ

自

分

だ

り

が

食

へ

れ

ぼ

よ

い

の

古

ゃ

な

レ

か

o

勿

論

請

負

な

ん

か

絶

割

に

し

な

い

よ

、

う

っ

か

b

始

め

る

さ

関

係

職

人

の

糊

口

を

考

へ

な

り

れ

ば

な

ら

な

い

で

そ

こ

に

無

理

が

出

来

る

か

ら

ね

。

そ

れ

だ

か

ら

仕

事

は

皆

山

口

君

に

頼

ん

で

浅

賀

組

に

や

る

つ

も

り

だ

よ

o

浅

賀

の

主

人

さ

云

ふ

の

は

請

負

人

じ

は

稀

な

人

格

者

で

僕

の

主

義

に

合

っ

て

ゐ

る

か

ら

ね

。

第

一

使

用

人

が

悉

く

箕

面

白

な

人

格

者

で

数

も

少

い

か

ら

よ

く

眼

が

届

〈

ぢ

ゃ

な

い

か

o

彼

は

外

交

や

口

先

で

枇

舎

を

ご

ま

か

し

て

無

理

じ

て

仕

事

を

取

っ

て

か

ら

素

人



の

無

智

を

利

用

し

て

柑

悪

な

額

似

品

で

儲

り

る

事

な

ん

か

や

れ

さ

云

っ

た

っ

て

出

来

な

い

男

だ

よ

o

風

呂

敷

的

請

負

人

が

幅

を

利

か

し

て

居

る

世

の

中

に

彼

の

存

在

は

貨

に

貰

い

も

の

で

僕

も

彼

の

如

何

に

賞

い

か

を

祉

曾

に

康

告

し

て

や

り

た

じ

さ

思

っ

て

居

る

ん

だ

」

「

君

の

云

ふ

事

は

理

想

は

誠

に

高

い

が

駐

曾

が

容

れ

て

く

れ

る

こ

ご

は

頗

る

疑

問

に

ね

o

も

少

し

君

の

経

替

法

令

」

後

畢

の

た

め

聞

き

た

い

ね

」

「

よ

ろ

し

レ

君

の

得

心

の

行

〈

返

賞

例

全

以

て

説

明

し

ゃ

う

ぢ

ゃ

な

い

か

。

ほ

ら

こ

れ

が

設

計

ω
サ

ノ

シ

プ

Y

さ

.

エ

ν

ぺ

1

ジ

ヨ

Y

も

J

7

-

7

1

u

y

も

ス

ケ

1

y

b
』

無

視

し

て

ゐ

る

所

が

新

機

軸

さ

、

こ

れ

行

り

J

ア

ア

1

Y

が

あ

れ

ば

ぎ

れ

か

間

に

合

ふ

だ

ら

う

o

ヱ

ν

ぺ

i

ジ

ョ

ン

だ

っ

て

こ

れ

な

r

h

何

人

凡

な

形

じ

も

箆

化

す

る

だ

ら

う

o

つ

ま

り

一

令

書

〈

も

の

は

シ

ン

グ

ゲ

フ

イ

ン

の

プ

ラ

y

r
げ

で

済

む

筈

ぢ

ゃ

な

い

か

o

強

度

計

算

な

ん

か

も

之

を

纏

ぎ

合

は

せ

る

だ

げ

で

積

む

誇

さ

」

「

え

ら

い

も

の

を

遣

っ

た

も

の

だ

な

o

こ

れ

な

ら

助

手

も

二

人

で

津

山

r
ね

」

「

そ

れ

だ

か

ら

僕

は

設

計

料

な

ん

か

ざ

う

で

も

よ

い

さ

云

ふ

の

だ

よ

o

大

抵

な

も

の

は

一

晩

で

出

来

る

か

ら

ね

o

僕

の

目

的

ざ

す

る

さ

ニ

ろ

は

烏

寵

的

建

築

の

幅

一

途

ご

、

夏

涼

し

い

家

三

、

地

下

の

利

用

法

を

宣

侍

す

る

赴

曾

奉

仕

に

過

ぎ

な

い

き

o

人

聞

の

住

む

家

ざ

い

ふ

物

は

絶

縁

材

料

h

T

使

っ

て

注

意

し

て

施

i

す

れ

ば

、

冷

却

器

に

よ

っ

て

夏

で

も

雲

を

降

ら

す

事

が

出

来

る

か

ら

ね

o

そ

れ

か

ら

市

街

地

に

於

り

る

地

中

の

利

用

ざ

い

ふ

こ

さ

は

鼎

末

必

令

考

へ

ら

れ

る

事

ざ

思

ふ

よ

o

地

中

十

二

尺

以

上

の

さ

こ

ろ

の

槻

度

は

夏

冬

共

に

春

の

如

、

き

暖

き

だ

か

ら

、

通

嘗

な

る

採

光

法

ざ

換

気

法

ご

に

注

意

す

れ

ば

安

静

セ

得

る

に

最

も

適

し

た

室

を

得

ら

れ

る

か

ら

ね

。

之

が

真

面

目

な

枇

曾

の

人

に

説

明

す

る

宣

侍

材

料

さ

.

僕

は

何

で

も

依

頼

者

仁

は

打

ち

明

り

て

得

心

の

行

く

迄

説

明

す

る

大

正

よ

り

昭

和

の

建

築

と

仕

合

つ

も

り

な

の

だ

か

ら

特

に

こ

ん

な

物

を

遣

っ

た

諜

な

の

だ

o

見

給

へ

同

じ

様

な

材

料

で

も

半

分

以

下

で

山

来

る

ご

ま

か

し

ち

の

も

ゐ

れ

ば

、

同

じ

模

な

仕

事

で

も

牢

分

以

下

で

も

出

来

る

方

法

が

あ

る

ぢ

ゃ

な

い

か

o

之

を

見

れ

ば

誰

だ

っ

て

宇

升

以

下

に

や

ら

れ

た

ら

悶

る

の

は

嘗

り

前

だ

ら

う

」

「

成

る

程

よ

〈

解

る

叉

随

分

色

々

な

も

の

を

集

め

た

も

の

だ

ね

O

そ

れ

を

見

せ

れ

ば

兎

も

角

金

ざ

真

面

目

な

考

が

あ

る

限

h

誰

で

も

賛

成

す

る

に

違

ひ

な

い

ね

o

わ

か

っ

た

大

レ

に

や

b

給

へ

o

及

ば

令

乍

ら

僕

も

随

分

骨

を

折

ら

う

」

「

有

b

難

う

よ

ろ

し

く

頼

む

」

ぎ

彼

は

元

気

よ

く

僻

し

去

っ

た

o

或

日

程

は

湯

浅

の

成

功

を

析

'

り

な

が

ら

彼

の

詰

問

振

を

見

る

ぺ

〈

久

し

振

b

の

旋

行

か

ら

踊

る

や

第

一

に

訪

れ

た

の

で

ゐ

る

o

f

う

し

柁

事

か

い

つ

も

な

ら

謙

譲

な

態

度

ご

歯

切

れ

の

よ

い

口

調

で

好

戚

を

奥

へ

る

警

の

松

本

嫌

が

甚

だ

沈

ん

で

居

る

で

は

な

い

か

o

い

や

松

本

の

み

な

ら

令

高

橋

の

顔

色

も

頗

る

惑

い

や

う

に

思

は

れ

た

。

あ

れ

程

の

調

査

さ

ゐ

れ

ほ

ぎ

の

期

待

を

し

て

雇

ひ

入

れ

た

も

ω
一

が

、

物

の

三

月

ご

経

た

ぬ

中

に

不

都

合

が

あ

る

さ

は

受

り

取

れ

な

い

が

、

な

の

直

戚

は

た

い

V

事

で

は

な

い

さ

思

っ

た

の

で

あ

る

o

「

何

か

困

っ

た

事

で

も

あ

っ

た

の

か

‘

皆

又

一

暦

沈

ん

で

ゐ

る

ね

」

「

先

生

の

御

留

守

中

に

御

金

が

無

く

な

っ

た

ん

で

す

の

」

「

や

ァ

入

木

さ

ん

で

い

ら

っ

し

ゃ

い

t

ま

す

か

‘

d

r

己

弓

ぞ

御

掛

川

り

下

さ

ν

ま

し

o

只

今

先

生

に

御

取

失

致

し

ま

す

」

「

待

ち

給

へ

、

君

妙

な

事

が

あ

っ

た

ん

だ

ね

」

「

左

様

で

ご

ぎ

い

ま

す

。

ぃ

ゃ

な

共

も

全

く

気

が

付

き

ま

せ

ん

で

し

た

が

.

先

生

が

御

蹄

b

に

な

っ

て

承

っ

た

の

で

す

が

、

御

出

ま

し

す

る

時

四



大

正

よ

り

昭

和

の

建

築

と

社

舎

に

先

生

の

机

の

上

に

御

置

き

に

な

っ

た

五

百

圏

許

の

紙

包

が

、

何

時

の

間

に

や

ら

紛

失

し

た

の

で

す

o

奥

様

も

御

留

守

で

す

し

私

共

が

御

留

守

を

御

預

b

し

て

居

た

の

で

す

が

、

確

か

に

誰

も

求

ま

せ

ん

し

泥

棒

等

の

這

入

る

筈

は

な

い

の

で

す

が

、

大

切

な

物

だ

り

が

無

く

な

っ

た

の

だ

そ

う

で

す

」

「

う

ん

成

耗

留

守

中

で

あ

る

だ

け

に

一

す

か

か

り

合

ひ

だ

ね

o

市

し

不

思

議

な

事

が

あ

る

も

の

だ

な

o

戸

も

締

っ

て

ゐ

れ

ば

風

で

飛

ぶ

さ

云

ふ

謬

も

な

い

し

ね

o

ま

ァ

湯

浅

君

に

曾

っ

て

話

し

て

見

ゃ

う

o

取

次

い

で

く

れ

給

へ

」

「

や

γ

八

木

君

か

、

放

行

し

た

そ

う

だ

ね

何

時

蹄

っ

た

ん

だ

ね

」

一d

A

1

着

い

た

ば

か

り

だ

よ

o

ぞ

れ

は

さ

う

さ

高

橋

に

聞

い

た

が

妙

な

事

が

起

っ

た

も

の

だ

ね

」

「

御

聞

の

通

り

僕

も

不

思

議

に

思

っ

て

ゐ

る

ん

だ

よ

o

ま

さ

か

置

忘

れ

ざ

い

ふ

事

も

な

い

し

o

今

朝

受

取

っ

た

設

計

料

な

ん

だ

か

ら

な

。

金

が

無

く

な

っ

た

さ

云

ふ

r
け

で

室

の

様

子

に

微

塵

も

盤

っ

た

所

も

な

し

。

彼

等

が

や

っ

た

ざ

す

れ

ば

貨

に

驚

く

べ

き

周

到

に

し

て

非

凡

な

る

犯

人

さ

云

は

ね

ば

な

ら

な

い

よ

o

何

さ

な

れ

ば

机

の

位

置

椅

子

の

併

置

戸

の

締

め

加

減

何

等

鐙

っ

た

所

が

な

い

ん

だ

か

ら

な

o

出

来

心

や

素

人

の

侃

棒

に

し

て

は

除

り

仁

取

b

方

が

巧

妙

過

ぎ

る

さ

思

っ

て

ゐ

る

の

だ

よ

o

君

も

知

つ

て

の

通

り

僕

も

地

方

麗

に

居

た

事

が

あ

る

の

で

指

紋

の

取

り

方

位

は

心

得

て

居

る

か

ら

若

し

や

さ

思

っ

て

薬

品

ぞ

散

布

し

て

見

た

が

何

等

手

掛

h

な

し

5

0

出

て

来

る

も

の

は

外

な

ら

ぬ

自

分

の

指

紋

ば

か

り

ざ

い

ふ

誇

だ

o

所

が

箸

の

先

で

こ

す

っ

た

様

な

不

可

思

議

な

波

紋

が

所

々

仁

散

在

し

て

ゐ

る

ニ

さ

が

意

外

さ

思

へ

ば

思

へ

ぬ

で

も

な

い

け

れ

r
犯

罪

に

関

係

あ

る

さ

は

絶

劃

に

考

へ

ら

れ

な

い

の

だ

」

「

流

石

に

君

だ

ね

随

分

使

っ

た

事

を

し

た

も

の

r
。

そ

う

さ

れ

ち

ゃ

高

四

橋

r
っ

て

松

本

だ

っ

て

蒔

く

な

っ

て

居

る

の

は

嘗

ム

リ

前

だ

o

搾

な

こ

さ

を

す

る

な

よ

。

計

は

e-
ん

な

事

に

は

拙

い

よ

o

若

し

も

彼

等

ご

思

ふ

の

な

ら

何

故

に

紛

失

事

件

を

知

ら

せ

花

の

だ

。

知

ら

せ

な

い

で

彼

等

の

奉

動

に

注

意

し

さ

へ

す

れ

ば

少

し

で

も

盛

っ

た

事

が

あ

れ

ば

す

ぐ

わ

か

る

警

で

は

な

い

か

o

事

を

大

き

く

し

て

し

ま

へ

ば

さ

っ

ぱ

り

心

理

的

捜

査

が

出

来

な

い

ば

か

h

T

な

く

善

人

に

こ

ご

さ

ら

悪

い

智

恵

さ

度

胸

を

奥

へ

る

や

う

な

結

果

に

な

る

で

は

な

い

か

o

い

つ

を

夜

業

で

も

命

じ

て

時

折

皮

肉

で

も

云

っ

て

見

給

へ

あ

ん

な

善

人

の

出

来

心

位

誰

に

だ

っ

て

容

易

に

看

破

出

来

る

こ

さ

ぢ

ゃ

な

レ

の

か

ね

o

彼

等

の

仕

業

と

す

る

な

ら

ば

動

機

ぜ

な

る

も

の

は

よ

く

/

¥

困

る

事

が

あ

っ

た

か

ら

さ

し

か

思

は

れ

な

い

よ

o

彼

等

は

計

剖

的

に

犯

行

す

る

耗

の

悪

人

さ

は

思

は

れ

ぬ

か

ら

ね

」

「

君

の

設

も

一

理

あ

る

が

ね

、

僕

は

御

承

知

の

遁

り

の

気

一

知

だ

か

ら

例

の

如

〈

一

皐

に

解

決

し

ゃ

う

ざ

し

た

も

の

Y

。

所

が

遺

頃

乍

ら

僕

の

心

理

捜

査

は

落

第

で

、

何

響

欄

ひ

ど

こ

み

な

〈

彼

等

を

疑

っ

た

こ

さ

を

後

悔

し

て

ゐ

る

の

で

、

無

か

っ

た

も

の

を

有

っ

た

ざ

す

れ

ば

済

む

誇

な

の

だ

か

ら

向

分

の

置

忠

ざ

し

て

解

決

す

る

こ

さ

に

腹

を

き

め

た

所

だ

よ

」

「

そ

う

だ

ね

人

を

疑

ふ

ど

い

ふ

事

は

貨

に

容

易

な

ら

ん

罪

悪

だ

か

ら

、

僕

も

君

の

意

を

博

へ

彼

等

を

喜

ば

す

事

に

し

ゃ

う

か

ね

」

「

よ

ろ

し

く

た

の

む

よ

」

「

よ

ろ

し

い

。

だ

が

不

可

思

議

は

依

然

不

可

思

議

ざ

し

て

獲

る

誇

な

ん

だ

が

、
J

ご

う

し

た

の

だ

ろ

う

な

o

ま

あ

蹄

色

う

か

.

わ

り

や

失

敬

」

そ

の

後

幾

何

も

な

く

し

て

花

は

湯

浅

ど

そ

の

忠

官

な

る

使

用

人

の

心

か

ら

な

る

歓

喜

の

鮮

を

潜

ぴ

て

何

等

の

疑

心

何

等

の

不

安

な

〈

貰

に

快

よ

〈

蹄

路

に

つ

い

た

の

で

ゐ

る

o

(
叫

浅

に

端

を

接

し

た

本

件

は

逐

次

全

プ

ロ

ッ

ク

仁

波

及

す

る

不

幸

吉

な

b

、

遂

に

鳥

能

建

築

の

弱

貼

曝

露

さ

な

っ

て

局

ぞ

結

ぶ

の

で

ゐ

る

)



隅

回

東

京

市

の

収

興

計

霊

中

に

四

高

坪

の

隅

回

公

園

も

合

ま

れ

て

居

る

。

関

係

吏

員

の

中

に

は

或

は

そ

の

設

計

が

既

に

で

き

て

居

る

か

も

知

れ

ぬ

が

、

こ

L

に

そ

れ

に

つ

い

て

数

言

ぞ

費

し

た

い

o

固

よ

り

か

、

る

事

仁

つ

い

て

素

人

の

容

燥

を

許

さ

ぬ

の

が

専

門

家

ご

し

て

は

官

h

前

で

ゐ

h

叉

許

す

に

及

ば

ぬ

だ

り

の

確

か

な

意

見

が

専

門

家

に

あ

っ

て

欲

し

い

が

た

Y

心

配

に

た

へ

同

事

は

.

所

間

嘗

局

専

門

家

の

眼

識

で

あ

る

o

例

を

ひ

く

な

ら

ば

.

日

本

橋

で

あ

る

o

ゐ

れ

は

世

界

に

知

れ

渡

っ

た

東

海

道

五

十

三

次

の

終

結

で

ゐ

る

。

日

本

の

若

い

階

級

は

知

ら

ぬ

ざ

し

て

も

、

外

国

で

H

本

に

興

味

を

も

っ

て

居

る

者

は

誰

も

庚

重

の

五

十

三

次

で

な

じ

ん

で

居

る

日

本

橋

で

み

の

る

O

そ

れ

が

明

治

二

十

入

九

年

の

頃

丁

度

わ

が

闘

が

支

那

に

勝

。
つ

τ
民

接

的

自

覚

が

柳

か

・
叱

さ

さ

う

ご

し

て

居

る

時

に

破

壊

さ

れ

て

、

ま

づ

い

外

閣

の

橋

の

模

擬

品

に

か

わ

っ

花

。

そ

の

時

代

の

人

は

そ

れ

だ

り

西

洋

風

に

な

っ

た

さ

喜

ん

だ

ら

う

が

.

さ

仁

か

く

東

京

の

一

名

物

は

な

く

な

っ

た

o

そ

れ

が

震

災

で

い

た

ん

だ

の

で

、

直

き

ね

ば

な

ら

ぬ

'

」

ざ

￥

な

り

、

そ

れ

を

醤

の

日

本

橋

型

に

し

ゃ

う

炉

、

二

十

人

九

年

式

仁

し

ゃ

う

か

、

抑

も

全

く

新

型

に

し

ゃ

う

か

さ

議

論

中

で

ム

る

さ

の

記

事

が

新

聞

に

見

ね

た

。

こ

ん

な

事

は

少

し

日

本

ご

い

ふ

事

な

頭

ω
中

に

お

く

人

な

ら

ば

問

題

さ

な

ら

ぬ

は

今

で

ゐ

る

が

、

そ

れ

F悶

公

国

悶

公

園

武

戴

高

等

串

校

数

授

J

川

ド

本

良

が

議

論

中

で

ゐ

る

撲

な

専

門

家

で

あ

る

か

ら

‘

間

回

会

闘

に

つ

い

て

も

専

門

家

の

態

度

は

倹

り

安

心

の

で

き

る

も

の

さ

は

限

れ

な

い

o

序

で

r

か

ら

つ

り

加

へ

る

が

、

同

じ

五

十

三

次

の

出

盛

貼

た

る

京

都

の

三

保

大

橋

も

明

治

四

十

年

頃

に

改

築

の

案

が

で

た

。

し

か

し

時

の

大

森

知

事

は

断

乎

ざ

し

て

許

さ

や

J.
町

幅

を

庚

く

す

る

な

ら

ば

橋

幅

ぞ

庚

く

す

れ

ば

よ

い

o

別

に

新

た

に

型

を

用

ふ

る

じ

及

ば

ぬ

ご

い

ひ

は

っ

た

。

そ

の

お

か

げ

で

三

傑

大

橋

は

今

も

奮

態

を

存

し

.

そ

の

擬

賓

珠

に

は

昔

し

な

が

ら

の

奉

行

増

田

長

盛

の

名

が

刻

さ

れ

て

あ

る

o

東

京

の

日

本

橋

は

さ

じ

か

〈

一

度

は

な

く

な

っ

て

し

ま

っ

た

。

。

。

隅

回

公

閣

の

設

計

に

つ

い

v

て

は

ま

づ

向

島

に

注

意

し

た

い

o

向

島

ざ

い

へ

ば

棲

を

連

想

す

る

o

附

回

公

園

は

何

を

さ

し

お

レ

て

も

川

添

に

は

昔

か

ら

の

花

の

ア

1

チ

を

作

る

こ

さ

を

忘

れ

た

く

な

い

。

花

の

ア

1

チ

を

こ

は

す

者

は

煤

煙

だ

さ

い

は

れ

る

が

、

そ

れ

よ

b

も

寧

み

挨

で

あ

ら

う

。

挨

を

防

ぐ

た

め

の

用

意

は

向

島

じ

は

な

〈

て

は

な

ら

ぬ

。

通

り

の

幅

を

康

く

し

道

を

舗

嘆

し

.

車

の

通

行

を

禁

宇

る

、

こ

れ

だ

り

は

向

島

-

に

是

非

さ

も

必

要

で

あ

る

o

現

代

式

の

プ

Y

は

す

「

向

島

を

?

l

ニ

シ

グ

や

イ

1

プ

ニ

シ

グ

ド

タ

イ

プ

の

場

所

さ

し

ゃ

う

ざ

す

る

が

、

ド

ラ

イ

プ

の

場

所

は

別

仁

川

山

る

こ

さ

〉

し

、

向

島

は

賂

史

的

の

向

島

ご

し

、

で

四



隅

公

関

関

き

る

な

ら

ば

道

の

雨

側

の

照

明

含

も

燈

寵

風

じ

し

、

純

日

本

気

分

を

擦

は

し

た

い

。

棋

に

は

無

気

味

な

電

球

よ

ら

も

燈

能

形

の

方

が

よ

〈

う

つ

る

。

三

国

や

長

命

寺

‘

言

問

や

地

餅

は

時

代

に

新

奮

の

別

は

あ

っ

て

も

一

様

に

向

島

名

所

名

物

ざ

し

て

保

存

し

た

い

o

あ

の

寺

枇

の

建

築

は

庚

レ

舗

道

に

は

多

少

r

小

似

合

で

あ

る

が

.

な

る

ぺ

く

は

昔

の

形

仁

除

り

多

く

の

盤

改

を

加

へ

な

レ

で

お

き

た

い

。

買

に

あ

れ

等

を

そ

の

ま

〉

仁

保

、

得

る

所

に

向

島

の

本

質

が

あ

り

、

復

興

の

東

京

は

向

島

を

し

て

こ

れ

等

特

質

を

失

は

し

め

て

は

な

ι
ぬ

。

向

島

は

梅

若

塚

ま

で

績

か

せ

た

い

が

、

ぞ

れ

が

岡

高

坪

の

内

に

入

っ

て

居

る

か

ぎ

う

か

は

如

ら

ぬ

。

梅

若

塚

の

附

、近

に

は

水

刊

の

森

が

面

影

に

り

残

っ

て

居

る

が

、

問

よ

り

森

ら

し

レ

気

分

は

起

き

な

い

程

度

ご

な

っ

た

。

白

墨

に

紡

績

工

場

が

で

き

た

の

は

、

隅

田

川

の

景

色

か

ら

見

て

い

か

に

も

残

念

に

た

へ

ぬ

が

、

あ

れ

を

下

か

ら

見

え

泊

や

う

に

川

仁

そ

。
o

c

o

う

て

大

き

な

森

を

造

り

た

い

。

大

き

な

森

は

十

年

や

一

一
十

年

で

は

で

き

な

い

が

、

別

仁

念

ぐ

仁

は

及

ぼ

な

レ

。

か

〉

る

場

合

に

は

設

計

者

は

鼎

来

を

目

的

に

し

て

ほ

し

い

、

こ

の

森

は

そ

の

で

き

方

に

よ

っ

て

は

賞

に

全

公

園

の

生

命

さ

も

な

る

べ

き

も

め

で

あ

る

o

別

に

常

緑

樹

の

み

で

な

〈

て

も

よ

い

。

向

側

か

ら

見

て

も

下

流

か

ら

見

て

も

穆

卦

さ

川

に

臨

み

そ

し

て

背

を

抑

へ

る

の

は

全

景

に

深

み

守

奥

へ

る

の

に

極

め

て

有

効

で

あ

る

。

そ

の

森

が

願

く

ば

向

島

小

棲

道

を

横

ぎ

っ

て

白

花

悶

ま

で

も

績

い

て

ほ

し

い

。

水

が

到

所

に

あ

っ

て

も

、

そ

れ

に

影

さ

す

森

の

な

レ

の

が

東

京

を

露

骨

な

都

市

た

ら

し

め

る

一

の

原

因

で

あ

る

o

幾

削

の

洪

水

大

火

の

結

果

で

は

あ

ら

う

が

、

も

は

や

洪

水

の

恐

れ

も

な

く

な

り

‘

大

火

に

向

島

が

や

り

る

こ

ど

も

な

く

な

ら

う

か

ら

、

せ

め

て

は

こ

、

r
り

で

も

他

仁

見

ム

れ

泊

深

み

を

森

に

よ

っ

て

奥

へ

た

レ

。
0

0

っ

た

Y

L
今

ω
向

島

は

買

は

恐

園

と

ν
ふ

よ

り

は

蓮

搬

通

路

で

あ

る

o

四

四

そ

の

用

を

接

す

る

た

め

の

車

道

は

棲

道

の

東

側

の

地

下

路

に

よ

ち

た

い

し

か

し

そ

れ

ぞ

金

〈

の

地

下

道

と

す

る

の

に

は

種

々

の

困

難

が

あ

る

か

0

 

ら

、

大

躍

に

於

て

谷

の

形

ご

し

そ

の

底

を

荷

車

や

貨

物

自

動

車

が

通

る

こ

ど

、

通

し

た

い

。

一

直

線

の

谷

の

雨

洋

を

い

か

に

し

て

美

化

す

ぺ

き

か

。

こ

〉

に

設

計

上

多

大

の

意

匠

が

い

る

。

0

0

 

車

路

の

東

方

仁

所

謂

人

車

(

自

動

車

」

道

を

設

り

て

も

よ

い

。

こ

れ

は

道

路

さ

ν
ふ

よ

り

は

車

遊

路

で

あ

る

か

ら

・

遣

を

南

側

の

景

色

に

遁

臆

せ

し

め

て

よ

か

ら

う

。

必

令

し

も

車

を

主

さ

す

る

に

は

及

ぶ

ま

い
。

会

慢

の

景

色

に

つ

い

て

は

種

々

の

意

匠

も

ゐ

ら

う

三

思

ふ

が

、

近

ぬ

・

去

閣

さ

し

い

へ

ば

す

ヤ

に

外

国

の

恐

闘

風

に

す

る

こ

ご

に

き

ま

っ

て

居

る

や

う

で

あ

る

。

外

国

の

る

園

風

に

も

よ

い

t

所

も

あ

る

が

.

し

か

し

庚

い

東

京

に

一

つ

や

二

つ

は

純

日

本

式

ω
意

匠

に

基

い

た

林

泉

式

趣

味

を

合

ん

だ

恐

閣

が

ゐ

つ

で

も

よ

い

v

。

昔

し

は

東

京

に

も

十

数

個

の

庭

閣

が

あ

っ

た

ら

し

い

が

↓

今

は

大

抵

そ

の

跡

形

も

な

〈

な

b

、

大

鰻

を

初

御

す

る

こ

ご

も

で

き

ぬ

。

赤

阪

御

所

の

御

庭

は

貴

い

が

、

衆

鹿

の

λ

る

の

を

御

許

し

に

は

な

ら

ぬ

。

芝

公

閣

は

全

〈

ゐ

れ

て

し

ま

っ

た

。

東

京

人

に

日

本

の

林

投

ご

い

ふ

も

の

、

レ

か

な

る

も

の

で

る

る

か

を

輪

廓

の

み

で

も

知

ら

ぜ

る

の

も

必

要

だ

さ

恩

ふ

。

尤

も

四

寓

押

を

、

し

か

も

自

動

車

道

ま

で

あ

る

も

の

を

、

全

く

の

林

泉

式

に

す

る

に

は

非

常

な

天

才

ざ

金

ざ

を

要

し

、

現

代

仁

於

て

は

望

み

難

ν

こ

さ

か

も

知

れ

ぬ

が

、

趣

味

の

基

礎

を

そ

れ

じ

お

く

・

』

ぜ

」

r
り

は

必

令

し

も

耐

難

で

は

あ

る

ま

いγ

。

京

都

の

小

川

氏

は

今

向

健

在

か

ざ

う

か

を

知

ら

ぬ

が

、

氏

を

し

て

そ

の

一

部

を

楯

嘗

せ

し

め

る

の

も

面

白

か

ら

う

o

氏

は

池

の

坊

の

生

花

者

さ

一

般

で

あ

る

。

定

つ

柁

型

を

そ

の

ま

冶

使

ふ

専

門

家

で

あ

る

。

東

山

の

去

聞

は

必

や

し

も

氏

の

忽

春

営

増

す

も

の

さ

は

い

は

れ

ぬ

か

色

し

れ

今

殊

仁

贋

浜

製

遁

な

武

織

野

の

由

・

に

、

山

も

ゐ

り

森

も

あ

る

林

泉

を

い

か



に

し

て

趨

肱

せ

し

む

べ

き

か

は

氏

に

ご

つ

て

は

好

開

閉

で

あ

ム

う

o

小

川

氏

が

も

し

難

し

な

り

れ

ば

杉

本

氏

な

ど

」

も

レ

か

い

で

あ

ム

う

か

。

戸

野

氏

に

隻

眼

が

あ

る

な

ら

ば

右

爾

氏

の

意

匠

γ

通

臆

し

た

様

に

他

の

部

分

を

設

計

す

る

仁

は

適

嘗

で

あ

ら

'

ウ

O

氏

の

製

島

閣

は

そ

れ

自

身

ご

し

て

は

成

功

で

あ

る

が

.

地

跡

の

奮

観

を

設

ー

し

た

の

は

い

か

い

な

も

の

か

。

小

川

氏

が

林

扶

を

設

計

し

た

そ

れ

に

趨

臆

す

る

様

に

他

の

部

を

設

計

す

る

の

は

庭

園

設

計

家

ど

し

て

は

非

常

じ

面

白

い

v

問

題

さ

思

ふ

。

日

本

風

林

泉

は

深

み

を

典

へ

、

西

洋

風

の

は

一

般

に

庚

み

を

興

へ

る

か

芭

思

ふ

。

東

京

は

自

然

に

康

み

に

富

ん

で

居

る

o

深

み

|

|

従

っ

て

曾

さ

は

そ

の

畝

乏

す

る

所

で

あ

る

o

隅

田

沢

公

園

は

是

非

深

み

さ

倉

き

さ

を

東

京

人

に

数

へ

る

も

の

で

あ

っ

て

ほ

し

い

。

銀

座

過

ち

を

ア

メ

y

カ

都

市

の

安

飲

食

庖

町

ご

す

る

の

を

「

文

化

的

』

さ

考

へ

る

如

き

安

債

な

意

K

門

家

を

し

て

開

国

益

固

に

手

を

ふ

れ

し

め

た

く

な

い

。

し

か

し

公

園

ざ

し

て

は

喫

茶

応

は

是

非

は

し

レ

O

ぞ

れ

も

大

慌

の

設

計

を

市

で

定

め

る

こ

さ

、

ぶ

し

た

い

o

底

は

悶

よ

り

外

形

仁

於

て

は

林

泉

式

る

闘

に

、

そ

し

て

内

部

じ

於

て

は

椅

子

式

喫

茶

庖

仁

通

牒

す

る

様

に

し

た

い

o

こ

れ

は

ま

r
除

b

多

く

試

み

ら

れ

て

は

居

な

い

が

.

固

よ

b

m

公

国

そ

の

物

の

設

計

程

困

難

で

は

あ

る

ま

い

。

私

は

ρ

ド

ス

ン

河

昨

の

限;

，、ー‘
t 、

l';_i1 

国

ぺ

町

F

毛

ン

ト

旗

亭

で

名

月

の

晩

を

過

し

た

o

米

国

に

於

て

は

固

よ

り

現

代

式

で

は

な

い

が

.

ね

が

描

〈

隅

回

公

闘

に

は

あ

ん

な

気

持

の

設

計

が

よ

く

は

ま

b

は

す

ま

い

か

ど

思

ふ

。

運

動

場

を

設

り

た

り

‘

て

か

て

か

し

い

u

花

摘

を

作

る

な

ぜ

は

な

〈

も

が

な

で

ゐ

る

o

運

動

場

ご

る

園

さ

は

私

の

頭

に

は

r
'フ

も

相

関

和

で

き

ぬ

o

大

都

の

恐

闘

を

設

計

す

る

の

に

は

寒

村

の

荒

物

屋

を

計

量

す

る

さ

は

少

し

迅

っ

た

考

を

も

っ

・

』

ご

が

望

ま

し

レ

。

花

塙

式

は

日

比

谷

で

諜

山

で

ゐ

る

。

明

治

紳

宮

の

境

内

は

軍

調

に

す

ぎ

る

。

公

園

に

は

も

っ

さ

極

き

:

!

し

か

も

深

ν
越

さ

が

ほ

し

、
。

益

闘

に

一菅

襲

堂

を

た

て

〉

趣

味

の

致

養

を

な

す

の

も

閏

よ

り

よ

い

V

が

そ

れ

よ

h

は

設

国

そ

の

物

の

設

計

じ

よ

っ

て

趣

味

i

l
深

み

を

市

民

に

敬

養

し

だ

い

。

ざ

こ

を

見

て

も

深

み

即

ち

具

の

隼

さ

の

戚

じ

の

な

い

東

京

を

以

て

永

遠

に

帝

園

文

化

の

中

心

鮎

さ

な

す

の

は

、

帝

国

の

た

め

に

も

民

族

の

購

求

の

た

め

に

極

め

て

危

険

で

ゐ

る

。

東

京

ω
復

興

を

、

た

し

V

市

匝

.

改

正

.

家

屋

ω
改

築

の

意

仁

解

せ

す

・

東

京

を

し

て

帝

国

の

中

心

た

る

異

の

意

義

に

舞

醍

す

る

意

義

に

解

し

、

せ

め

て

は

隅

旧

公

閤

r
り

で

も

そ

の

色

を

帯

び

し

め

た

い

i

。

四

五



日

本

田

学

生

寄

宿

舎

四

"、

巴

里

K

出

来

る

城

閣

の

や

う

な

日

本

等

生

寄

宿

舎

日

本

宮

公

牒

摩

治

兵

衛

氏

息

治

郎

入

氏

か

ら

の

三

百

五

十

高

フ

ラ

ン

の

寄

附

で

.

ρ

?

大

串

町

に

起

工

の

事

ざ

な

っ

た

日

本

串

生

寄

宿

舎

は

過

日

李

王

殿

下

の

御

来

臨

を

仰

ν

で

定

礎

式

守

皐

げ

た

、

建

築

は

日

本

的

誠

の

様

式

を

さ

b

明

年

末

完

成

の

諌

定

で

あ

る

。

:

:

:

。

:

・

右

の

報

じ

つ

い

て

薩

摩

治

郎

八

氏

の

厳

父

治

兵

衛

氏

リ

代

々

木

初

牽

の

別

邸

に

て

語

る

「

設

計

園

は

一

切

向

ふ

の

大

皐

の

財

園

側

へ

ま

か

せ

て

あ

る

の

で

詳

し

い

事

は

分

り

ま

せ

ん

‘

外

観

は

日

本

風

の

城

の

や

う

な

様

式

の

や

う

で

す

が

、

内

部

は

全

然

洋

式

の

や

う

で

す

か

ら

や

は

h

木

材

な

f

は

使

は

す

餓

筋

コ

ン

ク

リ
ノ

l

ト

だ

ら

う

さ

忠

ひ

ま

す

名

前

は

薩

摩

M

H

館

さ

な

る

や

う

で

す

。

」

-

j

o

-

-

:

 

な

は

場

所

は

バ

リ

郊

外

ω
大

皐

町

で

、

建

物

は

七

階

建

に

地

下

室

を

加

へ

六

十

室

、

そ

の

康

問

・

講

堂

.

聞

書

室

等

に

は

パ

リ

ノ

に

居

る

勝

田

嗣

治

苗

伯

の

壁

掛

が

飾

ら

れ

る

事

に

な

っ

て

居

る

。



雨

戸

繰

っ

て

主

に

驚

く

朝

臆

起

歳

末

瓢

宮署

編

輯

の

方

か

ら

何

か

書

レ

て

呉

れ

さ

云

ム

お

話

が

め

っ

て

、

書

き

ま

せ

う

さ

お

返

事

を

し

て

か

ら

、

も

う

竿

年

以

上

に

も

な

る

さ

思

ふ

が

、

何

分

商

貰

が

閑

な

の

で

、

却

て

自

分

の

気

持

が

落

付

か

子

、

某

の

後

段

々

さ

遅

れ

勝

に

な

っ

て

居

花

、

所

が

先

月

の

竿

ば

頃

、

で

は

蓮

記

者

を

遺

る

か

ら

、

何

か

話

し

て

呉

れ

さ

云

ム

こ

さ

で

あ

っ

た

、

考

へ

て

見

る

さ

、

今

月

は

も

う

今

年

の

終

で

ゐ

っ

て

、

今

年

の

約

束

を

来

年

に

持

越

す

三

云

ふ

の

も

厭

だ

か

ら

、

兎

に

角

来

て

戴

く

こ

さ

に

し

た

の

で

ゐ

る

が

、

今

述

べ

党

や

う

な

事

情

で

、

ぜ

う

に

も

樋

っ

た

話

金

す

る

暇

は

無

い

、

マ

ア

思

ひ

出

づ

る

僅

じ

話

し

積

り

る

こ

さ

に

す

る

。

設

計

ご

請

貫

の

乗

業

歳

十

設

計

ご

請

負

さ

を

兼

ね

る

こ

さ

の

良

否

に

付

て

は

随

分

多

年

各

方

面

思

*  
没

話

没

話

十

題

曾

横

勉

演

貝

か

ら

議

論

が

ゐ

っ

た

'

二

」

で

ゐ

る

が

、

此

の

事

柄

は

大

鶴

二

方

面

の

見

方

が

あ

る

ぎ

思

ム

.

即

ち

設

計

業

ご

請

負

業

γ

粂

ね

る

ご

云

ふ

こ

さ

が

一

つ

、

請

質

業

が

設

計

業

を

粂

ね

る

ご

云

ふ

ニ

さ

が

一

つ

、

物

が

同

じ

で

、

結

局

見

方

の

相

違

か

も

知

れ

ぬ

、

そ

こ

で

私

は

此

の

二

つ

の

見

方

に

区

分

し

て

遁

ぺ

て

見

ゃ

う

さ

思

ふ

。

先

づ

設

計

業

者

が

請

貨

業

を

兼

ね

る

ご

云

ふ

こ

さ

は

従

来

一

般

の

人

が

否

定

し

て

居

る

こ

さ

で

あ

る

が

、

自

分

の

考

ご

し

て

は

、

結

局

は

人

の

問

題

で

は

ゐ

る

が

、

寧

ろ

此

の

方

が

理

想

的

な

も

の

ぢ

ゃ

な

い

か

ご

考

へ

る

、

設

計

者

が

考

へ

出

し

た

デ

ザ

イ

ン

を

直

接

自

分

の

手

に

依

て

賞

現

す

る

こ

さ

蒋

理

想

的

な

こ

さ

は

な

い

で

は

な

い

か

.

そ

れ

は

同

時

に

設

計

者

が

荷

貨

を

施

行

す

る

だ

げ

の

資

金

ご

手

胞

が

あ

っ

て

、

所

謂

三

拍

子

揃

っ

た

な

ら

ば

‘

決

し

て

悪

い

二

と

で

は

な

t

.

何

蕗

か

ら

見

て

も

‘

可

い

こ

ご

r
ざ

忠

ふ

.

無

論

此

の

場

合

利

盆

本

位

じ

考

へ

て

は

弊

害

が

あ

る

か

も

知

れ

な

い

、

而

も

此

の

誤

解

は

請

負

業

さ

云

ふ

も

の

四

七



言忌

来

題

没

話宇

十

は

何

で

も

利

益

本

位

に

や

る

も

の

だ

さ

考

る

所

か

ら

起

っ

て

来

る

・

』

ど

で

め

っ

て

、

本

来

の

職

業

協

分

か

ら

考

へ

る

な

ら

ば

.

決

し

1

矛

盾

は

な

レ

こ

さ

L

考

へ

る

。

次

に

詩

貸

業

者

が

設

計

業

ケ

粂

ぬ

る

場

合

を

考

へ

て

見

る

さ

、

花

は

之

を

三

段

に

考

へ

た

い

‘

第

一

段

に

は

.

請

貸

業

者

某

の

者

が

自

か

ら

建

築

を

設

計

す

る

能

力

を

十

分

に

有

っ

た

場

合

併

日

考

へ

る

な

ら

ば

、

是

は

前

に

遁

ぐ

た

設

計

者

が

詩

負

官

兼

ぬ

る

場

合

ご

全

然

同

質

の

も

の

で

あ

っ

て

‘

唯

其

の

も

の

を

裏

さ

表

か

ら

見

た

差

異

に

過

ぎ

な

い

、

結

出

棋

は

全

然

同

様

な

も

の

さ

思

は

れ

る

|

|

第

二

段

に

‘

講

貨

業

者

が

其

の

使

用

人

ご

し

て

設

計

者

ぞ

雇

っ

て

設

計

4

ゲ
云

J

る

鳩

合

を

考

へ

る

の

に

、

此

の

場

合

に

は

二

つ

に

分

れ

る

の

で

ゐ

る

が

、

請

質

業

者

が

其

の

設

計

者

を

倉

重

し

て

.

設

計

者

の

設

計

す

る

偉

に

忠

賞

に

施

工

す

る

な

ら

ば

是

は

雨

方

鎗

ね

た

所

で

、

決

し

て

悪

い

結

果

さ

な

る

べ

き

も

の

で

は

な

い

さ

思

ふ

|

|

第

三

段

に

は

請

負

業

者

が

設

計

者

を

雇

ひ

、

唯

自

分

の

仕

事

の

利

盆

ざ

云

ふ

こ

さ

ば

か

り

を

臨

目

に

し

て

，

某

の

設

計

者

を

奴

隷

の

如

く

、

牛

馬

の

加

〈

、

こ

き

使

ふ

な

ら

ば

、

き

う

云

ム

場

合

の

兼

業

は

絶

劃

に

否

認

し

な

り

れ

ば

な

ら

な

い

.

是

は

忍

の

全

然

採

ら

ぬ

所

で

あ

る

、

今

日

ま

で

此

の

兼

業

の

良

否

を

議

論

し

て

居

る

人

は

、

多

く

唯

今

云

ふ

所

の

第

三

段

凶

貼

ば

か

り

を

考

へ

て

議

論

し

て

居

る

や

う

で

あ

る

‘

従

て

統

一

的

蹄

結

を

見

な

い

や

う

な

，

』

ご

に

な

っ

て

居

る

が

.

要

す

る

に

議

論

は

賓

子

ど

在

生

児

さ

の

法

律

論

乞

や

っ

て

居

る

や

う

な

も

の

で

、

何

れ

じ

し

ー

も

生

れ

た

子

供

が

生

育

し

て

、

立

振

な

人

閉

ざ

な

る

な

ら

ば

a

形

式

は

r
う

で

も

可

い

ぢ

ゃ

な

い

か

そ

れ

は

国

家

枇

曾

の

持

じ

何

等

差

障

り

ω
な

い

こ

ご

h

自

分

は

忠

ふ

も

り

h

一

人

で

ゐ

る

士 官〕・

liI' l  

貢

σ〉

主 tr.

踏む

号予

四

八

近

来

請

負

の

競

宰

の

激

烈

に

な

っ

た

・

』

ご

は

自

分

が

建

築

家

ざ

し

て

痛

嘆

も

し

、

叉

如

何

に

か

し

な

り

れ

ば

な

ら

な

い

さ

誰

も

考

へ

て

居

る

問

題

さ

思

ふ

、

一

面

か

ら

考

へ

て

、

是

は

必

守

し

も

注

文

者

に

利

盆

な

ε
ば

か

b

考

へ

る

こ

ご

は

出

来

な

い

、

今

日

の

や

う

な

獄

態

で

競

事

は

何

時

ま

で

績

く

も

り

で

ゐ

ら

う

か

、

叉

績

げ

て

可

し

い

も

の

で

ゐ

ら

う

か

、

般

に

績

り

て

可

し

く

な

い

も

の

さ

な

る

な

ら

ば

、

持

来

如

何

に

し

な

け

れ

ば

な

ら

向

か

、

此

ω
問

題

を

考

へ

な

く

ち

ゃ

な

る

ま

い

、

無

論

請

負

さ

云

ふ

も

の

は

自

由

競

宇

で

、

お

互

の

商

略

的

見

地

か

ら

競

争

す

る

の

で

ゐ

る

か

ら

.

他

か

ら

容

燥

す

る

必

要

は

な

い

ご

云

ふ

か

も

知

れ

な

い

、

併

し

自

分

ご

し

て

は

時

が

解

決

す

る

も

の

だ

さ

考

へ

る

、

而

し

て

其

ω
時

を

成

ぺ

〈

速

〈

見

切

を

付

げ

る

こ

ど

は

、

そ

れ

だ

り

請

負

業

界

ば

か

り

で

は

な

〈

、

我

建

築

界

り

謁

に

稗

盆

す

る

所

が

甚

大

だ

ご

考

へ

る

尤

も

理

窟

で

は

さ

う

云

ふ

が

、

赴

曾

が

理

窟

ば

か

b

で

逼

ら

な

い

二

」

云

ふ

ニ

さ

は

‘

現

じ

日

英

米

の

お

歴

々

の

集

っ

た

軍

縮

曾

議

の

結

果

で

も

分

る

こ

さ

で

あ

る

さ

云

は

れ

る

方

が

ゐ

る

か

も

知

れ

な

い

、

併

し

理

窟

は

理

窟

ご

し

て

一

週

b

言

っ

て

見

な

げ

れ

ば

な

ら

な

い

の

は

.

自

分

の

性

分

で

あ

る

.

そ

こ

で

自

分

の

考

ご

し

て

は

徒

に

競

宇

の

最

低

額

に

落

す

ご

云

ふ

・

』

ご

で

な

し

に

.

設

計

者

が

定

め

た

漁

算

に

最

も

近

い

も

の

に

注

文

者

が

詩

貨

ぜ

命

令

'

る

ご

云

ふ

こ

ご

に

す

る

よ

h

今

で

は

途

が

無

い

.

そ

こ

で

き

う

な

る

の

に

は

、

建

築

設

計

者

自

慢

は

注

文

者

其

の

も

の

に

劃

し

て

、

そ

れ

だ

り

の

威

力

'e
振

ふ

だ

り

の

樵

威

を

持

た

な

げ

れ

ば

な

ら

な

い

‘

果

し

て

今

日

の

設

計

者

は

そ

れ

だ

り

の

櫨

威

を

持

つ

〔

居

る

か

.

ざ

う

が

.

是

は

お

互

に

三

省

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

問

題

だ

さ

思

ふ

、

問

題

の

解

決

は

要

す

る

に

其

虞

に

ゐ

る

誇

で

あ

る

。

三

一

日

ミ

十

五

日

の

休

業

従

来

の

慣

習

ざ

し

て

建

築

業

者

は

朔

日

ざ

十

五

H

的

二

日

を

休

ん

で



居

る

、

是

は

色

々

な

事

情

、

殊

に

建

築

業

は

屋

外

工

業

で

ゐ

る

か

ら

.

毎

日

曜

日

休

む

さ

云

ふ

や

う

な

・

』

さ

に

は

質

際

行

か

な

い

か

も

知

れ

な

い

し

.

二

目

的

休

む

の

は

泊

嘗

か

も

知

れ

な

い

.

併

し

朔

同

ざ

十

五

日

休

む

さ

云

ふ

慣

習

は

明

治

以

前

か

ム

起

っ

て

居

っ

た

こ

さ

〉

忠

ふ

が

、

明

治

は

大

正

ど

な

り

昭

和

ぜ

な

っ

た

今

臼

最

早

枇

曾

の

事

情

は

朔

H

十

五

日

ざ

云

ふ

こ

さ

は

寧

乃

不

便

ぢ

ゃ

な

い

か

.

是

は

事

柄

ご

し

て

は

極

〈

些

細

な

問

題

で

は

あ

る

が

、

何

ご

か

月

の

第

一

日

曜

ど

第

三

日

曜

ざ

休

む

ご

云

ふ

や

う

な

こ

さ

に

一

般

的

に

鍾

へ

て

貰

υ
た

レ

f

思

ふ

、

是

は

一

部

の

建

築

業

者

は

既

に

貫

施

し

て

居

ら

れ

る

や

う

で

ゐ

る

o

四

建

築

機

械

曾

祉

の

設

立

親

近

高

層

建

築

の

や

う

な

も

の

が

段

々

多

〈

立

つ

や

う

に

な

っ

て

、

建

築

の

作

業

壊

に

色

々

な

機

械

設

備

を

要

す

る

や

う

に

な

っ

て

戒

に

、

従

て

請

負

業

者

ざ

し

て

は

某

ゆ

諸

機

械

ω
設

備

に

随

分

多

大

な

資

本

を

i

固

定

さ

せ

な

り

れ

ば

な

ら

な

い

や

う

に

な

っ

て

来

た

・

是

は

建

築

後

遺

の

上

か

ら

止

む

を

得

な

い

趨

勢

で

ゐ

る

が

、

是

が

震

に

大

き

い

建

築

は

♂

ご

う

し

て

も

大

資

本

の

需

質

業

者

で

な

り

ば

施

工

し

得

な

い

ご

云

ふ

結

果

に

な

っ

て

来

た

、

言

葉

信

換

へ

て

言

へ

ば

.

大

建

築

の

請

貨

は

大

資

本

を

擁

す

る

詩

貸

業

者

に

躍

断

さ

れ

る

傾

向

に

な

っ

て

来

た

.

従

τ
相

官

の

技

傭

が

ゐ

b

.

人

格

が

立

振

な

請

貨

業

者

で

も

資

本

の

乏

し

い

が

震

に

、

大

建

築

を

請

貨

ふ

こ

ご

が

出

来

な

い

結

果

に

な

り

つ

〉

あ

る

、

そ

こ

で

在

は

こ

〉

に

建

築

機

械

曾

祉

の

や

う

な

も

の

を

搭

ね

、

其

蕗

に

於

て

総

て

の

建

築

に

要

す

る

高

級

な

機

械

を

賃

貸

す

る

・

』

ざ

に

し

た

ら

ぜ

う

か

さ

思

ム

、

さ

う

す

れ

ば

高

級

な

建

築

も

比

較

的

低

廉

な

債

格

で

短

期

間

に

出

俊

上

る

結

果

に

な

b

、

一

方

か

ら

云

へ

ば

‘

個

々

濁

立

し

τ
、

無

理

や

h

に

そ

れ

だ

り

の

設

備

を

す

る

ご

云

ム

e

』

ご

は

、

徒

に

多

歳

設

題

話

十

末

大

の

資

本

を

同

定

会

せ

‘

建

物

其

の

も

の

を

高

債

な

も

の

に

す

る

結

果

に

な

る

、

尤

も

班

米

利

加

の

や

う

に

百

高

国

以

上

の

工

事

が

ぎ

し

f

k

行

は

れ

る

さ

云

ふ

な

ら

ば

可

し

い

が

.

年

々

新

設

さ

る

冶

日

本

の

大

建

築

物

は

何

十

簡

所

位

の

も

の

で

、

其

の

鵡

に

高

級

な

機

械

を

疲

か

し

て

置

く

や

う

な

結

川

市

に

な

る

さ

云

ふ

こ

ど

は

事

業

家

の

採

ら

な

い

所

で

ゐ

る

さ

思

ム

、

そ

こ

で

此

の

機

械

曾

枇

で

機

械

を

用

意

し

て

置

い

て

、

逐

失

数

の

少

い

現

場

に

持

廻

っ

た

な

ら

ば

.

日

本

の

現

在

ω
事

情

か

ら

見

て

、

最

も

利

擁

な

結

果

を

得

ら

れ

る

の

ぢ

ゃ

な

い

か

さ

忠

ふ

。

五

建

築

材

料

の

規

格

統

一

材

料

の

規

格

を

統

一

し

ゃ

う

ご

云

ふ

e

』

さ

は

‘

是

も

久

し

レ

以

前

か

ら

議

論

の

あ

る

こ

さ

で

.

今

日

は

特

に

其

ω
貫

行

の

時

期

に

入

い

っ

て

居

る

さ

考

へ

る

の

は

、

単

に

花

ば

か

b

で

な

〈

.

大

方

の

諸

君

も

同

様

で

ゐ

ら

う

さ

思

ふ

‘

併

し

今

日

は

未

r
其

の

賓

績

は

皐

っ

て

居

ら

ぬ

ゃ

う

で

ゐ

る

、

而

も

今

日

は

不

景

気

で

、

総

て

の

事

業

.

総

て

の

材

料

の

運

用

が

緩

漫

で

あ

る

か

ら

、

規

格

統

一

の

設

備

を

す

る

だ

り

の

徐

裕

ゐ

る

時

機

だ

さ

考

へ

る

.

例

へ

ば

木

材

工

場

の

如

き

も

近

頃

は

随

分

間

な

ゃ

う

で

ゐ

る

か

ら

、

此

の

際

規

格

を

統

一

し

て

.

次

に

来

た

る

旺

盛

期

の

準

備

に

取

掛

か

る

こ

さ

が

最

も

時

宜

に

通

し

.

叉

其

の

準

備

を

す

る

だ

り

の

除

裕

ゐ

る

時

機

r

f
」

思

ふ

，

此

の

機

舎

を

外

し

て

は

、

恐

ら

く

舟

来

永

く

好

機

を

逸

し

て

し

ま

ふ

や

う

な

結

巣

に

な

り

は

せ

ぬ

か

、

自

分

は

既

に

議

論

ω
過

ぎ

て

居

る

こ

さ

で

あ

る

か

ら

‘

賞

行

に

入

る

最

も

適

切

な

時

期

ご

し

て

今

日

を

母

げ

た

い

の

で

ゐ

る

。

....L. 

ノ、

建

築

高

の

最

的

限

度

堂

ピ

Y

の

九

階

か

ら

既

じ

出

来

上

っ

た

二

十

四

間

道

路

を

見

渡

し

て

四

九



歳

末

漫

'苦

十

鑑

自

分

の

熟

々

戚

今

る

こ

さ

の

一

つ

は

.

南

側

に

立

列

ん

で

居

る

建

物

の

如

何

に

も

不

揃

ひ

で

あ

る

三

宮

ふ

こ

さ

で

あ

る

、

都

市

の

美

観

ご

云

ふ

こ

芭

は

道

路

の

幅

が

庚

く

な

っ

た

さ

云

ふ

r
り

で

解

決

が

出

来

る

も

の

ぢ

ゃ

な

い

‘

寧

ろ

其

の

道

に

沿

ふ

て

立

っ

て

居

る

建

物

を

考

慮

せ

な

く

ち

ゃ

な

ら

ぬ

、

そ

こ

で

花

は

先

づ

建

物

の

高

さ

の

程

度

を

限

定

し

て

は

ず

う

か

さ

思

ふ

、

此

の

事

は

屡

々

議

論

も

さ

れ

、

理

窟

ざ

し

て

は

問

よ

h

誰

も

彼

も

何

も

承

知

の

こ

さ

で

あ

る

、

併

し

賞

行

の

伴

は

な

い

議

論

で

は

仕

方

が

無

い

、

今

大

江

橋

か

ら

梅

田

に

至

る

二

十

四

間

道

路

の

現

況

を

見

て

、

大

江

橋

以

南

御

堂

筋

の

婚

来

を

考

へ

る

時

に

は

、

此

の

高

の

最

低

限

度

を

定

め

な

り

れ

ば

な

ら

な

い

さ

云

ふ

こ

さ

が

痛

切

に

戚

じ

ら

れ

る

・

叉

此

の

際

高

の

最

低

限

度

を

嘗

局

が

定

め

ら

れ

る

さ

云

ふ

こ

ぜ

は

、

一

般

市

民

に

劃

し

て

最

も

忠

質

な

事

柄

で

あ

っ

て

、

而

も

今

は

其

の

最

も

遁

切

な

時

期

で

は

な

い

か

さ

思

ふ

、

是

は

自

分

等

建

築

家

の

手

前

味

噌

を

列

ぺ

る

も

の

さ

誤

解

さ

れ

て

は

悶

る

、

識

者

は

冷

静

に

考

へ

て

戴

き

た

い

。

七

大

阪

騨

大

肢

の

玄

刷

で

ゐ

る

大

阪

騨

は

来

年

か

ら

改

築

に

掛

か

る

さ

う

で

ゐ

っ

て

、

何

年

か

の

後

に

は

是

が

出

来

上

る

で

あ

ら

う

、

蓋

し

日

本

一

の

乗

降

客

の

多

い

所

だ

か

ら

、

立

振

な

安

闘

が

出

来

上

り

、

績

ν

て

道

路

三

宮

ふ

廊

下

も

出

来

る

こ

さ

h

期

待

し

て

居

る

、

併

し

玄

関

ご

廊

下

ば

か

b

立

振

に

出

来

て

も

、

昔

の

士

族

屋

数

ぢ

ゃ

な

い

が

、

座

敷

は

兎

も

角

、

蓋

所

、

便

所

な

ぜ

が

相

営

に

出

来

上

ら

な

い

限

ち

は

、

都

市

ご

し

て

何

の

償

値

が

め

ら

う

、

花

は

是

等

の

事

柄

も

並

行

し

て

、

同

時

に

出

来

上

ら

し

た

い

も

の

だ

さ

思

ふ

、

是

は

都

市

の

問

題

ざ

し

て

嘗

然

過

ぎ

る

位

嘗

然

の

こ

ご

で

、

今

夏

自

分

の

賛

論

を

要

し

な

い

こ

ご

L

思

ふ

が

五

。

大

阪

騨

の

改

築

さ

云

ふ

こ

さ

か

ら

思

ひ

付

て

一

寸

述

J

べ

た

だ

り

で

あ

る

ノに

新

梁

橋

東

京

で

も

大

阪

で

も

近

頃

橋

梁

の

改

築

が

盛

に

行

は

れ

て

‘

随

分

立

振

な

橋

が

出

来

て

居

る

、

是

は

蓋

し

先

年

の

震

災

火

災

の

如

き

場

合

.

橋

が

無

い

、

さ

逃

場

に

困

る

さ

云

ふ

や

う

な

考

か

ら

、

で

も

あ

ら

う

が

、

併

し

是

さ

同

時

に

之

を

連

絡

す

る

道

路

が

伴

は

な

り

れ

ば

.

唯

立

振

な

橋

が

雑

然

ご

し

て

眠

っ

て

居

る

や

う

な

結

果

に

な

り

は

せ

向

か

.

一

方

か

ら

考

へ

る

さ

、

都

市

計

重

さ

か

、

或

は

帝

都

の

復

興

さ

か

や

か

ま

し

〈

云

っ

て

居

る

矢

先

で

あ

る

の

に

、

仕

事

が

像

b

捗

々

し

く

進

ま

な

い

の

で

、

兎

も

角

外

見

上

の

-

7

ν

隠

し

に

、

最

も

面

倒

の

無

い

橋

を

や

っ

て

居

る

の

で

な

い

か

、

是

は

悲

の

僻

目

か

も

知

れ

な

い

が

、

さ

う

で

あ

っ

た

ら

、

徒

に

高

債

な

資

本

を

こ

冶

に

眠

ら

し

て

置

〈

さ

云

ふ

こ

と

は

一

寸

馬

鹿

々

々

し

い

や

う

な

気

も

す

る

、

是

は

例

の

自

分

の

病

癖

で

ゐ

る

悪

目

ざ

し

て

:

:

:

東

京

の

橋

さ

大

阪

の

橋

ど

を

美

術

的

に

考

へ

て

見

花

時

は

、

ぜ

う

も

大

阪

の

方

が

東

京

の

も

の

よ

b

遣

に

良

い

や

う

だ

、

流

石

に

大

阪

は

水

の

都

ぎ

云

ふ

面

白

は

十

分

立

っ

て

居

る

や

う

に

思

ふ

此

の

誌

は

悪

口

は

悪

目

ざ

し

て

嬉

し

く

思

う

τ
居

る

こ

さ

の

一

つ

で

ゐ

，。。

九

園

Y手、

A  

都

市

の

文

化

施

設

の

中

で

、

小

官

公

園

は

最

も

必

要

な

も

の

、

二

つ

ど

自

分

は

信

じ

て

居

る

.

殊

に

大

阪

の

や

う

な

緑

樹

帯

の

少

い

所

に

於

て

は

最

も

然

・

り

で

あ

る

、

そ

れ

は

無

論

大

否

園

も

必

要

で

あ

ム

う

、

併

し

順

序

ざ

し

τ
は

小

公

園

ぞ

先

に

し

て

貰

ひ

た

い

、

大

阪

は

御

承

知

的

遁

b

郊

外

の

電

車

が

勝

'

し

.

郊

外

に

は

相

官

の

大

義

国

に

匹

敵

す

る

や



う

な

場

所

が

少

く

な

い

、

故

に

今

日

是

非

さ

も

大

会

閏

を

市

内

に

設

り

な

げ

れ

ば

な

ら

ぬ

さ

云

ふ

こ

さ

も

な

か

ム

う

し

、

叉

賀

行

も

不

可

能

な

こ

さ

で

あ

ら

う

.

無

論

都

市

を

創

設

す

る

場

合

に

は

大

恐

閣

を

取

る

こ

さ

が

良

策

で

あ

る

併

し

今

日

の

如

き

改

造

期

に

於

て

は

某

の

賀

行

は

頗

る

阿

難

で

あ

る

、

そ

こ

で

此

の

小

公

園

で

あ

る

が

・

自

分

の

理

想

さ

し

て

は

、

先

づ

三

四

町

位

の

距

離

か

-
置

い

て

、

西

洋

で

云

へ

ば

、

ス

ク

エ

ヤ

l

t
云

ふ

や

う

な

も

の

を

成

ぺ

〈

多

く

設

り

.

之

を

老

幼

者

の

避

難

場

に

し

た

い

ご

思

ふ

、

賞

際

的

に

言

ふ

な

ら

ば

、

先

づ

今

日

の

一

一

畢

匿

毎

に

一

つ

位

づ

〉

を

置

く

こ

さ

〉

し

、

そ

れ

を

小

皐

校

の

隣

接

地

仁

持

て

行

く

さ

云

ふ

や

う

に

で

も

す

れ

ば

、

最

も

其

の

妙

を

得

た

も

の

ご

恩

ふ

が

.

日

疋

は

唯

質

際

上

の

一

考

察

に

過

ぎ

な

い

。

。

大

阪

市

美

術

協

曾

市

の

美

術

協

舎

さ

云

ふ

も

の

が

数

年

前

に

出

来

て

、

其

の

一

部

に

建

築

の

部

類

が

入

い

っ

て

居

る

さ

云

ふ

こ

さ

は

、

悲

の

知

っ

て

居

る

範

閣

で

は

、

東

京

の

国

民

美

術

協

曾

が

建

築

部

を

置

い

た

以

外

に

、

日

本

の

斯

様

な

美

術

開

陳

さ

し

て

は

他

に

例

が

無

い

こ

ど

〉

思

ふ

、

自

分

は

此

の

大

阪

市

の

美

術

協

曾

に

建

築

部

さ

云

ふ

も

の

が

出

来

て

以

来

今

日

ま

車誌

末

手塾

言舌

十

題

で

世

訴

人

さ

な

っ

て

居

る

一

人

で

あ

る

が

、

此

の

美

術

協

曾

は

市

の

補

助

金

が

得

ら

れ

な

い

さ

か

、

何

ご

か

云

ふ

都

合

で

.

是

か

ら

先

き

立

つ

瀬

が

無

い

か

ら

、

底

め

ゃ

う

か

r
う

か

さ

云

ふ

や

う

な

議

論

が

今

日

持

出

さ

れ

て

居

る

、

元

々

此

の

美

術

協

曾

さ

云

ふ

も

の

?

超

h

は

、

大

阪

は

商

工

業

の

都

市

で

.

無

味

乾

燥

だ

か

ら

、

趣

味

滴

養

の

一

助

ざ

し

て

考

へ

出

さ

れ

た

・

』

ご

、

通

し

て

、

在

は

至

極

尤

も

な

こ

さ

だ

さ

思

ふ

、

そ

れ

が

数

年

な

ら

守

し

て

、

A

1

肺

に

潰

れ

る

さ

か

‘

潰

さ

れ

る

さ

か

一

五

ふ

や

う

な

噂

を

聴

く

の

は

、

如

何

に

も

都

市

の

嘗

局

の

無

定

見

さ

言

は

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

、

若

し

市

其

の

も

の

が

斯

様

な

も

の

に

補

助

金

を

出

す

こ

さ

が

出

来

な

い

さ

云

ふ

な

ら

ば

‘

是

は

甚

だ

不

可

思

議

さ

考

へ

る

位

の

こ

ど

で

は

あ

る

が

、

事

賀

会

う

だ

ど

す

る

な

ら

ば

.

我

々

協

曾

の

舎

員

自

陣

が

結

束

し

て

.

自

治

的

に

之

を

維

持

し

、

護

h

立

て

冶

行

〈

だ

け

の

気

カ

さ

勇

気

ご

を

有

た

な

り

れ

ば

な

ら

な

い

も

の

r
ご

思

ふ

、

今

年

は

左

様

な

金

の

工

面

が

付

か

な

い

さ

か

云

ム

結

果

で

、

展

覧

曾

も

中

止

す

る

や

う

に

な

っ

た

が

、

自

分

の

考

ご

し

て

は

、

来

年

は

是

非

さ

も

之

を

復

興

し

た

い

さ

切

貨

に

希

望

し

て

居

る

。

友

締

の

矩

縫

蒲

闘

に

映

す

冬

日

(

烈

繋

)

(

了

)

五



ヒ

ザ

の

斜

b符

布

名

な

ピ

ザ

の

斜

塔

は

遂

に

倒

壊

の

運

命

に

近

づ

き

つ

弘

め

る

さ

最

近

の

ロ

l

マ

通

信

は

体

へ

て

ゐ

る

、

ピ

ザ

の

斜

塔

は

世

界

の

不

思

議

の

一

っ

と

・

し

て

古

く

か

ら

知

ら

れ

て

ゐ

る

、

高

さ

は

官

ヘ

十

フ

イ

ト

ト

で

起

工

・

し

十

ト

の

は

一

一

七

四

年

、

完

成

L

仁

の

バ

一

=

一
五

O

年

の

事

で

わ

る

.

斜

塔

は

最

初

の

設

計

者

が

わ

ざ

と

か

う

・

し

れ

形

に

つ

く

つ

れ

の

で

あ

ろ

さ

ド

ふ

説

は

初

公

長

い

間

信

じ

ら

れ

て

ゐ

れ

が

、

今

で

は

否

定

さ

れ

て

ゐ

阜

、

そ

れ

口

設

計

の

談

り

か

ら

次

第

に

傾

き

始

め

惑

に

今

日

の

様

な

斜

塔

ぜ

な

っ

て

・

し

ま

つ

れ

の

で

あ

る

、

州尉

他

帽

の

頂

上

か

ら

地

上

に

垂

直

に

物

た

投

下

す

る

と

そ

れ

は

塔

の

下

方

部

の

端

γ

ら

十

四

フ

ィ

ー

ト

限

れ

れ

所

に

落

ち

る

、

つ

ま

り

斜

塔

の

頂

上

は

十

問

フ

ィ

ー

ト

t

傾

い

て

ゐ

る

の

で

わ

る

、

イ

タ

リ

ヤ

政

府

は

こ

の

右

名

な

斜

併

が

倒

壊

す

ろ

の

た

心

翻

・

し

て

‘

最

近

多

く

の

専

門

家

た

・し

て

徹

底

的

に

修

絡

の

方

法

た

講

じ

さ

ぜ

れ

O
そ

の

位

和

泉

患

者

の

関

に

二

様

の

議

論

が

生

れ

れ

.

築

制

叫

的

な

専

門

家

は

、

斜

伸

惜

の

例

一様

ず

る

ま

で

に

比

五

十

年

わ

る

ひ

は

百

年

位

わ

る

と

見

て

ゐ

ろ

.

か

、

悲

観

的

な

専

門

家

は

も

う

十

年

も

仁

つ

れ

ら

、

斜

塔

は

き

っ

と

倒

暗

唱

す

と

主

張

・

し

て

ゐ

る

、

い

づ

れ

に

・

し

て

も

斜

塔

的

運

命

口

定

ま

っ

て

・

し

ま

つ

れ

の

で

あ

る

・

斜

絡

が

傾

告

始

め

仁

の

は

阪

に

百

年

の

前

か

ら

で

わ

る

、

そ

-

し

て

イ

界

リ

ヤ

政

府

は

長

い

問

、

・

の

修

絡

に

努

力

・

し

て

来

仁

の

で

救

途

な

.¥ 

」、ヒ

ず

の

可

斜

塔

傾

き

は

加

速

度

で

加

は

十

年

な

あ

る

が

、

地

盤

の

側

係

か

ら

ど

う

・

し

て

も

傾

き

ら

と

め

る

事

は

出

来

な

か

っ

土

、

最

近

修

絡

為

A

W

.

ぜ

ら

れ

れ

感

者

の

一

行

も

、

傾

き

か

止

め

ろ

事

は

絡

謝

に

不

可

能

で

あ

る

と

ド

ふ

窓

丸

山

r

一

致

し

て

ゐ

ろ

・

彼

等

の

調

べ

れ

所

に

よ

ろ

と

斜

地

の

傾

き

は

一

年

に

一

イ

ザ
J

千

の

百

分

の

，t 4F E E T  

.------

'c" 、

t 内

長 F

f .:  

E忌ζ ，.i .主

!. "主i

， ‘ ｾｾｻＮｾ，＠

五

で

‘

い

び

か

へ

る

品

u

年

れ

っ

て

一

イ

Y

チ

ザ

h

げ

傾

く

割

問

で

わ

る

、

そ

の

傾

き

の

泊

中

が

何

時

ま

で

も

こ

の

調

子

で

行

っ

て

く

れ

ろ

筋

合

は

倒

桜

ま

で

じ

は

随

分

の

年

敏

が

か

、

ろ

が

、

今

後

必

?

・

し

も

そ

の

率

で

行

く

と

口

限

ら

な

い

.

悲

観

的

な

撃

者

は

今

後

の

傾

き

市
中

は

加

速

度

で

培

加

す

る

で

わ

ら

う

と

ド

っ

て

ゐ

る

そ

・

し

て

グ

エ

ニ

ス

の

有

名

な

セ

シ

ト

・

マ

1

9

4

寸

践

の

培

た

引

揚

・

し

て

静

戒

す

べ

き

時

で

め

ろ

と

い

司

て

ゐ

る

‘

有

名

な

ヴ

エ

ゐ

し

百

年

の

ん

叩

=

z

の

椛

は

銃

に

十

世

紀

の

昔

に

仁

て

ら

れ

始

め

+

わ

も

の

で

、

完

成

L

れ

の

は

十

二

世

紀

の

中

頃

で

あ

つ

れ

、

高

き

三

百

廿

三

フ

ィ

ー

ト

の

こ

の

搭

は

キ

甲

ス

ト

教

徒

.
v

誇

る

古

い

建

築

の

v

y

ポ

ル

で

め

っ

仁

、

そ

れ

が

二

十

五

年

前

即

ち

一

九

O

二

年

七

月

四

日

に

傾

き

始

め

る

と

も

う

十

二

日

に

は

完

金

に

倒

壊

・

し

て

・

し

ま

つ

わ

ト

の

で

わ

る

.

悲

刷

倒

的

な

事

者

は

今

後

ピ

ず

の

斜

潜

も

グ

エ

ニ

ス

の

培

と

問

機

な

運

命

じ

陥

る

の

で

は

わ

み

ま

い

の

か

と

考

へ

て

ゐ

る

い

づ

れ

に

包

よ

世

界

の

不

思

議

の

一

・

と

し

て

叡

へ

ら

れ

る

ピ

ザ

の

斜

椛

が

、

倒

一援

す

い

ぺ

告

溢

命

じ

め

る

事

は

情

い

事

で

わ

e
o
o
 



京且

織

H可

の

四

土

地

匝

劃

整

理

後

の

町

界

町

名

地

番

整

理

町

を

組

織

す

る

純

国

即

ち

面

績

が

齢

・

り

に

大

な

ら

令

鈴

h

仁

小

な

ら

.
3

る

所

謂

数

ケ

丁

目

を

以

て

構

成

す

べ

き

で

ゐ

る

o

徐

h

小

な

る

面

積

に

一

町

を

冠

す

る

は

面

白

か

ら

守

之

れ

を

合

し

て

数

ヶ

丁

よ

り

成

る

有

力

な

る

一

筒

町

を

樹

立

す

る

こ

さ

は

町

制

の

整

頓

、

町

勢

維

持

の

貼

よ

り

も

必

要

な

こ

さ

で

あ

る

。

之

れ

を

従

来

の

大

阪

市

の

町

の

組

織

営

見

る

に

丁

目

を

有

す

る

も

の

、

中

に

於

て

北

両

善

源

寺

町

‘

浮

上

江

町

.

天

王

寺

直

上

本

町

其

他

二

三

の

も

の

は

十

丁

目

に

亘

る

も

の

が

あ

る

が

多

〈

は

五

丁

目

内

外

の

も

の

が

多

数

を

占

め

て

居

る

o

li 

境

界

丁

目

の

丁

目

の

境

界

を

可

及

的

之

れ

を

明

瞭

な

ら

し

め

市

し

て

一

グ

丁

目

の

結

合

力

を

緊

密

な

ら

し

め

る

た

め

に

町

の

棋

軸

街

路

さ

交

叉

す

る

街

路

を

超

え

τ
境

界

を

設

け

5

る

こ

さ

が

必

要

で

あ

る

。

東

京

及

横

潰

等

背

土

地

区

劃

整

理

後

の

町

界

町

名

地

雷

舷

週

一

{ 一 ¥

¥一一 }

曾

力日

藤

士

口

主孟

J =3 

貝

此

の

方

針

に

則

っ

て

居

る

が

京

都

市

の

周

園

部

に

於

げ

る

都

市

計

聾

区

劃

整

理

の

町

名

整

理

案

じ

ゐ

つ

て

は

東

西

街

路

の

丁

目

の

境

界

乞

南

北

街

路

の

中

心

に

採

ら

や

南

北

街

路

に

沿

ふ

一

宅

地

宛

宇

捜

し

て

宅

地

昇

に

持

ち

来

し

て

居

る

o

之

れ

大

に

味

ム

ペ

き

貼

で

あ

る

。

___J__. 

ノ、

。汀

配

の

タIJ

町

の

配

列

は

町

を

構

成

す

る

丁

目

の

連

接

す

る

方

向

に

依

っ

て

並

列

式

、

放

射

式

又

は

環

朕

式

の

町

ご

し

て

同

一

方

向

に

於

て

な

し

可

及

的
τ

之

れ

を

混

用

せ

ぎ

る

こ

と

を

要

す

る

o

之

れ

を

例

せ

ば

東

京

及

情

潰

じ

於

り

る

整

理

方

針

は

放

射

式

又

は

環

械

式

の

町

ざ

し

て

ゐ

る

が

大

限

奮

市

に

於

り

る

も

の

は

大

阪

城

を

基

準

ざ

す

る

東

西

に

長

き

並

列

式

で

あ

っ

て

紳

戸

市

も

同

様

主

ご

し

て

東

西

の

故

列

式

で

あ

る

o

七

町

の

起

鮎

及

進

路

町

の

起

貼

及

進

路

は

町

の

配

列

が

並

列

式

の

も

の

に

あ

っ

て

直

交

軸

五



土

地

区

劃

整

理

後

の

町

界

町

名

地

雷

務

理

を

起

動

ざ

し

て

方

位

仁

依

っ

て

進

路

を

定

め

る

も

の

で

あ

る

が

環

獄

式

の

町

に

於

て

は

成

る

べ

く

都

心

よ

り

向

っ

て

右

左

端

を

そ

の

起

動

さ

し

環

般

に

進

む

も

の

で

即

ち

之

れ

を

一

丁

目

ざ

し

て

右

廻

り

仁

進

み

叉

放

射

式

の

町

仁

於

て

は

都

心

仁

最

も

近

き

貼

を

起

貼

ざ

し

放

射

肢

に

進

む

も

の

で

ゐ

る

。

即

ち

都

心

に

最

も

近

き

所

分

一

丁

目

ざ

し

順

次

外

方

に

向

ふ

に

従

っ

て

二

、

三

、

四

丁

目

ざ

し

て

進

む

の

で

あ

る

o

東

京

に

於

け

る

環

版

式

の

町

の

大

部

分

は

既

に

同

様

で

あ

b

叉

横

讃

に

於

て

も

横

讃

港

に

最

も

近

き

貼

を

起

貼

ご

し

て

放

射

蹴

に

進

み

環

朕

式

の

町

に

於

て

は

同

港

よ

り

向

っ

て

左

端

そ

・起

勃

ざ

し

て

左

方

へ

進

む

こ

ご

に

な

っ

て

居

る

、

只

中

村

川

以

南

に

於

て

は

向

っ

て

右

端

を

起

貼

ざ

し

左

方

へ

環

肢

に

進

む

こ

ご

に

な

っ

て

居

る

の

で

あ

る

o

大

阪

市

の

如

〈

町

の

配

列

が

並

列

式

の

も

ん

引

に

あ

っ

て

は

直

交

軌

を

定

め

て

方

向

に

依

る

ぺ

き

で

ゐ

る

。

入

町

名

町

名

は

市

民

に

分

h

易

く

親

し

み

深

〈

紛

ら

は

し

か

ら

5

る

も

の

を

選

ぶ

べ

き

で

あ

っ

て

別

に

奇

抜

な

る

新

し

き

名

郡

を

欲

求

す

る

も

の

で

は

な

い

V

O

故

に

難

純

な

る

漢

字

を

巡

り

可

及

的

平

易

な

る

も

の

ご

す

る

こ

の

貼

よ

り

見

れ

ば

従

来

の

町

名

殊

に

歴

史

的

に

由

か

り

め

る

町

名

は

大

に

掌

重

し

之

れ

を

襲

用

す

べ

き

で

あ

っ

て

止

む

を

得

.

ざ

る

場

合

の

外

改

肢

を

巡

り

る

べ

き

で

あ

る

が

協

剖

整

矧

後

に

於

℃

は

可

な

ち

新

た

な

る

町

名

を

設

定

す

る

の

必

要

を

生

守

る

こ

さ

〉

思

は

れ

る

の

で

此

の

場

合

に

於

て

は

類

似

の

名

聯

は

交

通

上

通

信

上

に

及

ぼ

す

迷

惑

大

な

る

も

の

あ

る

が

故

に

、

斯

〈

の

如

き

町

名

を

避

り

其

の

土

地

に

縁

故

ゐ

り

親

し

み

深

き

語

調

よ

き

伴

名

を

系

統

的

に

配

列

す

ぺ

き

で

あ

る

o

A

1

匝

劉

整

理

に

於

け

る

新

町

名

を

附

す

る

場

合

山

塞

考

の

た

め

に

昨

年

復

興

局

五

四

仁

於

て

懸

賞

を

以

て

募

集

し

た

る

答

案

に

現

れ

た

る

町

街

名

の

一

部

を

掲

記

し

て

見

ゃ

う

。

中

に

は

奇

抜

な

る

バ

ピ

エ

Y

街

、

グ

キ

タ

ミ

ン

街

等

も

あ

り

、

或

は

人

名

を

採

り

た

る

東

郷

遇

、

大

山

通

.

乃

木

通

等

あ

h

或

は

従

来

の

地

名

橋

名

に

依

b

た

る

も

の

も

あ

る

か

之

等

は

略

し

て

其

の

中

の

佳

名

ぎ

し

て

見

る

ぺ

き

も

の

守

列

記

す

れ

ば

左

の

通

h

f

ゐ

4

0

0

 

末

康

街

‘

美

久

良

街

、

青

梅

街

、

月

桂

街

、

有

楽

街

.

昌
一

中

街

、

提

住

街

、

入

重

垣

街

、

歌

川

街

、

行

幸

街

、

自

費

街

.

不

忍

街

.

常

盤

街

、

松

島

樹

、

高

世

柄

、

旭

日

街

‘

永

蹴

市

街

.

梅

園

街

、

政

雲

柄

、

千

代

田

街

、

扶

桑

街

‘

連

街

、

緑

街

、

後

鍛

街

.

入

千

代

通

、

高

麗

遁

‘

日

本

遇

、

大

富

遁

.

平

安

通

.

魁

日

通

.

朝

叶

遇

、

御

幸

通

.

凱

旋

通

、

御

・

季

大

路

、

香

取

町

.

長

慶

町

.

青

葉

町

.

鶴

舞

町

、

一
珊

寄

町

、

東

雲

町

‘

有

明

町

、

愛

染

町

.

東

陽

町

、

初

花

町

.

竹

閤

町

.

若

葉

町

.

長

柴

町

.

松

関

町

、

若

水

町

.

若

竹

町

千

寄

町

、

菊

関

町

.

新

興

町

、

賑

町

.

卒

安

町

.

金

富

町

.

新

開

町

、

集

耐

栄

町

、

楽

楽

町

、

花

車

町

、

御

歌

町

.

白

老

町

.

紳

カ

町

.

白

鳥

町

.

五

色

町

.

出

世

町

、

松

内

町

.

御

国

町

.

養

老

町

、

御

殿

町

、

鹿

島

町

.

新

居

町
‘

出

雲

町

.

永

世

町

.

大

宮

町

.

孔

雀

町

.

新

盛

町

、

永

年

町

.

紅

葉

町

、

円

光

町

.

千

早

町

.

大

蔵

町

.

大

黒

町

.

芳

年

町

、

円

姫

町

、

南

闇

町

.

亀

井

町

.

御

代

町

、

長

久

町

.

一

脚

代

町

、

都

町

、

捕

柴

町

.

日

目

柴

町

、

早

苗

町

.

金

剛

町

、

海

老

町

、

布

袋

町

.

紳

杉

町

‘

舞

坂

町

.

一

臓

興

町

.

桃

闇

町

.

富

柴

町

.

須

楽

町

.

久

元

町

.

多

賀

町

.

鳳

来

町

、

浦

島

町

、

敷

島

町

、

朝

湖

町

・

柴

舶

町

・

卒

和

町

・

花

月

町

・

軒

町

町

、

高

麗

町

・



斯

華

町

.

扶

桑

町

署

饗

町

.

逢

一
初

町

.

和

合

町

.

不

二

町

.

東

海

町

、

長

老

町

.

芝

居

町

.

紳

闘

町

、

紳

岡

町

、

井

筒

町

.

舞

子

町

、

舞

姫

町

、

瑞

穂

町

、

新

守

町

.

新

保

町

、

龍

泉

町

.

朝

日

町

、

僻

留

町

、

山

里

町

、

青

田

町

.

清

葵

町

、

源

氏

町

‘

蕎

永

町

.

仙

議

町

、

錦

花

町

浦

風

町

、

漣

町

.

朱

雀

町

.

豊

年

町

、

花

室

町

杉

森

町

.

浅

香

町

芙

蓉

町
、

範

久

町

.

京

柴

町

.

千

年

町

.

来

稲

町

.

従

幾

町

.

花

環

町

.

生

駒

町

.

盛

柴

町

、

大

慶

町

.

苦

心

町

.

鶴

亀

町

.

宮

貴

町

.

嬰

宮

町

.

砂

子

町

、

鶴

島

町

.

賓

芥

町

.

間

部

町

.

金

銭

町

.

高

歳

町

.

京

楽

町

、

日

進

町

若

杉

町

七

賓

町

.

末

永

町

、

如

片

町

.

魁

町

、

連

理

町

.

金

棋

町

子

軒

町

.

大

宮

町

.

満

洲

町

.

鷲

町

.

御

柏

町

、

寓

世

町

.

富

柴

町

.

五

口

著

町

.

初

瀬

町

.

復

柴

町

.

泰

問

町

.

龍

田

町

.

錦

糸

町

.

宮

戸

町

.

長

喜

町

.

害

時

老

町

、

祝

町

‘

寓

町

.

鶴

町

‘

亀

町

、

豊

町

.

名

取

町

.

嬰

田

町

、

徳

間

町

.

若

宮

町

.

金

座

町

、

宮

吉

町

、

鶴

久

町

.

仙

旧

町

.

千

積

町

.

千

草

町

、

順

天

町

.

小

春

町

.

豊

柴

町

‘

明

治

町

.

石

清

水

町

.

鵜

戸

町

.

宇

佐

町

.

香

椎

町

.

生

魂

町

、

宮

崎

町

.

入

坂

町

、

慎

原

町

.

宇

部

町

・

速

玉

町

、

蓬

生

町

.

若

葉

町

.

伶

風

町

.

夕

顔

町

.

入

靭

町

.

東

照

町

.

月

山

町

・

談

山

町

夕

霧

町
・

駅

航

町

・

安

楽

町

・

日

枝

町

、

永

川

町

.

葉

紫

町

気

比

町

.

時

雨

町

.

諸

富

町

田

毎

町

、

陪

町

、

靖

関

町

、

奏

町

‘

九

古

町

.

君

ケ

代

町

.

大

黒

町

.

桃

岡

町

菊

花

町

、

御

幸

町

.

青

海

町

.

芦

謹

町

.

内

匠

町

.

盟

主

戸

町

、

紫

町

.

東

盛

町

、

花

見

町

.

雪

見

町

.

三

日

月

町

、

印

月

町

.

栴

ケ

枝

町

、

花

咲

町

‘

松

ケ

枝

町

、

豊

示

町

審

雨

町

.

鷲

町

白

血

事

町

.

長

月

町

淘

衣

町

八

千

代

町

.

富

森

町

、

土

地

区

制

管

理

後

の

町

界

町

名

地

帯

盤

理

清

洲

町

.

花

岡

町

.

時

月

町

.

早

丹

町

、

文

月

町

.

宮

島

町

、

橋

立

町

‘

松

島

町

、

江

ノ

島

町

、

黄

金

町

、

高

尾

町

.

東

雲

町

.

今

一明

町

.

露

月

町

、

富

水

町

.

千

歳

町

、

柳

光

町

.

布

引

町

、

神

楽

町

‘

吉

見

町

.

竹

園

町

、

連

代

町

.

闇

池

町

、

楽

園

町

、

武

蔵

町

.

永

代

町

.

図

守

町

.

掬

生

町

、

慶

久

町

、

朝

日

町

、

樫

木

町

.

樫

山

町

.

花

山

町

、

君

島

町

.

御

園

町

‘

新

生

町

A

恵

比

需

町

‘

千

代

町

.

毒

見

町

、

多

美

町

.

多

賀

町

.

賀

和

町

、

和

気

町

、

交

じ

山

町

.

志

保

町

子

安

町

、

一臓

富

町

、

睦

町

.

長

良

町

八

湖

町

、

清

堀

町

.

千

石

町

、

桐

町

.

楠

町

、

松

町

、

梅

町

、

菊

町

‘

楼

町

.

桃

町

、

紅

葉

町

、

楠

町

.

泊

町

、

概

町

.

昌

平

町

.

近

衛

町

.

幸

若

町

、

異

棋

町

翠

川

町

.

若

汐

町

.

清

瀬

町

、

汐

見

町

、

玉

ノ

弁

町

.

藤

ω
森

町

、

綾

錦

町

久

米

町

、

以

上

の

如

き

も

の

で

あ

る

向

註

ざ

し

て

通

ぶ

べ

き

は

前

記

町

の

配

列

の

部

に

記

し

た

る

放

射

式

又

は

環

朕

式

の

町

ざ

蒋

す

る

は

便

宜

上

恨

に

設

け

た

る

名

蒋

で

あ

る

。

内

閣

と

=

地

番

の

整

理

都

市

に

於

り

る

現

在

の

地

番

は

従

来

の

地

番

設

定

の

病

弊

に

累

せ

ら

れ

て

或

は

紋

番

を

生

じ

或

は

同

一

地

番

の

面

指

落

大

に

過

「

る

等

そ

の

鋭

雑

に

し

て

系

統

な

き

が

た

め

に

毎

日

否

毎

時

の

問

題

ざ

し

て

非

常

な

る

迷

惑

を

戚

じ

っ

〉

の

る

o

俄

せ

ば

東

京

に

於

り

る

本

郷

垣

内

の

森

川

町

一

番

地

の

如

き

質

に

某

の

面

積

庚

き

が

た

め

に

地

番

の

み

で

は

到

底

零

ぬ

る

家

を

見

b

出

し

得

な

い

朕

態

で

ゐ

る

、

叉

同

じ

〈

期

生

町

も

然

り

で

あ

る

。

故

仁

之

等

は

番

地

の

外

に

更

に

何

銑

或

は

「

い

ろ

は

」

を

以

五

五



土

地

区

劃

繋

課

後

の

町

凶

中

町

名

地

帯

殺

現

て

升

も

之

れ

を

細

分

し

て

何

批

ご

す

る

等

謀

り

例

甚

だ

多

〈

貰

仁

煩

し

き

も

の

が

ゐ

る

o

之

れ

従

来

の

地

訟

は

土

地

の

分

合

仁

依

っ

て

系

統

を

飢

し

牧

拾

す

べ

か

ら

F

る

朕

態

に

陥

っ

た

の

で

ゐ

る

。

故

じ

奮

市

街

ご

錐

も

地

番

の

夏

正

整

理

を

な

す

こ

ど

は

喫

緊

の

要

務

で

あ

っ

て

大

阪

に

於

げ

る

奮

市

に

劃

し

て

も

一

部

町

名

の

改

稿

ご

共

じ

地

番

の

更

正

を

行

ひ

っ

h

あ

る

が

土

地

同

割

整

理

後

に

於

て

は

必

然

的

に

之

れ

が

整

理

を

飴

儀

な

く

き

る

冶

も

の

で

あ

る

か

ム

此

際

に

於

て

従

来

り

悪

弊

を

除

去

し

系

統

的

に

更

正

す

る

こ

さ

は

嘗

然

の

こ

ど

3

云

は

ね

ば

な

ら

品

。

今

復

興

局

の

調

査

に

基

き

帝

都

及

検

部

に

於

り

る

土

地

匝

劃

整

理

に

賞

施

せ

ら

れ

つ

〉

あ

る

も

の

を

基

準

ざ

し

て

整

迎

の

綱

要

乞

述

ぺ

や

う

ど

思

ふ

の

で

あ

る

が

そ

れ

に

先

ち

濁

逸

に

於

り

る

一

二

の

例

を

摘

録

し

て

見

る

(

菊

池

書

記

官

的

調

査

に

依

る

)

即

ち

北

燭

逸

に

於

て

は

地

番

の

打

方

を

街

路

の

芹

側

(

普

通

右

側

)

を

偶

数

番

地

反

劃

側

を

お

叶

数

番

地

f

」

す

る

制

度

営

採

用

し

て

居

る

o

中

部

術

逸

に

於

り

る

五

六

の

都

市

に

於

て

は

街

路

の

布

側

は

一

番

よ

ム

リ

十

七

番

、

左

側

含

十

八

番

よ

h

二

十

九

番

ご

順

を

迫

ふ

た

る

打

方

を

な

し

て

居

る

o

夏

に

グ

ツ

ン

チ

グ

ン

の

如

き

は

前

記

雨

主

義

を

混

用

し

て

ゐ

る

。

又

ア

ン

』

イ

ム

市

ω
諮

市

街

(

中

央

陪

域

)

は

街

廓

表

ボ

主

義

を

採

用

し

て

居

る

o

梢

々

我

図

仁

於

て

採

用

さ

れ

つ

〉

ゐ

る

も

の

に

似

て

居

る

硝

逸

り

オ

ツ

ヘ

ン

ρ

イ

マ

1

博

士

ω

提

識

に

係

る

も

の

が

ゐ

る

。

即

ち

英

の

案

は

街

路

り

交

叉

鮎

毎

に

百

.

二

百

.

三

百

三

番

地

を

百

位

毎

に

更

新

す

る

方

法

で

あ

る

が

之

れ

は

和

地

番

の

系

統

を

保

ち

家

を

尋

ね

る

に

も

非

常

に

便

利

な

方

法

で

あ

る

さ

思

は

れ

る

o

先

づ

大

鱒

獅

逸

に

於

て

は

前

記

ω
方

法

が

採

胤

さ

れ

つ

・〉

あ

る

が

、

現

在

我

が

都

市

に

於

け

る

地

番

り

敵

前

理

が

如

判

な

る

方

針

に

依

っ

て

行

は

れ

つ

〉

あ

る

か

或

は

行

ふ

ぺ

き

か

に

就

て

は

項

を

分

ち

て

漣

ぺ

る

。

一

、

一

個

地

番

の

大

さ

、

二

、

地

番

設

定

線

り

選

び

方

、

三

五

ノ、

地

番

の

匝

分

.

四

‘

街

廊

番

腕

の

起

動

及

進

路

.

五

.

各

基

嬉

街

廓

内

に

於

げ

る

地

番

の

起

黙

及

準

路

ざ

す

る

。

伺

地

番

の

大

き

地

番

の

配

列

及

進

路

系

統

は

直

線

式

の

町

割

に

ゐ

つ

て

は

比

較

的

容

易

で

あ

る

が

結

合

式

に

ゐ

つ

て

は

多

岐

多

様

で

あ

っ

て

買

に

複

雑

を

極

め

る

も

の

で

ゐ

る

。

故

に

之

札

を

単

純

化

し

延

べ

て

各

佃

地

番

の

所

在

位

置

を

明

瞭

な

ら

し

め

而

し

て

牒

来

土

地

の

分

合

あ

る

場

合

ご

雄

も

地

番

の

縫

勤

を

一

小

純

国

に

止

め

る

に

は

基

準

街

廓

を

設

定

す

る

必

要

が

あ

る

o

今

東

京

横

演

に

於

げ

る

土

地

区

割

整

理

の

質

般

を

見

る

に

其

の

基

準

街

邸

を

六

米

突

以

上

の

街

路

夕

刊

以

て

固

ま

れ

た

る

一

街

廓

或

は

数

街

廓

の

一

闇

を

以

て

し

之

れ

を

十

分

し

た

各

車

位

タ

各

々

の

地

番

ご

し

て

あ

る

。

而

し

て

路

線

式

の

町

割

に

あ

っ

t

は

町

界

線

を

以

て

両

分

さ

れ

た

る

街

廓

の

各

一

竿

或

は

数

字

の

一

園

を

以

て

基

準

街

廓

ど

見

倣

し

て

ゐ

る

。

叉

町

全

悼

の

地

訟

を

統

一

す

る

使

宜

の

た

め

に

三

米

突

以

上

の

街

路

を

以

て

基

準

街

脳

の

境

界

線

ご

な

す

を

得

る

も

の

ざ

さ

れ

て

あ

る

が

、

大

阪

の

捷

績

町

村

の

如

き

土

地

同

劃

整

理

に

於

て

は

六

米

突

、

以

上

の

街

路

少

な

く

到

底

斯

の

如

き

街

路

を

以

て

基

準

街

廓

ざ

す

る

・

-

4

」

は

徒

ら

に

基

準

街

廓

の

面

積

を

大

な

ら

し

む

る

の

み

で

却

っ

て

地

番

の

配

列

の

混

雑

を

来

す

基

を

な

す

が

伎

に

三

米

位

の

遁

嘗

な

る

街

路

を

境

界

ざ

し

て

選

定

す

る

の

止

む

な

き

も

の

で

ゐ

る

が

こ

れ

は

一

面

温

劃

整

理

設

計

に

於

て

相

官

の

幅

員

を

釘

す

る

道

路

が

少

ν
ざ

も

見

ら

る

の

で

あ

る

が

之

れ

等

の

問

題

は

夫

々

の

匝

劉

整

理

設

計

英

の

も

の

》

賃

際

に

徴

し

て

述

嘗

に

決

定

さ

る

ぺ

き

も

の

で

ゐ

ら

う

ご

思

ふ

が

除

ち

に

小

な

る

街

路

乞

以

ー

す

る

・

』

ご

は

是

亦

考

慮

す

べ

き

事

で

ゐ

る

。

而

し

て

基

準

街

郁

を

十

分

せ

ん

ざ

す

る

は

各

地

番

を

十

位

の

教

や

基

準

ご

し

て

十



個

宛

に

原

分

し

所

謂

地

番

の

十

進

法

を

行

ひ

各

個

地

番

の

聞

に

快

番

を

生

唾

し

め

.

さ

ら

ん

ご

す

る

た

め

で

ゐ

る

。

地

番

の

設

定

線

の

選

び

方

地

番

の

設

定

線

は

な

る

ぺ

〈

筆

界

或

は

借

地

界

を

利

用

し

若

し

刺

用

し

得

5

る

場

合

は

通

常

の

地

番

設

定

線

を

設

り

て

各

基

準

・

街

廓

を

略

ぽ

面

積

の

相

等

し

き

十

個

の

番

地

に

分

割

す

る

o

然

れ

r

s
最

初

の

基

準

街

廓

は

之

れ

を

九

個

番

地

に

分

割

す

る

の

で

あ

る

o

地

番

設

定

穣

は

唯

機

械

的

に

之

れ

を

十

等

升

す

る

詳

で

は

な

い

。

そ

れ

は

可

及

的

各

地

番

面

積

を

略

同

一

な

ら

し

め

む

ご

す

る

に

外

な

ら

な

い

の

で

る

る

か

ら

賞

際

に

は

可

及

的

換

地

筆

界

を

利

用

し

換

地

位

串

界

の

利

用

不

可

能

な

る

場

合

は

借

地

界

を

利

用

し

若

し

そ

の

何

れ

も

利

用

困

難

な

る

場

合

に

始

め

て

新

ら

し

く

こ

の

地

番

設

定

線

を

設

〈

ぺ

き

で

あ

る

。

叉

換

地

筆

数

十

個

よ

り

多

き

場

合

は

二

筆

以

上

を

以

て

一

佃

番

地

さ

す

る

必

要

あ

る

が

故

に

斯

の

如

、き

場

合

は

各

筆

地

は

夫

れ

/

¥

枝

番

を

以

て

整

理

す

る

。

之

れ

等

に

関

し

て

は

伺

多

く

述

ぺ

き

も

の

が

あ

る

が

制

略

す

る

。

地

番

の

匿

分

前

記

の

如

〈

各

某

準

街

廓

に

依

っ

て

地

番

を

区

分

す

る

の

で

ゐ

る

が

そ

れ

は

附

固

に

示

す

通

り

で

あ

っ

て

衣

の

如

〈

匝

介

す

る

の

で

ゐ

る

o

即

ち

(

ケ

ド

ω
・

:

:

:

S

C

0
・

ご

-

U

z

-
-

:

:

S

)
(
ω

0
・

N

H

・

ぉ

・

:

:

:

巴

)

:

ご

す

る

。

而

し

て

各

匝

分

の

首

位

に

ゐ

る

地

番

を

其

の

基

準

街

廓

番

競

さ

す

る

の

で

あ

っ

て

十

位

の

数

字

の

同

一

な

る

十

個

醤

地

を

一

固

さ

し

て

一

基

準

街

廓

の

中

に

牧

め

る

。

之

れ

恰

も

既

に

記

し

た

る

樹

逸

の

オ

ツ

へ

ン

A

イ

マ

1

博

士

の

百

位

を

以

て

基

調

ざ

し

て

進

む

も

の

さ

裳

の

意

味

に

於

て

同

一

で

あ

る

。

斯

く

あ

る

ご

き

は

番

地

の

所

属

刷

在

が

明

瞭

に

な

b

叉

街

廓

番

銃

も

日

常

の

慣

用

で

自

然

的

に

了

解

さ

れ

る

の

で

あ

る

o

且

叉

帰

来

土

地

の

升

合

が

行

は

れ

た

る

場

合

に

於

て

も

そ

れ

は

同

一

の

代

表

番

挽

を

持

つ

基

準

街

廊

内

で

行

は

れ

る

の

で

め

る

か

土

事

区

劃

恵

理

後

の

町

界

町

名

地

番

受

理

ら

小

範

国

に

止

ま

り

町

全

慢

の

地

番

系

統

に

は

影

響

を

及

ぼ

さ

な

い

t

。

故

に

現

般

の

如

〈

土

地

の

分

合

に

依

っ

て

直

ち

に

敏

番

を

生

じ

或

は

地

番

配

列

に

混

乱

を

来

す

-

』

さ

が

な

い

。

四

街

廓

番

援

の

起

黙

及

進

路

街

廓

番

競

の

超

勤

は

町

の

起

鮎

に

一

致

せ

し

め

而

し

て

其

の

配

列

は

掘

軸

街

路

の

左

右

に

依

っ

て

十

位

の

奇

偶

番

就

じ

振

分

り

町

の

進

路

仁

向

っ

て

左

側

に

沿

ふ

第

一

番

目

の

街

廓

を

奇

数

番

械

の

超

貼

ざ

し

て

右

側

の

第

一

番

目

の

街

廓

を

偶

数

番

競

の

起

結

ご

し

其

の

進

路

は

該

掘

軸

街

路

に

並

行

し

て

進

む

も

の

ざ

す

る

。

而

し

て

一

番

地

よ

b

九

番

地

ま

で

の

廓

街

番

腕

一

に

属

す

る

も

の

は

十

位

の

数

な

き

を

以

て

偶

数

さ

見

倣

す

得

る

が

故

に

右

側

(

偶

数

側

の

)

の

首

位

じ

置

く

も

の

で

あ

る

o

若

し

地

番

を

し

て

丁

目

毎

に

更

新

せ

5

る

場

合

は

其

の

進

路

は

丁

目

数

の

進

路

さ

一

致

せ

し

め

る

必

要

が

ゐ

る

。

東

京

に

於

け

る

土

地

直

劃

整

理

は

丁

目

毎

仁

地

番

を

更

新

す

る

の

方

針

を

採

っ

て

居

る

。

こ

れ

は

従

来

の

帝

都

の

慣

例

に

従

っ

た

も

り

で

且

つ

各

町

内

の

地

番

を

比

較

的

若

番

で

お

さ

め

る

効

果

が

ゐ

る

。

然

し

な

が

ら

横

漬

に

於

て

は

之

れ

を

丁

目

毎

に

夏

新

ぜ

令

丁

目

を

過

し

て

連

績

的

に

地

番

を

附

す

る

こ

さ

》

し

て

あ

る

。

大

阪

に

於

て

は

従

来

丁

目

毎

に

更

新

し

而

し

て

奇

偶

連

績

往

復

式

で

ゐ

っ

て

東

西

街

路

に

於

て

は

北

側

よ

り

始

め

南

北

街

路

に

於

て

は

東

側

よ

り

始

め

丁

目

ざ

進

路

を

一

に

し

で

あ

る

。

而

し

て

若

し

街

路

の

一

側

に

二

個

以

上

の

基

準

・
街

廓

あ

る

場

合

は

結

合

式

に

於

り

る

地

番

第

二

附

園

)

の

如

く

順

次

千

鳥

式

に

縫

ふ

て

進

む

も

の

ご

同

第

二

(

附

圃

)

の

如

〈

先

づ

街

路

に

沿

ふ

て

千

鳥

仁

進

み

更

に

後

ろ

側

の

街

廓

に

及

ο

て

千

鳥

に

縫

ふ

て

進

む

も

の

さ

あ

る

。

前

者

は

横

漬

の

例

で

あ

っ

て

後

者

は

・

常

郡

の

例

で

あ

る

。

前

記

の

街

廓

番

抗

を

十

位

の

奇

偶

振

分

げ

さ

な

し

た

る

は

地

番

配

列

の

単

純

化

さ

位

置

4

ゲ

ニ

層

明

瞭

な

ら

し

め

る

た

め

で

振

分

り

5

る

通

し

番

披

は

起

貼

の

位

置

不

明

確

さ

な

る

か

或

は

地

番

配

列

が

復

雑

ご

な

る

か

何

れ

か

の

不

便

を

生

今

る

。

叉

一

位

の

奇

偶

ヨi

七
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振

分

げ

は

路

線

式

の

場

合

に

限

り

通

用

し

得

る

も

之

れ

は

除

b

威

服

し

た

る

方

法

で

な

く

殊

に

結

合

式

の

町

に

於

て

は

適

用

す

ぺ

き

も

の

で

は

な

い

。

結

合

式

の

町

に

於

て

一

位

の

奇

偶

振

分

り

式

を

適

用

す

れ

ば

十

位

の

奇

偶

振

分

式

の

如

〈

集

圏

的

表

示

力

を

失

ひ

徒

ら

に

散

漫

な

る

戚

じ

を

起

き

し

む

る

も

の

で

ゐ

る

o

こ

れ

に

反

し

て

十

位

の

奇

偶

振

分

式

に

あ

っ

て

は

概

念

に

於

て

何

十

番

代

さ

記

憶

せ

ば

充

分

な

る

が

故

じ

比

較

的

記

憶

に

困

難

営

戚

じ

な

い

。

大

阪

に

於

て

は

純

然

た

る

街

廓

式

は

採

用

し

な

い

で

あ

ら

う

が

帝

都

に

於

り

る

街

廓

式

の

町

の

場

合

の

方

針

を

こ

〉

に

借

用

す

れ

ば

若

し

街

廓

式

の

町

じ

於

t

結

合

式

の

町

の

中

央

街

路

の

片

側

が

繰

り

た

る

も

の

さ

見

る

を

得

る

場

合

は

某

の

左

右

何

れ

か

に

依

っ

て

或

は

奇

数

番

の

み

ど

な

b

或

は

偶

数

番

放

の

み

さ

な

る

の

で

あ

る

が

奇

偶

振

身

式

に

於

て

は

奇

偶

各

々

濁

立

し

て

考

へ

ら

之

、

の

が

習

慣

で

あ

り

又

そ

れ

が

振

分

式

採

用

的

本

領

で

あ

っ

て

日

常

の

慣

用

仁

依

っ

て

習

熟

す

れ

ば

何

等

奇

異

め

戚

も

起

ら

今

亦

快

番

ご

云

ふ

戚

じ

も

起

る

も

の

で

は

な

い

ー

さ

謂

は

れ

て

居

る

。

然

れ

ぎ

も

集

国

的

不

整

形

な

る

街

肺

式

の

町

「

い

あ

っ

て

は

こ

の

奇

偶

振

分

式

ω
不

合

理

な

る

こ

ご

は

吉

を

要

せ

ざ

る

露

で

あ

る

。

五

基

準

街

廓

内

に

於

け

る

地

番

の

起

黙

及

進

路

こ

の

地

帯

の

起

動

及

準

路

は

方

位

を

基

盤

・

さ

せ

今

町

の

動

脈

で

ゐ

る

街

路

を

中

心

ε
し

て

之

れ

を

基

準

ざ

す

る

方

が

便

利

で

ゐ

る

。

市

し

て

始

番

街

廓

内

に

於

り

る

地

番

は

そ

の

起

踏

を

直

線

式

に

あ

っ

て

は

そ

の

街

路

、

結

合

式

に

あ

っ

て

は

中

央

街

路

叉

街

廓

式

の

町

に

於

て

は

町

の

準

路

の

方

向

に

走

る

主

要

街

路

に

沿

ふ

最

初

の

隅

角

の

筆

地

に

置

き

某

の

準

路

は

右

街

路

に

沿

ふ

て

進

む

の

で

あ

る

o

但

し

結

合

式

、

街

廊

式

の

町

仁

於

て

は

中

央

街

路

或

は

主

要

街

路

の

左

右

に

依

っ

て

各

左

又

は

右

に

掴

縛

す

る

も

の

で

ゐ

る

。

第

二

番

目

以

下

の

基

準

街

廓

に

於

げ

る

地

番

の

起

貼

及

進

路

は

右

に

散

ふ

(

附

闘

皐

照

)

0

土

地

直

劃

益

還

後

の

町

田

仲

町

名

地

番

整

理

前

記

の

如

く

街

廓

内

の

地

番

進

路

を

嬬

軸

街

路

を

中

心

ざ

し

て

左

右

劃

照

に

す

る

は

其

の

町

の

結

合

力
4

ゲ

ニ

屠

密

接

な

ら

し

め

且

つ

自

治

的

精

紳

の

向

上

を

園

る

一

途

さ

も

な

る

の

で

る

る

。

向

附

言

す

J

べ

き

は

橋

梁

の

名

稀

で

あ

る

が

・

』

れ

も

町

名

さ

同

様

大

に

考

慮

を

抑

ふ

ぺ

き

で

あ

っ

て

復

興

局

に

於

て

は

之

れ

も

懸

賞

営

以

て

募

集

し

た

位

で

ゐ

る

。

復

興

局

調

査

葉

報

第

十

一

践

の

街

路

名

に

闘

す

る

意

見

の

中

に

散

見

し

た

る

情

趣

あ

る

橋

名

を

摘

記

す

れ

ば

「

名

に

し

お

は

ャ

い

ぎ

言

聞

は

ん

」

の

言

問

橋

。

「

君

は

A

1

駒

形

あ

た

り

」

の

駒

形

橋

清

住

町

ε
中

洲

町

ど

の

聞

に

架

せ

ら

る

冶

清

洲

橋

.

湯

島

の

墓

堂

に

因

む

ひ

じ

h

橋

等

で

あ

と

。

第

四

結

一
向
調

以

上

越

ぺ

た

る

ご

こ

ろ

は

復

興

局

の

整

理

綱

要

に

則

勺

て

之

れ

に

東

京

市

政

調

査

曾

雑

誌

「

都

市

問

題

」

中

富

桝

建

造

氏

の

所

論

を

塞

考

ざ

し

て

某

の

概

設

を

試

み

た

る

も

の

で

ゐ

っ

て

菩

々

の

日

常

牛

活

に

於

て

一

般

市

民

ざ

し

て

不

利

不

便

こ

の

上

も

な

(

訪

問

通

信

上

の

不

都

合

は

世

界

無

比

な

り

ご

謂

は

れ

て

居

る

我

が

園

の

都

市

の

町

名

地

番

の

現

放

を

整

理

す

る

の

必

要

は

勿

論

.

土

地

凶

劃

整

理

の

断

行

多

々

あ

る

芯

き

に

於

て

之

れ

を

整

理

す

る

こ

さ

の

容

易

な

る

を

思

ひ

臨

劃

整

理

後

じ

於

て

嘗

然

な

す

べ

き

町

界

町

名

地

番

の

整

理

に

嘗

っ

て

、

従

米

の

轍

を

踏

襲

す

る

こ

ぜ

な

く

系

統

的

に

合

理

的

な

る

も

の

さ

な

し

今

日

の

不

利

不

便

を

除

去

し

其

の

賞

用

的

債

値

を

十

分

後

弾

せ

し

め

た

き

老

婆

心

よ

り

遁

ぺ

た

の

で

あ

っ

て

、

之

れ

等

に

閲

し

て

伺

幾

多

の

研

究

す

ぺ

き

事

項

が

あ

る

か

‘

そ

れ

は

他

臼

に

譲

る

こ

ご

〉

す

る

。

蓋

町

名

の

改

稿

は

徒

ら

に

錯

す

べ

き

に

る

ら

ぎ

る

こ

さ

は

既

に

通

ぺ

た

る

如

く

で

あ

る

か

都

市

計

査

事

業

に

伴

ふ

土

地

直

割

整

理

其

の

他

都

市

の

改

善

上

必

要

ゐ

る

場

合

は

之

れ

が

改

掃

を

錯

す

は

不

得

止

も

の

さ

し

て

内

務

省

訓

令

第

三

披

さ

共

に

同

省

地

方

局

長

よ

b

六

大

都

市

の

各

府

腕

に

蓮

牒

が

登

せ

ら

れ

て

あ

る

。

宜

し

く

慎

重

に

研

究

の

上

其

の

整

理

を

行

ふ

ぺ

き

で

あ

る

{

申

克

)

ム

，、



保

温

的

で

な

い

日

本

の

家

屋

最

近

い

は

ゆ

る

文

化

住

宅

が

流

行

し

て

郊

外

に

は

新

し

い

建

物

が

次

か

ら

次

へ

さ

立

並

ん

で

来

ま

し

た

が

、

d

ど

う

も

之

等

の

中

に

は

外

観

の

み

に

捉

は

れ

、

賓

質

方

面

を

快

い

だ

も

の

が

多

い

ゃ

う

で

す

、

元

来

日

本

の

住

宅

は

夏

の

家

ざ

い

は

れ

る

程

.

風

通

し

ょ

く

立
F

向

き

に

出

来

て

み

ま

ず

か

ら

、

冬

季

に

な

る

さ

急

仁

寒

さ

を

戚

じ

ま

す

、

夏

と

て

も

風

の

通

る

や

う

じ

暑

さ

も

屋

内

に

通

す

の

で

、

従

来

の

木

道

建

物

は

多

季

の

保

温

さ

夏

季

の

避

暑

さ

を

考

へ

て

改

造

す

る

必

要

が

ゐ

り

ま

す

、

例

へ

ば

窓

に

し

て

も

此

頃

多

く

用

ひ

ら

れ

る

ガ

ラ

ス

窓

も

、

一

枚

で

は

非

常

に

冷

え

る

も

の

で

す

.

ざ

い

っ

て

外

に

扉

戸

又

は

雨

戸

を

つ

り

れ

ば

室

内

が

暗

〈

な

っ

て

困

h

ま

す

、

V

』

の

潟

め

仁

は

約

一

尺

二

寸

位

の

出

窓

を

作

っ

て

内

外

二

重

に

す

る

必

要

が

あ

り

ま

す

、

そ

し

て

内

側

の

ガ

ラ

ス

に

重

い

カ

1

7

y

を

掛

け

れ

ば

.

室

内

ー←..，、

保

溢

的

で

な

い

日

本

の

家

屋

新

築

又

は

改

築

す

る

人

は

も

つ

ご

冬

を

考

へ

て

東

京

高

等

工

事

事

校

の

保

温

は

極

め

て

有

効

で

す

‘

備

カ

1

4
プ

ン

は

草

に

装

飾

さ

心

得

て

ゐ

る

方

も

ゐ

る

が

、

こ

れ

は

む

し

ろ

保

温

の

鴻

に

用

ゐ

ら

れ

る

も

の

で

す

宵

窓

は

日

中

は

開

放

し

て

.

午

後

三

時

頃

之

を

閉

づ

れ

ば

室

内

の

温

度

が

も

れ

今

、

夜

間

の

燃

料

は

少

く

て

よ

い

も

の

で

す

天

井

の

張

板

も

隙

聞

の

な

い

や

う

じ

合

せ

自

営

完

全

に

し

‘

な

る

ぺ

〈

し

つ

〈

い

天

井

に

し

た

い

も

の

で

す

、

壁

も

そ

れ

ま

で

は

真

壁

ざ

い

っ

て

柱

さ

柱

ご

の

聞

の

壁

下

に

内

側

か

ら

壁

塗

を

し

外

か

ム

板

を

張

っ

た

い

v

り

で

あ

る

が

、

こ

れ

を

保

端

的

仁

す

る

に

は

、

外

の

板

4

ゲ

三

重

張

じ

し

T

.

下

張

の

方

を

筋

か

ひ

に

し

、

表

の

方

は

種

々

に

化

粧

し

て

、

縦

又

は

横

に

張

れ

ば

耐

震

的

に

も

保

端

的

に

も

な

b

ま

す

、

夏

に

大

壁

ざ

し

て

柱

ω
内

側

に

木

摺

を

打

っ

て

中

を

壁

ぬ

り

さ

し

、

そ

の

中

ヘ

間

柱

を

入

れ

て

保

視

材

(

ス

エ

1

J
ア

ン

で

は

木

槍

数

授

談

木

の

コ

ケ

を

入

れ

て

ゐ

る

が

、

勿

論

日

本

で

も

出

来

る

)

を

つ

め

れ

ば

最

も

完

全

で

、

之

は

む

し

ろ

煉

克

よ

b

も

保

温

E

耐

震

的

で

あ

り

ま

す

床

も

た

Y

品

置

を

ご

っ

た

板

張

で

は

た

ま

ら

な

か

っ

た

か

ら

、

之

を

二

重

板

に

す

る

ご

か

又

は

上

の

一

枚

は

玉

.

六

分

位

の

コ

Y

ク

を

用

ひ

、

色

付

を

し

て

.

う

る

し

で

拭

き

上

げ

て

お

り

ば

足

の

冷

ね

る

や

う

な

こ

ど

は

あ

b

ま

せ

ん

、

元

来

日

本

の

住

宅

は

木

造

建

築

で

あ

h

ま

ず

か

ら

之

を

念

に

石

又

は

コ

シ

ク

ヲ

1

ト

に

す

る

こ

ご

は

む

づ

か

し

い

ば

か

り

で

な

く

.

日

本

の

園

民

性

か

ら

い

ー

っ

て

も

木

の

香

に

深

い

親

し

み

を

持

っ

て

ゐ

る

も

の

で

あ

る

か

ら

、

従

来

の

建

物

を

質

質

上

か

ら

又

美

術

上

か

ら

改

良

し

て

ゆ

〈

-

』

さ

が

衛

生

的

で

ゐ

る

さ

共

に

ほ

ん

て

う

の

意

味

で

文

化

的

だ

さ

思

ひ

ま

す

0

(

郡

)
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近

畿

古

金

品

問

備

に

就

て

銘着火箭哲主主 jj可堂田市寺澗興

龍 燈 金 古 畿 近就て

曾員
池田

谷久

我

が

闘

に

於

り

る

婚

簡

の

起

源

に

就

て

は

矢

張

ム

リ

悌

数

侍

宮

市

さ

共

に

輸

入

さ

れ

た

も

の

ら

し

川

げ

が

悲

L

い

か

な

飛

為

時

代

め

建

物

'
が

現

存

し

て

ゐ

な

い

の

み

な

ら

や

正

確

な

記

録

が

見

嘗

ら

な

い

。

尤

も

悌

畿

の

布

教

上

の

方

便

ざ

し

て

な

る

べ

く

寺

院

を

斑

践

に

豪

に

見

せ

る

た

め

に

即

ち

装

飾

ω

一

部

分

ざ

し

て

用

ひ

ら

れ

た

も

の

だ

ご

想

像

す

る

に

は

難

く

は

な

い

o

然

か

も

そ

の

形

を

見

る

仁

某

礎

及

中

華

は

偽

像

の

肇

座

に

似

て

蓮

華

を

用

ひ

中

部

.

火

袋

等

に

は

悌

菩

薩

、

歌

形

四

天

王

等

を

刻

し

上

部

に

は

賀

珠

を

頂

く

な

ざ

は

全

く

偽

敢

上

の

意

匠

さ

同

一

の

も

の

で

あ

る

o

き

て

我

園

金

燈

寵

の

現

存

せ

る

も

の

は

極

め

て

其

の

敷

稀

有

に

し

て

燈

鰭

の

性

質

上

寺

院

ω
前

庭

に

露

天

に

ゐ

る

が

た

め

に

腐

蝕

甚

容

易

な

こ

さ

も

除

義

な

き

こ

さ

で

ゐ

る

o

今

我

が

園

に

残

っ

て

ゐ

る

代

表

的

の

も

の

二

三

を

紛

介

せ

ん

。

(

二

奈

良

東

大

寺

大

備

殿

前

銅

慨

鑑

(

第

一

同

)

;

:

・

奈

良

市

雑

司

町

東

大

寺

境

内

孝

謙

天

皇

の

頃

の

も

の

に

て

我

が

国

現

存

中

最

古

の

も

の

で

あ

る

o

唐

土

、

珍

和

卿

の

作

さ

構

せ

ら

れ

高

一

定

三

尺

あ

り

大

悌

へ

の

供

養

燈

ご

し

て

献

壱

ら

れ

た

も

の

さ

侍

へ

ら

れ

て

ゐ

る

o

火

袋

は

入

角

形

を

な

し

周

闘

に

菩

薩

、

天

人

、

走

蹴

等

'e
鋳一

出

し

焼

柱

に

は

経

説

を

彫

り

最

初

は

金

色

燦

畑

さ

し

て

賞

に

立

振

な

も

の

で

ゐ

っ

た

ら

う

さ

思

は

れ

る

‘

就

中

、

菩

薩

の

面

相

、

姿

勢

等

は

全

〈

嘗

代

の

悌

彫

刻

さ

其

の

範

を

一

に

し

手

法

巧

妙

.

火

袋

の

一

枚

一

枚

が

樹

立

し

た

一

個

の

浮

彫

ざ

し

て

申

分

な

く

軽

快

な

蕨

手

、

賓

珠

を

頂

く

あ

た

h

は

優

麗

高

雅

極

ま

h

な

〈

天

卒

時

代

の

美

術

の

華

さ

も

い

ふ

こ

さ

が

ム

，、



ーの其 悶 ー 第 籍 煙 銅 前 殿 悌 大

近

畿

古

金

灼

絡

に

就

て

ム

ハ

阿



銅

燈

牽

銘

だ

弘

仁

七

載

歳

次

景

申

伊

環

樽

守

正

四

位

下

藤

原

朝

臣

公

等

追

遵

先

考

之

遺

敬

志

遊

銅

燈

華

一

所

心

不

希

麗

器

期

於

撲

慧

景

徳

而

不

窮

慈

光

燭

而

無

外

遺

敬

経

云

燈

有

明

明

命

也

怪

延

命

肝

鴨

経

云

潟

偽

燃

燈

後

世

得

天

眼

不

生

冥

鹿

普

康

経

云

燃

婿

供

養

庇

諸

幽

冥

若

病

衆

生

業

此

光

明

縁

此

踊

徳

皆

得

休

息

然

則

上

天

下

地

昨

日

不

明

故

以

斯

切

徳

季

胡

濁

先

霊

七

魔

如

遠

一

舎

孔

遁

牒

幾

有

心

有

色

普

超

拾

九

横

免

無

小

大

共

縄

拾

入

苦

昔

光

明

菩

薩

燃

燈

説

呪

善

如

如

来

供

油

上

偽

居

A

1

望

古

量

不

美

哉

式

標

良

悶

胎

.

股

来

者

云

大

雄

降

化

膳

物

開

紳

三

乗

分

轍

六

度

成

津

百

非

洗

務

高

善

惟

新

夏

昇

仰

利

示

以

崇

親

4

修

幅

近

畿

古

金

微

鏡

に

縦

て

，、

五

Ｈ 聞 こ 第 Ｉ箆ｉＡＨｾ 金 制I 堂 四時i 寺 周 興
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近

畿

古

A

M

m

州

都

聞

に

就

て

ムハ



近

抽

岡

市

品川一

一同

館

山

に

就

て

ム
ハ

七



近

畿

古

金

抗

開

館

叫

に

就

て

出

来

る

0

2

3

い

奈

良

興

頑

寺

南

関

堂

前

銅

時

能

(

第

二

闘

)

:

:

:

奈

良

市

登

大

路

町

興

編

寺

境

内

嵯

峨

天

皇

の

時

代

の

も

の

に

て

火

袋

に

は

弘

仁

七

年

の

銘

ゐ

h

て

(

掃

給

多

照

)
大

備

殿

の

も

の

に

毘

「

第

二

位

の

古

崎

能

で

あ

る

o

こ

の

銘

は

楠

逸

勢

の

筆

ど

も

空

海

の

筆

さ

も

悼

へ

ら

れ

て

ゐ

る

益

座

の

径

三

尺

三

寸

八

角

形

に

て

竿

の

丈

二

尺

入

す

.

竿

の

筏

八

寸

四

分

火

袋

の

大

島

H

3

巾

九

寸

長

一

尺

四

寸

五

分

憂

ム
ハ

入

座

の

模

様

は

唐

獅

子

の

薄

肉

筋

彫

を

用

ひ

た

る

外

割

合

仁

質

素

で

あ

る

。

河

内

観

心

寺

本

堂

前

南

蟹

餓

概

能

:

:

・

大

阪

府

南

河

内

郡
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大 阪 橋 本 組 設 計 部 工 事 士

緒 言

本稿は H. Mar cus:  " Di e  Theori e el ast i scher Gewebe und 

i hre A nwendung auf  die Ber echnung bi egsamer  Plat ten け

に依り床版に関する Mar cus の理論ご四溢単に支持せられた

る床版の聴力紙態を簡明に紹介するこさを目的ざする o 田迩

氏 : (r コンクヲートのポア Y ン比 iこ閲する寅験的研究』大 正

十五年建築雑誌一月二月三月) による精密なる ? nの値含以て

Mar cus の求めた値を補正した貼ご Mar cus が既往の近似計算

法ごしてドイツ式( 現にこれは市街地建築物法施行細則第百

十五僚に採用されてある) ごスイツ ) V式の二つを車げたるに

費し更にアメ? ヵ式ざアラシス式の二つを加へて精算値 さ比

較した貼を特色どする o 問題がニ軸以上の膳カを取扱ふ矯に

難解であるが回遁氏の論文を始めに読んでお( ざ非常に役立

っさ私には思はれる。叉 Marcus は弾性床版を 5単位膜 iこ関係

づりるのであるがこの遜の理論は Unol d: “ St at i k fur Ei sen-

und Machi enen Bユu" に於げる弾性曲線に闘する記述が塞考

になる援に思はれた。掃聞は原書さの罰照の便宜上原書の番

競を用ひたから必しも番挽順にはなってゐない。

床 板 に 閥、す 忠 一 考 察

内 容

(1) 床版計算の基礎

(2) H.  Mar cus の方法

(3) ポアジン比 mの値

(4)  四遺単 に支持せられ等布荷重を受 げたる方形床

版の臆カ j伏態

(5) 種々の謹比を有し、四溢車に支持せられ、等布

荷 重を 受りたる矩形床版の計算

(6) 既往近似計算値ざ精算値の比較

(1) 床 版 計 算 の 基 礎

床版よ b第一間 lこ示す如き Schei be を取出して考へる。是

は距離 h にて相隔たる一平面さ是等に垂直なる任意の大きの

平面乏から出来てゐる。先づ此の Schei be が均質に L て且つ

弾性限度を有する事、成んは限界面の長さに比し小である事

を般定し、床版中央面に於いて x，y ，z，軸を採る。

Schei be がカ率もし〈はカ 2 によ 9 z 軸の方向 iこ作用せら

れるならば、中央面の貼は此の面に霊直に移動 C を起し、 c

がんじ比し僅少であるから、中央面仁垂直なるんなる垂線は

ｋｾ＠
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整形後も亦直線にして轡曲中央面に望号し垂直である三考へる

今、中央面より距離 z な る 貼 の ふ Y 軸の方向への移動を

ι ヲごすれば、第二園、第二国 ｡ に明かなる如〈移動Ｈｾの

聞に衣の関係がある。

中 O

、
，
，
『
〉

i

E

Z

J

r
、
一
む

叱

十

り

z

z

 

一

一

L

=

一

一

一

t

ι
r
C

明

γ

任

、盤て
つ

従

1+4' 

-+r:ュ与野

うf - ( ! ]  ｾＮ＠

ヤ・

1

1

1

1

1

1
日

。一 δc _  _  8
2

( 、
' "， - 8z  - - .:; s z"  ， 

θ A宮r ｾ＠ (2) 

ε ザ z d ζ h  

一一 一一-
Y - 8y  - “ 8y2 )  

床版に生十 る直際カを d"" dg， d. 

ざすれ ば強性理論に依 b

8 z =去〔えーす (Oy + d.) J  

8 y = 去( dyーす
(tJ .+O"，) J  

至宝 I: E は揮性率、 m はボア Y ン比である。

ムは d"" dy  Iこ比し些少でゐるから是を省略し

九=-L(ι _ _ l_ d
y

)

.c 11t  

8
y
= ↓ (Su- L S J  

.c m 

雨式によ1 ) : 1 ¥式を得る。

ム］乏竺 ＨＸ ｾ ＭＴＭ ｟ Ｑ 8..  ¥=一三笠 z{主 斗 土 竺¥)

m"  - _ 1  ¥ 舟 ・ m " j  7n. ，ー 1 ，θz '"  m θマ官"

f ‘ ー ' '' '' _ ，，， ＺｾＺ ＾ＨＳＩ＠
."; _  E  ｭｾ＠ (  P  i .  1 パ _ E m

2  

j 8.t  i .  1 θ 2(  ¥ ｾ＠

可 - m
2
工T¥v Y ' --;;Z'" "' J 一一孟亡アベ万T ' --;;Z sZ'l JJ 

直臆カ九九は、 :r， y 軸に垂直なる卒面素に於いて ( Fl ac

henel ement ，) 、水卒努力 T 吋 I T yx を夫々 y 軸又は z 軸の方向に

-，if" f$l  a..， 



生悲しめる。

5 を横弾さ容さすれば

い ら=σ( 号+ 多)

均質なる材料なるを以て

G = 悦 E

2( 1/ Z + 1 )  

なるに依り

じ .. = T._ = _  ｅｭ θ ｾＨ＠
一=T._ = 一ー一一一一一一一Z 一一一一一-

ｾｹ＠ - F  11l +  1 θ z θ y  

(  4) 

(5) 

z 又は y 軸に垂直なる卒面素に於いて、 z 軸の方向に努力

' : n t  'yz が働〈。同様に z 軸に垂直なる卒面素に於いては、 z

及y 軸に平行なる脚力 'Z1;' T-: y
が働らく。垂直努力さ水平努力

さは夫々相等しいから

T zz = τ盟 J T X!J = ry: 

次に、各稜の長さ d x，dy，d 'J なる無限に小さき立方趨の各

限界面に於りる臆力を考へれば、 z 又は y 軸の方向に於げる

平衡僚件より、

或は

θ ￰ ｾ＠ ， 8r_.. .  8r 、

ーーー乙 十 -:. o: y  +  -:. %y  =  0  >> 

θ z θ y θ z  -， 

θァー θふ θT. . .  ｾｾ＠
ー」乙 Ｋ ＭＭＭ［ ニ ｌ Ｋ 二 二旦 ｾ ］ｯ ，

θx θy θz  -) 

(6)  

三 ｲ ｾ ，ー θ A - 1 22 - i  E MJ  H  θＯθ て よ θ ｾＨ ¥ 

θ ｺθ ｸ θｾ ｉ＠ '  ＱＺｉｴｾ ー ｣θ ｸ｜ θ ｸ ｾ ・ Ｘｦ J  

θT
y

:  = = 一三生 一三ごと= L 2 1 01 ぱ笠 -1- 8

2

(  ¥ 

8z θ y θ ..:t. .  ＱＱＱ Ｒ
ー ＱＭθｾ｜θ ｸ Ｇ ｬ

・

θｹ 宮 Ｏ

床 板 に 闘 する 一 考 察

z =土イ4トの峨限界恥l仁こ於門 ω

上式を麓舟して

T_ ，=T. _ =  _  E1乙( h

2

一三: 己 / 竺+ 三
ζ ¥)

市 m"- I ' 8  2  /θ x ¥θx雪 aθI V
2

If 

， " 〉 (7)

T". =T. . . = 一一色二( ｫ
ｬ

ー ごと ｜ ｟Ａ｟ Ｈ 三 ζ ↓ Ｘ ｾ Ｈ ¥¥ 

V " " ' Y  m'!. ー 1 ¥ 8  2  ｊ θｾ｜θ ｸＢ ・ θｾ Ｂ Jl 

直膳力 ￰ ｾ は成ゑ巾 ､ｹ なる平面素上に分布して ｹ 軸 ｩ こついて

の曲カ率 ( Bi egung3moment ) を作る。

ｾ Ｎ ，＠

ｓ ｾ＠ d v =  (  a.，zdy dz = 一一生L.1 1 2三+土 三日め'
ノ J -. . . ---_，- - - ｭｾＭ ｬ＠ 12 ¥ Ｘｸ ｾ＠ ， 1ft 8y2  r J  

同様に直膳力 孔は成ん巾dz なる平面素上に於いて

， ｾ＠ . 吋

r  勾 E m宮 βグ‘ /  θグ"[ .  1  θヨ吃ご 1  

s" d x =  I  いd. .zd

J  ｾｹＭＭＭＭＭ Ｇ Ｍ Ｍ 1/Z"- C  12 ｜θｹ ・Ｇｾ I  112θ x
2

/  

水平野カ T 町 ，T y '3. も此等平面素に於いて夫々 z 叉は y 軸に封

し捻力率 ( Dri l l ungsmoment e) を作る。

+でT

r  1  1  E l Il  h
1  

8
2

r  

ｴ ｾＢ＠ d y =  I  ｔ ｹｺ ｺ ､ｹ､ ｺ ］ 一 一一ー し ー ｾ ・ ､ｹ
ノ人 17l+ 1  1 2 θ 均

+ プ7

r  . .  E l Il  h
1  

8
5

.r  • 
L  d z =  I  ｔ ＮＮｾｺ ､ｸ､ ｺ ］ 一 一 一一 一 ・ 一一一 ｾ ・ ､ｸ

J  Ｇ ｹｾＭＭ ＢＭＭＭ 1l l +1 ＱＲ θ ｸ θｾ＠ --

叉垂直努力 ' x: t ' y:  は此等卒面素に於いて次の如〈なる。

-い!
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十7

z y- f  Ｍｅｦ､ｲθＨθｾＨ 代 ＩＮｾ
ｾＧｸ＠ d y =  I  ｲ ｾ ，＠ dy ､ｺ］ ー ＭＭ Ｎ， ＭＭ Ｎ Ｍ Ｎ ｾて ー ｬ ーー で了 Ｉ・

J  Ｇ ｾ， ＭＭ，＠ - - m" - l  12 s x  ¥θx
t

θIV"  I  

ウ ル=r edds - - 2 ι .2 1(22 +丘 ) . dx

J  ＧｙＧｾＭｾｾ Ｍ 111
t
_ l  12 θ' y¥ s x'

2

θ〆/

故に中央面の単位長 iこ於りる曲カ率、拾、力率及努力は

S，. =  -.A'ぱζ +土手引

¥ d X '  1IZ dy “ /  

/  θ t(  .  1  θヨご ¥ 

s，， = - N (  -τ 十 + 一一- :: ¥ ， 
¥ d y・ 11l d X "  /  

L . =  - N.!!_とi f fζ 

却 ・ 11l θλ :θ y

，，_ =  - N. -!.- (三三上θ空( ¥ 

忽 一 一-θ x ¥θx'! I θ 〆j

y  . . .  .θ Iy ｜θ ｸ Ｎ ， ・ θｾ Ｂ /  

(8)  

悲に

2

一ロ

N

 

(9) 

前記の卒衡方程式(ι )を z Ｑ Ｚ音し ｾ Ｍ土 Ｓ の限界について積分

すれば

。S3: I θt"，. 、
ー一一一-ーーー ー十 』一ー- ニー r ， _ f 】 '  

θx θI V  Ｍ ｶｾ Ｍ ｶ ，＠

ｾ＠ >  (旬)

θS .ι θ ι i  

sy- +-BV一円=OJ

叉底面 どl x，d_ア成んなる床版素 ( Pl at ten el ement ) に作用する

ぞ11

荷 重 P dx  dy は雨側面の垂直蔚カ V "，V
y 芝卒衡を保たねばな

らぬ。

の;zk+dr; ?の+ 仰の=0

θ ｶｾ＠ s 円 A

一一乙
+

-，，
- Y  

+  
p=o 

θx θ
マ ー

是を (6a) に代入し

θ
t

s

_  

.  ｾ＠ s "L .  s 2S  

二手+ 2- J L + 」子= - p ( 10)  

8x θ z θ y θ y  

即ち床版理論は荷重さ 抵抗力率三仁よって表はされる。夏

iこ(る)を 用ひら， 5
yl  t:町 を ごに閲する徴系数で表せば、弾性床版

の微身方 W式ざ して次式が得られる。

θ ｾ Ｎ 一 三 θＧ Ｈ
I  e

4

(  

ｾ､ＮＭ 一 一一一一 Ｋ ー マ ］ 一一 (  11 )  

白 骨
θx θ /  θy・ N  

本式は賞にｾ ｾ ｾ 性床版計算の基礎をなす重要式であって是よ

h移 動 とを見出すもの である。

(2)  H.  Mar cus の 方 法

( 11) 式を最初に誘導 した人は Lagr ange で
1813年の事であ

る。其後是れを 10/;' こうさした人々に N avier ，Mi chel  Leoy， 

F stan  :vc， Si mi c ， I{  it z， Hager ， L orenz  等があるが何れも四

次 の倣牙方程式を用ふるのでゐるから困難でゐった。然るに

H .  Muc us は是れ等の方法さ は全然異った遁かに簡軍なる方

法を
1923年 1: 提案したのである o 是れは粥性味版を弾性膜 (

El asti sche Haut ) に関係づけ弾性脱が搾性組織
( El ast i sche

Gewebe) に置き換へ得られる動に着目 して遂に床版封組織の

関係に入り二衣の微升方程式を極めて簡草 1: 解決しようさ云



ふのでるる。

Marcus が床版ご 膜ごの関係を推察す るに至る過程は究の

ま日〈して進行する 。

( 11) よb

'(  θ' ，.. θてー/ θ θ ¥1  θ!( θ!( ¥- P  

二今 ＫＲ Ｍ ｊ ｔ 十 一一 一 ｩ 一一 十 一 ＩＨＧＺｾ 了 Ｋ 一一 Ｉ一 一Ｍ
8x

4  

'  - 8x θ' y- θ'y'  ' 8x" θI f / ' 8x" θ〆/ N  

θ θ  

ーでァ + 一一- E yz

8x“ θ'Y'  

V
Z

( 三三十三日= Vヨy JC= J E

¥ 8x"  θ1ノ二，/  、

_  N I. 8

2

ζ
ム三三¥= M 

ｾＮ＠ ¥θx" ・8 f / 一
( 16 )  

ど置き 3車性床版の式を; : j ( の形で表 すO

V
2

M '=  - p  ( 17)  

M 'O) I丞i数は床版轡Ilhの量 である。此の轡 曲を

l θ 2C I θ て

px 一 θ... 't"'!  Ｇ 予 ＷＭ θｾＢ

の関係 l: て表せば力 率合計ざ して は

/θ 2C θ2( ¥ m +  1  

s，，+ su= - N_:_:_一一一 ( τ ーャ+ ..;-十 ) =一一一一

71t 1， ( } X'  ay ・I 77t 

轡曲ざし ては

よ Ｋ 土 ］Ｋ 笠 ］ Ｋ ｾと ー Ｎ ム 土 ｓｹ
ん py ' N  - ， m+  1  N  

ｒ ｉｬ も ＮＱｖ ｉｊ ノ 画数は坐標 ｪｬｾｬ ｬＡ の撰俸 には無閥係でカ 率合計 を 表 は

すO

是 1: 於レて揮性部材の式

d
2

M ｾ＠

dJt t 一 -

床 板 lこ掬 す る 一 考 察

さ慣性床版の式

V"M= - P  

ごを劃比 して見るさ 去 さ Y 三部材の曲力事ざ床版のカ率

合計ざが互に一致する事が解って来るのでゐる 。此の事賞よ

り部材の微分方程式ざ床版の微分方程式さの聞には何等かの

同質関係が介在せねばなるまいさ云ふ想像/ ) ; 生じる。そこで

Mar cus は今、弾性i肢を 考 へるの でゐる。姉性1廷は表面に垂

直に向へる荷重を受りて純然? とる直感カ 8 に外ならぬ表面曙

カ S を受りるが現力は生じない。ニの S は各部分各方向に於

レて等大でゐる。同時に z 軸の方向に向ふ僅少なる移動 ω を

起す。然る時は移動 ω ご歴力 P さの聞に? x . の関係式を得る。

θ2ω  

Ｂ ｬ￙］ 一一 Ｋ 一一 ］Ｍ ｾ ( 18)  

θ.:t;! θ f  S  

( F¥' ppl， A .  :  V or1esungen iiber techni sche Mechani k Bd.  

V ， ｾ＠ ＳＰｾ き照Ｉ

( 17) ( !8) よりして次の定理を見出す の でゐる o

第一定理o 座カ P を受り表面眼力 5 = 1 を生づる坤性膜

の表面は揮性床版の曲力率商の形を 表 す。

叉是さ同様の関係が弾性部材の i出力率線さ外力 P を受げ単

位膳力 5 = 1 を生づる筋 ( Se;I s) の形さの間に存在する事が解

る。

Zグ

ヲたに膜に弾性荷重 P; = ｾｾｾ＠ { f 作用せしめこの時の表面膝カ
N  (!.. 

5 = 1 移動を叫ごする時同次の方程式が成立する 。

V
2
w， θ2ωー θ宮(1) ， ｾ＠ M 8ヨv 8"!' 

。=一 一+ 一....:::..!:... = ー = 一 一一= ー斗 + ーミー (  19)  

θX ! θI f  - ， N  8x
z

θy  

本 式 に依って第二定理を得る 。

ｾ ＱＱＱ＠



蕊に於て次の 第三定理を得る。

第三定理。 外力

"，. -ー( 笠 +土竿 )
θz 句， '  m avt

)  

1n - l  θサグ

H  -ー一一
日町一 一石-z - ｡ ｾ 臼 ｹ

を夫々受 り表面臆カ S=1 を生づる 弾性膜の表面は夫々床版

の Sx，Sy， t，. y の曲カ率面を 表 す。

夏に叉弾性1英の表面から床版の垂直勢力を誘導する事が出

来る O

即ち

-¥=gj 

π = - li 笠;↓ 土 a

2

M¥

ν 1 θJ 〆 ， 7J l  a X '  J  

床 板 l こ仰 す る 一 考 察

M 

第二定理。 揮性荷重 P i = 五r を受り表面臆カ 5 = 1 を生

づる明i 性膜の表面 t. i 床版揮性面の形を表す。

叉是ご同様の関係が Mohr の定理に基〈二次卒/ なる部材

11-1 

の弾性 f地線ご部性荷重 P 戸 一 ー を受ける筋の形ごの聞にも

EJ  

( 21  )  

(20a)  

U t - N 1 y zf = 竺 h

θx  ｾθ ｸ＠ ， 

丸 = _  N - ! - V
2

{  =  aM ¥ 

"  oy  ｾθｾ＠ }  

に明かなる如く 床版の垂直班カ は揮性膜 に於りる正切の廻樽

角でゐる。

か( の如くして、 指性床版ざ揮性膜 ざを関係づりる諸定理

を待 tz. る後に更に膜の性質 を深〈考察しようごする。

第 三固 に於て、 膜の皐位長 iこ於ける張力を S ざすれば任意

の緑端長 ハこ於げる合力 R =s l の大き、位置、挫に方向を知

るこ さが出来る。 膜を幾 つかの筋 で分制すれば適嘗なる形さ

配賀を 行ふこさによって合力 R の作用線は一つの網さなる o

然る時は力R は即ち細き僚の張カでゐって是等の僚が一つの

組 織を形 づ ( ｾ恰も 弾性 Ａ 践 の代りを霜すものであるが故に、

是を 部性組織 さ呼ぶ事が出来る。その形は第四圏、第四園 a.，

同ム同C に明か な る如く主なる組織さ して

1. 矩形JI犬網組織

存在する誇である。

次 iこ曲力率 も膜の艶形か ら誘導する 事が 出来る。

( 16) よ b
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2. 放射股網組織

3. 三角獄網組織
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を考へる事が出来る。今、矩形脱網組織について考へる。其

れは第五聞に示す如〈一組は z 軸に一組は y 軸に夫々平行す

る、二組の相直交する筋 ( Dr泊 te) から出来てゐる。問題を

簡草にする鴻に r 軸方向の網巾ん及 y 軸方向の網巾ゐは悉〈

床 板 に 闘 す る 一 考 察

等しいものざする。第五圃の 6及下の闘は z y 卒面 lこ閲する

任意格貼の移動 ω を示したものでゐる。

争+

.や一- 一一一-

t-4- 1iJ 

1- え

ー ー担

社事' - ! I J  

此の組織 iこ於いて格貼 R に z y 平面に垂直なる荷重を九。

四つの相交る筋の張力を R i，RI ，Rm' 及 Rn。 叉 仰 向 を 以 て

筋 Ri 及 Rl の z 軸さなす内角、 ( Um，ωmを以て筋 R m及 R " の y

軸ぜなす内角を表すものさすれば、張カ R に闘し究の三つの

卒衡僚件式が成立せねばならない。

R icos叫 - R[ c osω1 = 0

Rmcosωm- R"cos叫 = 0

R k+  ( RI si n叫 - Risi n
叫 ) +  ( Rnsir町内 - R msinω ' m) =O

-i'同
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本式は次式のま日〈表すこさも出来る。

4 wk一( 叫 + w，+ wm+ 川 =J -P=22主
・Ｂ ｾＮ n ， H 必 S

こ、に於レて式 ( 27) 1: 封し無限に小なる網巾ん= 九九= 8
y

なる場合を試みれば、弾性膜の式

θ
宮

W .  a? w 汐

一 + ー = - -=-

θ ＮｘＧＢ ・ θ ｾｾ 5  

さなる。即ち弾性膜は蹄性組織さ同質開係にある事が解った

のである o 故に 今まで、床版封i]克でゐったものが直ちに床版

劉組織の関係に進んだのである。

M arcus は是より前述の第一、第二雨定理を謄用し床版解

法 lこ重要なる こ つの方程式を誘導す るのでゐる。

先っ・第一定型nに従って

θ 宮 ｍ Ｎ θ ｾ ｬｊＢ
一 〒一 一

θ ＮＺ ｴ ＺＡθ ｉ ｹｾ＠ .r 

( 28)  

R icosω，- =R1cosωI = H"  

R " ，cos (t)m=九C OS (山= 弓

ぎ置付ば最後の弐は

H "，t an叫ー tan ( t) l) + 弓 ( t anωm- tanω，， ) τ 凡

格貼 ｋ よりん又は ＩＮ Ａｬ ｴｾ けｼ塙り＿とる格貼の移動を ｕｊ にて表す

時は

床 板 lこ 腸 す る 一 考 察

んtanω I =Wj - Wk = (L1w.ρ Z  

}. ytan叫= 叫. - Wk =  ( L1Wk) グ

九(tanωl - t an叫)= (叫 ー叫) ー(Wkー叫) =  L1，，(L1w
k
)x=  (L1・叫) "

}. y(t anω ，，- t anω m) =( U仏- Wk ) ー( 叫 - W
m

)= L1y(. d Wk) 戸 ( .d"叫 )y

そこで前式 lこ代入 し

そめV k) ，， + ぞ( .d?W k ) ν = 一九 ( 24)  

*- に

土仇 1，，+走仇) ν- 壬

故に M
k
= 5

1叫
( 29)  

*- に碕1性荷重 ん =叫 を軍位張力 5 = 52 の下仁、組織上の

ー鈷 1: 作用せしめ格駄の移動 z を求 めれば

Zj - 2:'; k+ Zt  I  ＮｾＧ ｭ＠ - 2z
k十 九 1{  .11 - ¥ I  1  

ーゴヲ一一+ Aiy = 疋 (.d!Zk)" +バ(.d!Zk)グ= 一 三 一 一 玄 5?

さなるから第二定理に従ひ
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窓に ( 29) 1，30) 雨式 に於 L、て

M さ W 及 ( ｾ＠ z  は夫々 ( M
k

) "  

(Wk)，. さ書 き得る 得 る如〈同

じ遁に 関するものでゐる。

此の雨式 lこ表はされた る記

銃によって床版の合 計曲カ率

世に移動従距離を定める事は

即も弾性組織の格駄の移動 W

及 z を見出すこ さに外ならな

し、事が解るのであ る。 夏に そ

の他の抵抗臆力に関しでも亦

この まU ご z によって定め得る

のである。

是を見出す持に格貼上さそ

のまわ b の入貼 i，l ，11t ， 1t， o，t ，タ，1" よ b或る平面を取る 。{ 第 五

園。) :J RIl 

(X - Xk)( X- . x"t)C ZO(y - Yk) ( Yーム)

- 2z，. ( y ーλ ，)( Y - Y m) +Zq(Y - Y m)  ( y - Yk)J 

!ー 2(x- xl)(X 一 円 )CZ"，( Y - Yk)( Y- Y  .. )  
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- 4九九) - 2Zk(Yー ん)( Y- Ym) +ゐ( Y- Ym) ( Y - Yk)J 

+  (X - Xi)(- t" -- Xk)Cろ( Y- Yk)( Yーム)

- 2zl(Y 一λ )(Y - Ym) +Zr( Y- Ym) ( Y- Yk) ]  

此の卒面は i，k， 1， 1 n， 11，0 ， p，タ，1"の 9 勤よ b成る。若し極め

て小なる網巾ん ん を 般想するならば
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今 ＨＲＹｾ 及 Ｈ ＳｄＩ の関 係を利用し此等 の債を ＨＸＩ 式に代入すれば
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叉 ( = 5，5 2 :v 及 M = 5 ，仰 を用ふれば ん= ん= ) . なる組tこ

織於いては究の如〈簡単さ なる 0

( 32)  
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床 板 1; 闘 す る 一 考 察

2}.v
x
= M

1
- M;. 

2}. vy= M，均一 M " ，

か〈床版の抵抗感カは C及 MI こ依って見出し得ぺ〈各格E誌

に於りる ｃ 及 ｍ は ｗ ｾ ｚ に よって興へられるこ ε 〉なった。

床版が業の四遁軍に支持せられ? とる矩形床版でゐる時には丁

"  

C  

ｾナＭＪＭ iiJ 

- } f +: - 局7

度車桁に於りる如〈支端の曲力率は O さならねばならぬo 従

っτ 非常に簡単で ゐる o 依って暫らく われらは此の種の床版

仁ついて其の縁端陳件 ( Randbedi ngungen) 抵抗謄力 ( Rand

wi derst ande) 等を皐ぷこささする。

ｾ＼＠

第十三園を軍に四遺支持せられ且つ其の鰻端が支勤よ b僅

かしか出張らさ' る震に縁端線さ支持線ごが一致する床版ざす

る。

弾性平面は縁端上の各踏に於いては

ら= 0 l a)  

なる保件を持つ。

叉縁端面 ( Randf l 'i che) では曲力率 5" は消滅せねばならぬ。

そこで今縁端面を、縁端線及其れに直角 なる長さの徴小部長F

A 及 d，， 1こ限られ? とる平面ざ見る時は第二の縁端焼件ざして

ぶ = - N (  8

2

ζ + 土 8

2

( ¥= 0  

.. ¥θ u"  l l Z θv" /  -

(δ)  

(a) Iこよ b

θ宮( f"I 

θv '!. 

(  c) 

依って

故に

8tc h - 0  

8u'  

(め

M "， = 5，叫 = - N ( ｾ 主 一 Ｋ 8!r; ，k  ¥ = 0  

， fJu." θ γ /  

(  e) 

叉 Ｈ｣Ｉ さＨめさより格貼ゑよ ｨλ ‘ 叉はん ｴｾ り隔 ｢ tとる臨ん L 及

111， 1l の従距離は

8、し 5 、S 主

81/ 一- -j i -

( z ‘ - 2z" ，+ め) ーハ

}. 2U  - ｾ＠

1 主 5 ，品 ( z"， - 2.:: ，ι - 3
n

) "  

8v" 一一万一一 -_ }. "v' 一 一 = v

縁端に在りでは

Z " ， = Zk =九 = 0

故に &， + Z I = O  ( f )  

(c) 及(d)1こよ b



/  a:r:，_ 1  a'{，. ¥ 

5 v =  Ｍ ｎＨ 一 三 Ｓ ー Ｋ 一一一 五 三ｾ 1= 
¥ O V.  1Il OU.  I  

即ち紘端 iこ於ては縁端線 iこ平行なる同l力 率 も出減せねばな

ら泊こごが解るのである o ｾｉ こ縁端に沿ふて起る聴力紙態を

考 へ る 。 是 iこ必要なるものは現カ v" < : 捻カ宰tnvごでゐる。

ｂｉ カ ｶ ，， ｾ 立総端卒面 Ｈｒ｡ｮ､･｢･ｮ･Ｉ に平行なる平面素内に作用

してゐる。滋 iこ繰端平面ごは前述の縁端面 (R and日ache) に劃

L 直角をなす卒面を名っ・りたものでゐる。

此れの大きは次式にて 表はされる 。

N! !1 

lJ lt 

女 iこ縁端総力 牽は (1) 項 に於いて述ぺ te. 如〈水卒男カ r 川 iこ依

って作られるもので T町 は縁端平面誼に之さ直交する 平 面 上

1: 存在してゐる 。

今、床版中央面が智 曲する時は、縁端平 面 に垂直な る相隣

' K 

れる断面について角 古 は 相 異 らなげればならぬ。そして此

等二 断 面 の接燭面に ｉｾ 水 平 却カ ｔ 酬 が存在すぺ〈是は Ｇｴ ｬｖ さ

相等し U、o そこで第十四園の 如 < d
v な る二つの要素 を 考へる

ε35の相異する事賞よ b 、従って A B C DさE FA B の閉

じ
θr帥の存在を考へる 事 が出来るのである。

第十四固に示し? とる如〈縁端素 ( Randel emcnt ) A  B  C  D( 長

さd. ，高さん) 1こ分布せる水平到カ T 抑は縁端商に直角 iこ廻轄す

る曲力宰ム = t"v'
θuを生司会しめるる.0

ヨ次 ｫ 仁縁端線 ｩ仁こ沿 ｦひｽ川 θ ｶ ｴだ ｾＮ ｾげ ＿ 進ん ｴｾＮ ご所ではヲ次 ｫ の要婁 Ｎ 素 ａｂｅｆ の

蔚カが問様 i
に¥斗噛川

l曲帥也M力率 円 ( 仏t
ムんq肝
，
'v+

今、 4孔9乳v

t:.
り相隔ち等大異方向の二カ p，を A B C DI仁こ作周世

床 板 に ! 紛 す ろ 一 考 察

しめて考へる時は. 曲カ率 t.' ==p，a
v を作り平衡{ 産件により

t，=t. '  及 P ，=ん叩

同様にして攻の要 素 ABEF に於ては

九= 含 = ん
= θ t

仰

縁端の単位長に於りる卒均カの大きは

u'.. 

_  

P2- P，
三五.. 

" θu θU  

(  64)  

Kel vi n 及 Tai t
の著名なる研究 lこ従へば前記の如( 縁端に

於りる些少なる部身、を般定するも床版の謄カ賦態は少しも艶

らないのでゐる。

そこで支持カは次の如くなる。

町 山

V" はM の値に閲する垂直到カで之を主支持カさ名づりるな

.  8 ' (  ，
- 1'11' 1-:1-. .  ｾ Ｎ，＠

らは

8.. a

アに関する
V ，

‘ は従支持カざ名づりる事が出来る。

次に、捻カ率線が突餐するが如き場合には叉特別な考察を

必要とする のであ る。

即も第十五固 に示ぜる如〈捻カ宰カ
;

t ，からんに鐙勤するも

のごすれば之を A
な と狭き長さに於いて結線の如 〈袋動ずる

ものご考へる 。

然る時はこの狭長部に分布する抵抗 v
，，'

は

C =  
( ^  at"

旦 =

J  0 δ .

ず

E

C  は巾 i，
1 : 於いて集中力ざな b其の大きは突襲前後の捻力

率の差である 。

ｊ Ｎ ｾ 版が矩形床版でゐる時は 端 ｴ ｅ ｣ｫ Ｉ に於いてん ］Ｍｴ ， でゐ

-¥'-1ミ
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るが故に c = 2 t 2= ー 2 t ，さなる o BUも隅端 iこ作用する 集 中荷重

はその捻カ率の二倍 でゐる。此 のカが存在せぎれば床版は卒

術を保たすもして上方に向つ τ 曲つ τ 了ふo 1本版 iこか〉る金荷

重 を Q，x ，y 軸に平行なる支部の負憶する支持力を 夫 々A z，

A グざする時は

2(  .A"， ｾ Ｍ A y)  - Q  =  - 4c  
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なる関係がゐっ て c の存在 は沫版 悩特 の事賞 で著しき特色

でゐる。

夏に V u ，ム" a" (霊直努力、捻カ率、支持カ) を求めようごす

る。是等は矩形床版では特に容易に求め得・ られる 。先づ第十

共闘の如〈直交刺IX，y を床版中央に置 き矩形組織を形遣る。

繰端荷重ムを 有 する縁端の格貼1( 1こ劃し次の卒衡式を得る
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叉内側の格貼 r ，!， p ご外側の格 貼 q，t"， 0 どの閉じは究の開

係が存在する 。
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以上、通ぺ求つ? と所に従って最も簡車なる葉の四遺車に支

持せられたる矩形床版に劃 しては既に容易に解き得る位置 に

到達したのである。矩形床版に劃しては矩形組織が最適であ

って網巾は遁長2a及2b{e 1 n及 n に等身して

の如〈撰ぶのが便利でめる 。

床版が方形なる時 iユ特 1: 簡単で J) る/) ;矩形をなし柿々の遁

比を有する壊合でも

す= k ゅ ん な る 時 )

を用 }
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グを

の形 ｴｾ 表 し郵性組 織の式 ｩ こ於 いて は

2 wi l  + ，p) ー(叫+ U'I) ーグ(τ v"， + w，，)= p 主主= kア t u  (74) 
ｫＧｓｾ＠ - "' . f ' k・S，

iこ表 はす事が出来るか ら同様 1: 容易じ解 5得る 。

(3)  ポア Y : / 比 例のイ直

床版理論に従って明かな るが如く 床版 の膳力の裡 、曲カ率

九 ， Ｕ ｹ 及世、カ宰 ｴ 却を求 める上 ｩ こ ホ ・ァ ｙ ＺＯ 比 Ｑｊｬ の値は亀ｾ < べから

5 る値である O

L、はば 、m の研究は床版理論の一宇を負指 する 重大な意義

を持つもので種々の膳カ. 温度 、材齢、其他の影響の下 iこ於

りる mの値を剣ら なりればならな ν 。

床 板 に 闘 す る ? で 考 察

Mar cus ももさ J ｾ是を研究し＿ と一 人である。

彼は濁逸餓筋コシグリート委員曾の委嘱に依り自ら工夫せ

る装置を用ひ Dr esdner Hochschule の研究室で研究した。

然し賞際 に刺用し得 べき 11z の値は得られ令して断面決定の錦

1: 用ふる mは∞ざ して 差支 へある まいさ云 ってゐる。

それで曲力 率 S，. 及 らを 11Z = ∞なる値にて求め是を夫々

Ｍ ｎ θ で ］ ｓｾ Ｍ ｎｾ 三 Ｍ Ｗ
-Dx"  Ｍ ｾ ｜＠ Ｍ ｾＮ＠ Dy'J Ｍｾ ｹ＠

一 一

及捻力 率も Ｍｎ 万 ｾｹ =t "グ

なる記就で表はし是に従っ て断面を決定 してゐるのである

: れはK . Hager 氏が 11l を小に取る時は臆カ度が大ざなり

安全なる断面が得られるさ云って 11l = 2 ざした事に封し金〈

正反封の限定である。

然し乍ら回過氏は精確な m の値を用意周到なる賞験に依っ

て得られたが故に凡そ 17l 1: 闘する過去の著名なる賓験、其れ

らの比較なピー切に関しては氏について皐ぷぺきである。

( 大正十五年一月、二月、三月抗、建築雑誌)

氏に依ればヨシク 9 ートのホ・ァ Y : / 比の値は膳カ度に従属し

て箆化し且っ その盤イとのj伏態は臆腫側さ臆張側さによって異

る。 臆 j眠側に於ては臆カ度の小なる聞は m も臆カ度の増加に

伴って次第に増加するがゐる一定値に達し? とる後は膳カ度を

増加するも 1J l は増加する事無〈、却てコンク' ) . . . . . . トの破壊臆

カ度に近き大 なる際カ度 iこ於 ては逆に其の値を減少する傾向

がゐ ε。

之に封し臆張側仁あっては臆カ度の増加 iこ伴ってポア y : /

< 1  
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故に

次に此の組織が揮性荷重ん= Wk ｾ受りたるものさすれば

格勘の移動 z に闘して

比は次第にその値を増し、且つ其の増加の割合はコンクヲ ー

トの破壊膝カ度が近づ〈に従って著し〈大三なる。

そして強度計算に i限定し得へき m の値ざしては、臆張側ヨ

シクソートを省略する時は臆腿側に於て 5 - 6 臆張側に於て

9 - 1 0 でゐる。 ( 1Il の値の表参照)

この結果 Marc凶の{ 限定によ って 求められた各膳カは補正

されねばならぬ事乏なる。次項に於いて、われらは四溢草に

支持せられたる方形床版が等布荷重を受りたる場合の臆カを

Mar cus に事ぴ後その補正を行ふ考へである。

床 板 l二 闘 す る 一 考 察
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( x = y = O) に封 L
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J V  = 一τ z r NZT (Ca- Cs) = ± 0 . o yd

作 0.064876

手

即も雨者の相異はM の値 iこ於て最大 41};'; r; の値に於ては僅

か lこ0. 5% にして賓に些少でゐる。この比較によって明がな

る故〈網巾の大小は臆カ並に鑓形に殆 f 影響しないのである

究に曲カ宰を ( 33) に依って定める。

補正して

ゐ=予[ ( 2( k - ( ' - (什去(2(k - ( mー ι)J

ら=手
( (2(

，λ ー と パ 什 去
( 2( ' k- ( ' i - (I )J

こ冶で Mar cus は

10 

1 n =
ヲーさしてごら. Sy を求め断面決

定用ざしては別に l 1t = ∞ぎして 三，弓を求めこの二種を第

一表に示した如〈表はしてゐるがこれは前項(3) で越ぺ? と

如 < m = 6
ざしての値を求むる必要がゐる。そこでわれ

らはこれを s"，* sy* の形で表し補正せる値ざして計算の

結果を同表中に加へる事ざした
o

S "，*  Sy* は 玉三 の値よ

b多少大き〈出るのは云ふまでも無い事でゐる。

叉野カ及捻カ率 も( 33)
から求められんに罰する補正値

ざ共に第二表に示した。

縁捕の捻カ率には ( 67)
を用ひ
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t1V*=0. 0 t a
2  

隅端A に於ては (67a) により

- 1  u l  

tA =τ 7 Nオ = 川 町 pa

2

之 に 劃 し が
=0. 141312μ 宮

九 l は( 68) より

JZ ー l N

ｵｦｺ ］ Ｍ ｚＷ 一 づ Ｂ ＨＲ ｾ Ｑ ー ら Ｍ ｃＧｲ Ｉ

iこして

( x = .- a，y = 土音。) Iこ劃し Z/ u =0. 09956 pa  

Ｈ ｸ ］ ーの ｹ ］ 土 ｾ｡ Ｉ Iこ劃し v'xl l =0. 13978pa  

( x =  - a，y = 土初) に劃し v'xl l l =0. 15571 μ

(x =  - a，y = 土0) に劃し が:rrv= 0.16042p a  

補正値は d 品= 0.11847μ

v' ，}j =0. 16633 pa  

ｶ Ｇ ｾｪｪ ｬ ］Ｐ Ｎ ＱＸＵＲＹ＠ pa  

U 午ち=0. 19089 pa  

此等の身カざ zp衝 を保つぺき四つの隅端に作用する下向き

の集中力 C は

c = ー2 f"v'xdy = ー2 ( "与 ゆ= ー 2t
A

= ー0. 2375μ 2
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補正値は

a"J =  0.52794  pa  

aJj =0. 73526 p a  
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以上の如〈して得 ｴｾ る結果を 固 によって 表 はしたものが第

二十六 闘 である。但し本闘に於げる各臆カは 1'n = 子 なる伎



定に於りる結果でゐるから補正値を用ひて描〈ごすれば多少

夫々大なる値を表はすものでるる。然し床版の臆カ朕態を吟

味する上からは本国は豪も差支へ無し、。

今、曲カ卒、捻カ率の極限値を求め』うごすれば

Ｕ む Ｚ］Ｕ ｺ ｆ ｧ ﾱ す河ｾＨら一 Ｕら 釘ｊＱｶ 山 Ｒ斗Ｋ刊 Ｔι

t仏 "削「岬

から奥へられる o 劃角線上では

s、= Sy = S S'" ーら= 0

芝なるからその極限値は

s，= s - -t叩 及 ん= s + I""

第二十六固には劃角線 iこ於りる曲カ率 Sl S 2 も示し τ ある。

きて第二十六闘を見るさ床版の断面決定 iこ際し重要なる二

つの現象が解る。第一は劃角線に垂直方向なる曲力率: S l が端

1'1 

e3 

<t 

乱 副 都の近くにおいて負曲カ率を生じ

る事、第二は外角線 iこ平行方向な

る曲カ率 S 2が端部の近< 1こ於てそ

の部牙の Sx ' Sy よh も大きし、事で

ゐる o 阿部氏の書物に、此の種床

版の近似解法さそれ iこ附加して床

版封角線上曲カ宰の状態に閲する

記述がゐる。その解法さその記遁

はこうである o [' a固に於いて f を

方形床版のー遁の長ささし 却を等布荷重ごすれば一過上の反

カは乎 さなる o そ の 反 カ の 重 心 は そ の 支 遁 の 判 断 B に

床 板 に 闘 す る 一 考 察

在るが故に相隣接する二遁上の合成反カ iまA B線の中心勤 ζ

iこ働いて居る。叉 F G H上の荷重の重心黙は其の三角形の重

み

心勤D で F G線よ bーの距離に在る。今此等雨力の F G線に

J  

闘する Zグを求むれば

M= W乙/乏_ _{_i = 笠ι/ す

2  ' 2  3  /  24 r ー

此の量を遁 G，H 叉は H F に卒行なる方向に分解すれば各

々去であるから径聞の中心 線 に 沿 っ て 超 げ の 全 部 次 の

如〈なる。

1/， =  Ｇｬｾ ｾ ｾ＠-
， 24 

そこで次 1:" 起る問題はZダは果して劃角線に沿ひ平等である

かぜうかご云ふ事である。何人も平等で無いさ考へ得る。何

芝なれば韓曲度が極聞の中心にて最大で隅の方に進むに従ひ

減少するが故 I: M も径聞の中央で最大? とるべきでゐる』

もさより近似解法である から 精算方法さ比較すれば根本的

に誤謬の存する事は嘗然である o 先づ一議上の反カが弓二さ

なる 事が諜 bであって方形床版ではー透上の反カは

0. 309 Q =  1. 236 ｷ ｡ Ｍ ｾ＠ ( 次項(5)塞照)

さなるに費し 千 = 1. 0  wa宮

ごなる。滋に 1 = 2a ざする 。

叉こ〉に云ふ所の劃角線に沿ムM さは SI にゐらやしてんの

全量、従って車位長に於ては

M =妥ρ =0. 235 附 2

iこして精算値は 0. 18-92 wa

2

である o SI に関しては言及されて

〈・-¥l .



床 板 に 闘 す る ? 考 察

な〈劃角線上曲カ宰 iこ闘する記述なる、rMは果 して劃角線に

浩ひて卒等であるかざうか云々 J もらiこ閲する問題でゐって

『径聞の中心で最大、隅の方に進むに従ひ減少する J 芭ある

動は、 S2 に関する限り少〈さも安嘗である。然し乍ら賞曲カ

E容を生すもる S I や、 らがら Sy に比しその部分に於いて大なる事

質を見逃してゐる事は頗る遺舗でゐる σ 径聞の中心線 iこ沿ふ

曲カ率 ごしては B ach が 24 を 20 に改めて

M F  ZUJ 2 

ー

‘ 20 

ぎしてゐるが 等 = O. 2 w行 口 精 算 値 0. 14554 wa
2

に比

し柿正の結果は O.1675wa
2

であるが叉可成りの隔りがあ るo

Mar cus の方法による精算値に於いて S ，が負曲カ率 を端部

の 近 < Iこ表はす事買は縁端が垂直移動乞 はばまる、結果隅端

部に固定候件が現はれるが震であ h叉 んが最大曲力率を表す

事買は、最狭の徳間方向 iこ在りては床版の剛度が比較的大さ

なるがｾに外なら ないの でゐる。

(5) 稲々の遁比を有し、回遊軍に支持せら

れ等布荷重を受けたる矩形床版の計算

(  4)項に績ν て矩形床版を種々 の溢比の下に 計算 して比較し

ようざするのでゐる 。

1. 謹比 2 : 3 なる床版

先づ溢比 δ: α = 2 : 3 なる組織を撰ぶ。

iこ掛し
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第三十二固に 示 せる 記就を用ひる時は次の燦件式を得る。
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故に

- 18zu， +  26w:; - Ｔｷｾ＠ = ヤ合

一18ztJtー叫 26w.
l
= ヤ会

M ，= S，w，= 0.J 06537  p a
2  

M 2=  S ，w2=0. 130622pa
2  

Ma  =  S，w: ;  =  O. 138609  pa
2  

ｊ 叱 ］ｓ ｉｗｾ ］ ｏ Ｎ 1  71541 p a
2  

叉移動 z に闘しては

26z ，ー 4z2- 9z.，= 4 w，主 =0. 106537 !乙
u  • ｾ ｾ＠ _ .  S， St  
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) 2  • d  
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12  • d  
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λ T  3  7  
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但 し お m は 子 さ 般定し no

示 したも のである。 短 縁端 A B

( 68) さより

< -i'ミ

第三表は是等の値を

に沿ふ臆カは ( 66) 芭
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( nfPJ  
ＧＺｊ ｝ ］ τｾ Ｋ づ乙 ］Ｐ ＮＴ ＶＳＰＷ Ｔμ

11l - 1  N  

v，'=つ7 τ ォ( 2ご1- <3)  =  0.1 00686 t a  

a] = v， + v /  =0. 563760t a  

(此 M

v l J =スナヲム=0. 527218μ

z- l  N  

v l J ' = で ? - T T( 2ご3 ーと1) = 0. 1271625t a 

" ν " :>; ・y

。l J = v
J l

+ Z' J l '  = 0. 65438  t a  
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1、a l J J = vJ J J +v' J J J = 0. 548976 t t l = 0. 823467  t b  
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v]v= ーす二'- +  .1';/ =0. 558532t a=O. 837798 t b  
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a1V =  ｾＱ Ｑｖ＠ +  lI 'l v =0. 632159 t a =  0. 948238 t b  

叉隅端に作用する集中カは
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は艶形度は増大するこぎが解るので

ある。一般に床版が艶形少〈桁よ b

も丈夫であるのは一軸に加へられた

カさ異る符腕のカが生じてもそれが

妨げられる結果に外ならぬ。即も z

軸に張力を作用せしめる時 y ，z 軸に

沿ふては陛カが生じ縮まうさするが

妨げられるが詩に外ならないのであ

る。然し乍ら従来床版解法に用ひら

れて来tl 近似計算法は多〈床版を桁

の連績. 慢さ見倣し任意の貼に於りる

s-;i 移動量が相等しいさ云ム事賓から誘

坊 t ｑｊｊｚｴ 志向が吋ｾ ｾ初場ｩＡ ｡ 更寸 ｕｉＱｾ .，同 J We4et，u '  導されてゐ ｴｾ 。故に床版ざしての特

I{l!. が政儀。， i i 沙 亭 J n o ( 手話 t : # " T )  色、換言すれば桁よりも丈夫にして

(6) 既往近似計算値さ精算値の比較

今、立憧臆カの作用を受りる均質種の艶形度を求める一般

式

E z =去〔A- 7 } (Sv+82)〕

E: y =  ｾ＠ Cdy - - ;と( 山窓口

E: . =去〔82- 7L( 九 叫)J

よ b考へる時は、一軸の方向に於りるカの符挽さこの軸に直

角なる他のニ軸に生じるカの符挽さが閉じである場合には整

形度が小さ〈之さ反到にこのニカの符披が相異る如き場合に

経漕的であるさ云ふ特色が全然無視されてゐ ｴｾ 鐸である。わ

れらは既に床版の理論的解法を Mar cus の簡単なる方法に於

いて串び、床版に起る臆カ iこ闘し、等布荷重を受り、四遺草

に支持せられたる仮定の下に、明かにする事を得たのである

からよしんば既往近似計算に比し大なる値を見出すさも一つ

は正一つは不正なのであるが故に一顧の債値すら止めないの

である。

さ b乍ら、夫等既往の近似値が果してぜの程度まで誤って

居ったか。叉数多の近似算法の裡ぜの方法が最も正しき値に

接近せる結果を得てゐ? とかを知るこさは決して無駄な事では

あるまいさ思ふ。

そこでわれらは、 Marcus が比較に用ひたド 4 ッ式、 スイ
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(c) アメ 9 ヵ式
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( d) フ ラ ン ス 式
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床 板 に 槻 ず る 一 考 終

是等 J) 式 1こより求めたものを一括したものが第八表で第三

十六闘はその IIIJ 線を示し たもの である。 精弄値 1- あっては集

中力を必要ごするが故にこの値も劫ー記してゐる。従来地えて

考へられなかった四つ の隅端に於げる C の如きは特に銘記し

なければならぬ。

此 の結果によるさ 前 D 曲カ率で は アランス式乃一部分を除

〈外相 Ｇｦｾ 航の方が近似値より小さく出 ｴｾ こさに封しこ、では

まｩｊって大き〈出てゐる 。 殊に ペ に於いて著し〈方 ｊｾ に近 ＭＵ <  

1= 従 って愈々その差 iJ; 大きし o C も同時に増大して来 る。又

前 ｩ こ非市な好結果を示したフタンス式も今度は ｾ ］ ｬ に於い
α  

て辰も υ ざい結果を示してゐるこさも注意す ぺきである。床

版/ : ) ; ;y:m長くなる仁連れ近似値精算値 I:J; 一致して来るこさは前

例ざ同践でゐる。

ィミ 吋
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